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　第一章　学芸会でどっこい










　　　　　１




「それじゃ、学芸会の三年三組の出しものは、劇ってことでいいですか」

　三年さわやか三組の教室にて、少女、梅うめ木ぎ瑠る璃りは声を張り上げた。

　コスモス荘三号室に両親と暮らし、弟の次じ郎ろう君のヨダレ拭ふきに青春を費ついやす少女である。

　しかしそれは世を忍しのぶ仮の姿に過ぎない。

　その正しよう体たいはパワードスーツ審しん査さのため派は遣けんされたＡ級宇宙犯罪人、エーデルワイスなのだ。

　でもこれは秘密だから本人しか知らない。

　いい加か減げん誰だれかが気がついてもよさそうなものだが、誰も気がつかない。

　だからこうして、エーデルワイスは今日も地球の少女として学級委員長の仕事に汗を流しているのである。

　ウサギの世話が仕事の九十九パーセントを占める学級委員長だが、残りの一パーセントで学級会の司会ぐらいやっている。

「さんせ～～～～～い」

「いいで～す」

「異議ありませ～～ん」

　クラスのお気楽連中からも投げやりな賛成の声が飛んだ。

「じゃぁ、次にどんな劇にするかってことですが」

「ウルトラマン！」

「ガメラ対ギャオス！」

「仮面ライダー！」

「それ行け！　ネルロイドガール！」

「それだったら負けるなドッコイダーにしようよ」

　教室にぎっちりと詰まったガキンチョ達はわいわいがやがや自分の主張を張り上げ始めた。

　ちなみに最後の台詞せりふはタンポポだ。

　三年三組に秩序とか調和なんて言葉はないのだ。

　無法者連中を前に、瑠璃はふつふつと込み上げてくる怒いかりを感じた。

　ったく、ど～～してアタシがこんなことしなくちゃなんないのよ。今日は四時から『恋の終わりは味み噌そ煮に込こみ』の再放送があるっていうのに、これじゃ間に合わないじゃない。

「だまらっしゃい！」

　瑠る璃りは机にダンと足を叩たたきつけると怒ど鳴なった。

　皆、瑠璃の恐こわさは知っている。そのリンゴの皮も剝むけない無ぶ器き用ような手で爪つめでも切られたら深爪で大変なのだ。

　皆しんと静まり返った。三年三組に束つかの間まの秩序が訪れた瞬しゆん間かんだった。

「よろしい、それじゃ西にし尾お先生がなんかあるそうなんで、ちゃんと話を聞くよ～～に」

　瑠璃の言葉を受けて、それまで静かにしていた大人おとなが顔を上げた。

　生徒を我が子のようにかわいがってる異常性では県下に知れ渡ってる西尾先生だ。

　ど～してか、西尾先生は涙を流しながら口を開いた。

「うんうん、瑠璃君の啖たん呵かはいつ聞いてもすっきりするね。それにスカートの隙すき間まから見えるふくらはぎが先生の瞳ひとみをがっちり捉とらえて離さないよ。あまりに眩まぶしくて涙が」

「西尾先生。早く言ってよ」

「そうそう、劇なんだがな」

　感激の涙を拭ぬぐった西尾先生は気を取り直して口を開いた。

「シンデレラなんかがいいと思うんだが」

「え～～～、シンデレラ？」

「だっさ～～～～ぃ」

「いかしてな～～ぃ」

　不平不満が上がったが、西尾先生は黒ぶち眼鏡めがねのニッコリフェイスで応じた。

「そんなことないさ。華はなやかだし、いい話だし。幸いこのクラスの男子はなかなか男前が多いし、女子はかわいい子ばっかだからね。きっと素す晴ばらしい王子様と素晴らしいお姫様のカップルが出来上がると思うんだ」

　三年三組は無秩序のクラスである。

　そして自信過か剰じようのクラスでもあった。

　クラスのほとんどの男子が自分をかっこいいと思っていた。

　そしてクラスのほとんどの女子が自分をかわいいと思っていた。

　皆の頭には、かっこよく王子様して女の子にキャーキャー言われてる光景と、かわいらしくシンデレラして男の子にキャーキャー言われてる光景しかなかった。

「じゃ、シンデレラってことでいいですか？」

　早く帰りたい瑠璃は教室を睨にらみつけた。

　いやだなんて言う奴やつがいたら持てる技術を全すべて費ついやして耳ほじでもしてやろうかって気き迫はくだった。

　瑠璃に耳ほじされたらそれはえらいことになるだろう。

　鼓こ膜まくはもう死んでいる状態だ。

　反対意見を持つものも沈ちん黙もくをもって皆了りよう解かいした。

「いいね。実はもうシンデレラやるつもりで台本とかも用意してたんだ。台詞せりふの多いメインキャストだけでも決めておこう」

　用意のいい奴やつだった。

　西にし尾お先生の傍はた迷めい惑わくな申し出に瑠る璃りは露ろ骨こつに顔をしかめた。

『恋の終わりは味み噌そ煮に込こみ』が見たいから早く帰りたいのって瞳ひとみでしっかり訴うつたえるが、瑠璃の強きよう烈れつな視線も西尾先生の面つらの皮にはかなわなかった。

「はぁぁぁ」

　瑠璃はため息を吐はき出すと西尾先生から渡されたメインキャストの表を黒板に書き付けた。

　ベストオブジ無ぶ器き用ようの異い名みようを欲しいままにする瑠璃のすばらしくも芸術的に読みにくい文字が黒板に這はった。






　　シンデレラ




　・王子様

　・シンデレラ

　・魔ま女じよ

　・継まま母はは

　・いじわるな姉１

　・いじわるな姉２








「それじゃ、最初に、王子様をやりたい人は手を上げてくださ──」

「はーいはーいはーいはーい」

　瑠璃の言葉が終わるか終わらないかのうちに激はげしい立候補の声が沸わき起こった。

　海から手が突き出てくる舟ふな幽ゆう霊れいを連想させる光景だ。

　瑠璃はとりあえず立候補者を黒板に書き付けた。

　立候補は十四名。三年三組の男子の数が十六名だから、二人抜かして皆立候補したことになる。

　何度も言うように、三年三組は自信過か剰じようなクラスなのだ。

「え～～～と、十四名の立候補があったので、これから多数決で」

「待て待て待て待て待てぇぇぇぇぇ！」

　瑠璃の言葉を遮さえぎって、芝しば居いがかった声が教室に響き渡った。

　立候補しなかった二人の男子の片方、熊くま谷がい淳あつ彦ひこ少年が机の上に立っていた。

「そんなしなびた茄な子すのようなお前らに王子様の役なんて無む理りに決まっているだろ。このクラスで王子様役をはれるのはただ一人」

「何よ。あんた立候補したいの？」

　議事進行を邪じや魔まされた瑠る璃りが不ふ機き嫌げんな声で尋たずねた。

「ちが～～～う！」

　淳あつ彦ひこ少年は、一番後ろの席に座る、立候補しなかった最後の人物を指差し、叫んだ。

「竜りゆう哉や！　君こそ王子様だ！」

「はあ？」

　机に足を乗っけてサッカーボールを指の上でクルクル回していた少年が呆あつ気けにとられた。

　十月なのに半ズボン。ちょっと擦すりむけたひざこぞうなんかがものすごく健康優良児していた。

「アタシも荒あら木き君いいと思うけど」

「私も」

「王子様けっこう似合ってるかも」

　クラスのあちらこちらでそう囁ささやかれる女子の声に、竜哉は顔をしかめた。

「冗じよう談だんじゃない。俺おれはいやだぜ。そんな面めん倒どうくさいこと」

　竜哉は吐はき捨てるように言った。

「ああ、そのつっけんどんなとこが素す敵てき！」

　どさくさに紛まぎれて抱きつこうとした淳彦は、サッカーで鍛きたえられた竜哉の蹴けりで床ゆかに沈んだ。

　禁きん断だんの愛に日夜挑ちよう戦せんし続ける淳彦少年の恋の道は険けわしく厳きびしいものなのだ。

「それじゃ竜哉も候補ってことで、この十五人の中で多数決をしま～す」

　結果は、竜哉の圧勝だった。

　クラスの大半の女子が竜哉に手を上げたのだ。

　健康優良児で、運動会のリレーでいつもぶっちぎりの活躍を見せちゃってる彼にラブしてるのは淳彦だけではないようだ。

「マジかよ」

　竜哉は抗こう議ぎしようと立ち上がった。

「大マジよ。あんたいやなんて言ったら」

　瑠璃の手には耳みみ搔かきが握にぎられていた。

　若くして鼓こ膜まくを潰つぶしたくない竜哉はふてくされたように座り直した。

「勝かつ手てにしてくれよ。だが俺は台詞せりふ覚えられるか分かんないからな」

「よろしい。多数決で王子様は竜哉に決定。それじゃ続いてシンデレラに立候補したい人は手を」

　クラスのほとんどの女子の右手がピクリと動いた。何度も言うが自信過か剰じようなクラスなのだ。

　しかも王子様役がひざこぞうがとってもナイスな竜哉。

　そのペアとなるシンデレラ役は給食のプリンと引き換えにしても手に入れたいものなのだ。

　しかし、彼女らが手を上げる前に、一人の男が名乗りを上げた。

「ハイ！」

　空を飛んでるトンビをソニックウェーブで落とすかのように手を突き上げたのは、それまで床ゆかに沈んでいた淳あつ彦ひこ少年だった。

　淳彦は、堂々と胸をはって宣言した。

「僕がシンデレラをやります！」

　クラスはシ～～～～ンとなった。

　悪あく夢むのような沈ちん黙もくの中、声を出せるほど勇気のある奴やつはいなかった。

　いや、一人だけいた。竜りゆう哉やである。

「ちょっと待て。淳彦。ど～～してお前がシンデレラに立候補するんだよ」

「決まってるじゃないか。竜哉とペアを組めるのはこの地球上に、いや広い銀河を見たって僕しかいないってことさ」

　禁きん断だんの愛に挑ちよう戦せんする少年は常識外はずれで自己中心的な意見を言い放った。

「竜哉。幸せな家庭を築こうね」
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「うわ～～～、近寄るな頰ほおを擦すり寄せるな！　西にし尾お先生。なんとか言ってくれよ」

「別にいいんじゃないかな。男がシンデレラやっちゃ駄だ目めって決まりがあるわけじゃないし、それに淳あつ彦ひこなら女装が似合うだろう。それも斬ざん新しんでいいかもしんない」

　女装した淳彦像を思い浮かべてエヘラってしてる西にし尾お先生はあてにならなかった。

「他に立候補がいないんなら、シンデレラは淳彦ってことに決めるけど」

「わ～～～ちょっと待て瑠る璃り！」

　竜りゆう哉やは手をぶるんぶるんと振ってこの今世紀最大に恐おそろしい話の展開にブレーキをかける。

「しょうがないわね。じゃぁ三十秒だけ待つから」

　瑠璃は時計の針に目を向けた。

「三十秒………」

　哀あわれな少年の顔からはだらだらと冷ひや汗あせが流れた。

　このままでは、生しよう涯がいで最悪の思い出ができてしまうのだ。

「頼む！　俺おれを助けると思って誰だれか立候補してくれ」

　竜哉のうるうるの目がクラスの女子に注がれた。

　皆、うつむいて机の木目を数え始めた。

　皆シンデレラをやりたい。できることなら立候補したい。しかしその後にひかえる淳彦からの報ほう復ふくが恐こわいのだ。

　熊くま谷がい淳彦、恋のためなら敵の上うわ履ばきにミミズを入れることだって平気でやってのける少年なのだ。

「頼むぅぅぅ」

　竜哉の熱い視線は、教室の真ん中辺あたりの席へと注がれた。

　そこには、おかっぱ頭の少女がちょこんと座っていた。

　彼女の名は桜さくら咲ざき小こ鈴すず。知ってる人は知ってると思うけど、モニター補ほ佐さのためやって来た元気な宇宙人、タンポポ・トコドッコ・ポポールなのだ。

　竜哉の視線に気がついたタンポポは困ったように眉まゆを顰ひそめた。

　タンポポはお人好しだった。できることなら世界で一番助けを望んでいる少年を救ってやりたかった。

　でも立候補する気にはなれない。台詞せりふを覚える自信もないし、第一シンデレラって話を全然知らないのだ。

「９、８、７、６、５」

　瑠璃が残りの10秒をカウントダウンし始めた。

　瑠璃の淡たん々たんとした声が、竜哉には地じ獄ごくの悪あく魔まの忍しのび笑いに聞こえた。

　竜哉は本気で窓を突き破って逃亡することを考え始めた。

「４、３、２、１」

　世にも恐おそろしいシンデレラの誕生の直前だ。

　淳彦少年は歓かん喜きの表情を浮かべ、クラスの皆は気きの毒どくそうな顔で竜哉を見つめ、竜哉は窓に向かって走り出した。

　その時、西にし尾お先生が口を開いた。

「推すい薦せんしてもいいかな？」




　　　　　２




　中なか空そら町まち、コスモス荘。

　確認できるだけでも、五人の宇宙人と、一体の人型絡から繰くり人形が住んでいる大変奇き妙みような六世帯入居用のアパートである。

　ちなみに、世にもかわいらしい宇宙動物を目撃したという噂うわさもあるが定かではない。

　そんなコスモス荘、五号室において、桜さくら咲ざき鈴すず雄おは盛大に米粒を飛ばした。

「なに～～～～～！　学芸会のシンデレラの劇でヒロインをやることになっただとぉぉぉ！」

　桜咲鈴雄、保父を目指して専門学校に通うパッとしない青年。

　彼は、本人も知らないとこでパワードスーツのモニターに選ばれてしまったクジ運のいいんだか悪いんだか分かんない奴やつである。

　豚ぶた肉にくで作ったまがいもんのビーフシチューが湯気をたてるちゃぶ台の対トイ面メンには、おかっぱ少女、タンポポが顔にそばかすをひっつけていた。

　そう、二人は兄妹と世間を偽いつわって一いつ緒しよに暮らしているのである。

「ヒロインってことは、もしかしてシンデレラなのか？」

「そう、シンデレラの役」

　タンポポは顔にひっついた米粒を一つずつ取り去りながら頷うなずいた。

「ＯＨ！　ＭＹ！　ＧＯＤ！」

　鈴雄は急に外人さんになると畳たたみの上をごろごろと転ころげ回った。

「どうしちゃったの。お兄ちゃん」

「どうしたもこうしたもないだろ。妹がシンデレラなんだぞ。世界的に有名な名作のヒロインなんだぞ。よし、何がなんでも見に行ってやるからな」

　鈴雄はそれだけ言うとまたオーマイゴッド、オーマイゴッドと床ゆかを転げ始めた。

「ねぇ、シンデレラってどういう話かざっとでいいから教えてくれないかな？」

　ひたすら外人さんしてる鈴雄に、タンポポはおずおずと話しかけた。

「実はアタシ、あんましって言うか全ぜん然ぜん知らないの。台本もらったけど座ざ蒲ぶ団とんみたいに厚いから読む気しないし」

　タンポポはてへへっと舌したを見せて笑った。

「よ～～～し、そういうことならお兄ちゃんが今からシンデレラのあらすじを手て短みじかに説明してあげよう」

　鈴雄は日本人に戻ると畳にどっかりと座りこんだ。





　超早分かり世界名作劇場


　　『シンデレラ』






「あら、ガラスの靴がぴったり」

「君こそ僕が探していた人だ」





　　　　　　　　　めでたしめでたし








「分かったか？」

「ううん、よく分かんない」

　タンポポはプルプルと首を横に振った。

「仕方ないな。それじゃもう少し細かく説明するぞ」





　やや早分かり世界名作劇場

　　『シンデレラ』




「十二時！　もう帰らなくちゃ」

「待つんだシンデレラ！」

「あらガラスの靴がぴったり」

「君こそ僕が探していた人だ」





　　　　　　　　　　めでたしめでたし








「どうだ？」

「さっぱりさっぱりだよ」

「は～～～～」

　鈴すず雄おは特大のため息を吐はき出してから、気を取り直して説明を始めた。

「つまりだ。灰かぶり姫が魔ま法ほう使つかいに助けられてだ、素す敵てきなドレスに身を包んでお城の舞ぶ踏とう会かいに参加するんだ。で、王子様とラブラブになる。でも魔法は十二時で解けちゃって、ガラスの靴だけが残される。王子様はシンデレラが残していった靴にピッタリ合う人を捜さがしもとめて、最後にシンデレラを見つけだすという世にも感動的な話なんだ」

「ふ～～～～ん」

　大おお方かた内容を理解したタンポポは気のない返事を伸のばした。

「でも、おかしな話だね。そんなに惚ほれた女なら、どうして顔見て分からなかったんだろ。それに足の大きさが同じ人なんて世界に五ゴ万マンと」

「だっしゃぁぁぁぁぁぁ！」

　言ってはならいことを言ったタンポポに鈴すず雄おはお兄ちゃんの愛のこもった一撃を食らわせた。

「ちょっと待ってろ！」

　鈴雄は自室へ飛び込むと何かを片手に飛び出してきた。

「こいつを読んでもまだ同じことが言えるか？」

　鈴雄の手には、『シンデレラ』とタイトルが輝く古ぼけた幅広の本が握にぎられていた。

「絵本？　どうしてそんなのお兄ちゃんが持ってるの？」

「ふふ、シンデレラ。三匹の子こ豚ぶた。長靴を履はいた猫ねこは僕のもっとも愛する文学作品なのだ。僕はこの三冊を人生の手引書と考えて生きている」

　そんなもんを人生の手引書と考えていること自体終わりのような気がしないでもなかったが、言うと話がこじれそうだからタンポポは黙だまった。

「絵本なら台本よりは分かりやすいよね」

　タンポポは絵本を受け取ると最初のページを開いた。




　時間がサラサラと流れた。

　宇宙人も感動した。




「うぅぅぅぅ、なんていいお話なの？」

　最後のページを閉じたタンポポは感動にむせび泣いた。

「こんなにも美しい話が地球にあったなんて」

「な、顔で分からなかったのかとか、同じ足のサイズがどうのこうのとか、ガラスの靴なんかでこけたら動脈切って死んじゃうとか、そ～～～ゆ～～些さ細さいなことは気にならなくなるだろ」

「うん、全ぜん然ぜん気にならない」

　ビ～～～ムと勢いよく鼻をかんだタンポポは途と端たんに不安げな顔になった。

「どうしよう。こんなに重要な役とは思わないで安やす請うけ合あいしちゃったけど、アタシにできるかな」

「心配するな。これから本番まで、僕が練習相手になってやるよ」

「ありがとう。お兄ちゃん。じゃぁ、ちょっとやってみようよ。ハイライトのシーンだよ」

　ちゃぶ台脇わきはお城の舞ぶ踏とう会かい会場になった。

　多少強ごう引いんだが二人はそう思い込んだ。

「なんと美しい方かただ。お名前を教えてくれませんか？」

「シンデレラ」

「おお、シンデレラ」

　鈴すず雄おとタンポポはちゃぶ台の脇わきで踊おどった。

　隣となりでまがいもんのビーフシチューが湯気たててるけど、二人の心は広い王宮にあった。

「ああ、王子様。時が止まってしまえばいいのに」

「爺じい、蒲ふ団とんをしけ」

「お兄ちゃん。何かと混まざってる」

　タンポポがジト目で見上げる。

「すまんすまん。それじゃ気を取り直して」

　鈴雄はコホンと咳せき払ばらいすると似合わないシリアス顔を作った。

「ああ、シンデレラ。どうしてあなたはシンデレラ」

「ああ、王子様。どうしてあなたは王子様？」

「ああ、シンデレラ」

「ああ、王子様」

　シンデレラと王子は恋人の距離で見つめあった。

　恋人の距離っていうのはいわゆる普通じゃない距離ってこと。

　はたから見れば、鈴雄とタンポポが燃えるような瞳ひとみで見つめ合う危ない光景だった。

　そんな危ない光景に、足を踏み入れる女がいた。

「お～～い、鈴雄。ケンタッキーでフライドチキン買いすぎちまったんだ。食うの手伝ってくれよ」

　タイミングよくドアを蹴け飛とばして入ってきた四号室在住、鈴雄の同級生、野の菊ぎく朝あさ香かは、目の前の光景に啞あ然ぜんとした。

　朝香の右手からカーネルおじさんのバケツが落っこちた。

　おまけに左手からビールの箱が落ちた。

「お前ら………………仲が良いとは思ってたがそこまで」

「違う！　誤ご解かいするなよ朝香」

　とんでもない勘かん違ちがいに鈴雄は慌あわてて訂てい正せいを飛ばした。

「練習してたんだ。シンデレラの」

「シンデレラって、あのシンデレラか？」

「そう、アタシ学芸会でシンデレラの役をすることになったの。だから練習」

「どうして俺おれに言ってこないんだよ。水みず臭くさいじゃね～～か」

　朝香は行ぎよう儀ぎ悪く靴を脱ぎ散らかすと鈴雄宅にずかずかと上がりこんで言った。

「自じ慢まんじゃないが俺は小学校六年の学芸会ん時に主役を演じて審査員特別賞をもらったことがあるんだ」

「朝香お姉ちゃんすご～～～～ぃ」

「まあな」

　満まん更ざらでもない顔をする朝あさ香かの隣となりで鈴すず雄おはボソリと呟つぶやいた。

「審査員にガン飛ばしたんじゃないのか」

「何か言ったか？」

　朝香は鉄板でも貫つらぬけそうな視線を鈴雄に向けた。

　鈴雄はめっそうもございませんとプルプルと首を振った。

　故郷の北海道で、発情期の牛を殴なぐり倒したという朝香を怒おこらせるのは長生きしたい人間のすることじゃないからだ。

「で、ちなみに聞くけど。何の劇だったんだ？」

「ウルトラマンだ」

「ウルトラマン………か」

「ああ、簡単だったぜ。台詞せりふはジュワッチしかなくて、飛びかかってくる怪かい獣じゆうをばったばったと投げ倒してるだけでいいんだ」

「なるほど、適当に暴あばれてるだけで絵になるような役だもんな。そりゃ朝香にぴったりだ」

　ついつい本ほん音ねを漏もらしてしまった鈴雄が慌あわてて口を押さえたが時すでに遅おそし。

「何が何にぴったりだって。鈴雄」

　朝香は鈴雄にがっちりとコブラツイストをかけた。

「主役って言ったら主役なんだよ。どんな劇だっていいだろ！」

「分かった分かった。僕が悪かった……僕が……だから……助けて……」

　ガクリ。

　鈴雄の意識は強きよう烈れつなコブラツイストで落ちた。

　ぐったりとした鈴雄を畳たたみの上に投げ捨ててから朝香はタンポポに目を向けた。

「どれ、台本貸してみろ」

　朝香は小こ鈴すずから台本をひったくるとパラパラとめくった。

「なるたけ本番に近い形で練習した方が効果的だからな。メインキャストの代役用意した方がいいだろ。さっき栗くり華かが夜なのに玄関掃はいてたからあいつに魔ま女じよ役をやらせよう。継まま母ははは、沙さ由ゆ里りにでも声かけるか。いじわるな姉１は俺おれがやってやる。一番台詞が少なそうだからな。それからいじわるな姉２は」

「それなら代役いらないよ」

　脇わきから台本を覗のぞき込みながらタンポポが言った。

「だって、いじわるな姉２って、瑠る璃りちゃんなんだもん」
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「なんでよ。どうしてよ。ど～～して瑠璃がこんなことしなくちゃなんないのよ」

　瑠る璃りはコスモス荘三号室において荒れていた。

　げしげしと踏みつける瑠璃の足の下には、ボロボロになった台本が黙だまって苦く境きように耐えていた。

「瑠璃はエルロード一族の末まつ裔えいなのよ。どうしてガキンチョに見せる劇で恥はじをさらさなきゃなんないのよ！」

　親の仇かたきみたいに台本を痛めつけてから瑠璃は荒く息を吐はき出した。

「何がなんでも辞じ退たいしてやるわ。そう、たとえこれを使ったとしても」

　瑠璃は机の引き出しから粘ねん土どを取り出すと畳たたみの上に座り込んで作業を開始した。

「にふふふふふふふ」

　瑠璃の恐おそろしくも無ぶ器き用ような手つきによって、恐ろしくも無器用な粘土怪かい獣じゆうが現れる。

「完成だわ。名付けて、何がなんでも辞退してやる怪獣。略してジタイジャーよ！」

　にふふふふふふふと気味の悪い笑いを響かせる瑠璃の目の前で、ジタイジャーは短い人生を終えた。

　突とつ如じよ現れた足によってぐっちょりと踏み潰つぶされたのだ。

「あぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ」

　大声を上げた瑠璃は、足の持ち主に向かって目を釣つり上げた。

「次じ郎ろう！　瑠璃姉さんが粘土いじってる時は来ちゃ駄だ目めって言ったでしょ」

「ねぇたんねぇたん」

　オムツの眩まぶしい次郎君は、ヨダレ混まじりの声で瑠璃を呼んだ。

「あんたは分からないでしょうけどね、この粘土人形の善よし悪あしが戦闘能力に大きく関係するの」

　瑠璃は次郎君の瞳ひとみを見み据すえてきっちりと説明した。

「だぁだぁだぁ」

　想像できたことだが、幼児に難しいこと言っても無む駄だだった。

　ナメクジに塩もみ美容法を教えているような手て応ごたえのなさに、瑠璃はカクンとアタマを落とした。

「いいから、大人おとなしくテレビでも見てなさいよ。〝お母さんと一いつ緒しよ〟やってるから」

「だぁだぁだぁ」

「え、いやだ？」

「だぁだぁだぁ」

「ここにいたいの？　しょうがないわね」

　恐るべき語学能力で幼児と会話した瑠璃は粘土の塊かたまりから赤ちゃんの拳こぶしくらいの粘土を摑つかみ取り、次郎君に渡した。

　次郎君は喜んで粘土で遊び始めた。

　次郎君による騒そう音おん公害は終了した。

「ふぅ、これでやっと静かになった」

　瑠る璃りは気を取り直して粘ねん土ど人形製作を再開した。

　と、すぐに顔をしかめる。

　プ～～～～ン、って漂ただよってくる異い臭しゆうに気がついたのだ。

「あんたまさか………」

　瑠璃は次じ郎ろう君のオムツに鼻を近づけ、次の瞬しゆん間かん、畳たたみの上を七しち転てん八ばつ倒とうした。

　騒そう音おん公害の次は悪臭公害なのだ。

「ママヤン！　次郎が大きいのしてる！」

　鼻をつまんで叫ぶが、台所から聞こえてくるのは母親の無責任な声。

「それじゃオムツ替えて頂ちよう戴だい」

「え～～、瑠璃がやるの？」

「お姉ちゃんでしょ」

「お姉ちゃんじゃないわよ。記憶操そう作さで偽いつわりの記憶を埋うめられてるだけよ。こんなガキンチョと血のつながりがあるわけないじゃない」

「訳わけの分からないこと言ってないで、早くおむつ替えなさい。ボーナス出すから」

　梅うめ木ぎ家けのボーナス制度。

　小なら五十円。大なら百円なのだ。大のゆるいのだったら百五十円。

　百円もしくは百五十円はけっこう魅み力りよくだし、それに次郎君をほっといたら部屋に匂においがついてかなりいやだ。

「仕方ないわね」

　瑠璃は部屋を出ると替えのおむつと一いつ緒しよに戻もどってきた。

「エルロード一族の末まつ裔えいなのよ。どうして子供のオムツの替えなんかしなくちゃなんないのよ。うわぁ、これ百五十円だ」

　なんて言いながらも、オムツを替える瑠璃の手は優やさしかった。

「ウェットティッシュで奇き麗れいにしなくちゃ……あれ？」

　次郎君のオシリにくっついた百五十円を拭ふこうとウェットティッシュを抜いたが、それが最後の一枚だった。

　この一枚で百五十円と戦うのは少々無む謀ぼう過ぎる。

　瑠璃は難なん攻こう不ふ落らくと思われる百五十円を前に冷静に作戦を練ねった。

　結果、別の紙で百五十円をおおまかに拭き取った後、ウェットティッシュで仕上げをするという大だい胆たんかつ綿めん密みつな作戦に決定した。

「別の紙、別の紙っと……」

　瑠璃の目に先ほど目め茶ちや苦く茶ちやに踏みつけていたあれがあった。

「丁ちよう度どいいわ。これで」

　瑠る璃りが危険な作業を決行している時だった。ピンポーンとインターホンの鳴る音が聞こえた。

「瑠璃！　お客さんだけど」

「今、ゆるい百五十円と戦ってるんだから後にしてって言って！」

　瑠璃はそう怒ど鳴なるとゆるい百五十円と死し闘とうを続けた。

　瑠璃は勝利した。

「ふぅぅ、瑠璃にかかればこんなもんよ」

　瑠璃が額を拭ぬぐっていると、部屋に梅うめ木ぎ夫人が顔を出した。

「瑠璃。とりあえず帰ってもらったけど、暇ひまがあったらこのあと家まで来てほしいって」

「家までってどこのドイツのドイツ人よ」

「桜さくら咲ざきさんとこよ」

　瑠璃の手から百五十円の詰まったオムツが落下した。

「お客さんって、もしかしてコーチだったの！」

「そうだけど」

「ど～～～してそれを早く言ってくれないのよ！！！　ママヤンのバカバカバカバカバカ！」

　瑠璃は慌あわててタンスを開けるとお気に入りの服を引っ張り出した。

　必死におめかしをする瑠璃に梅木夫人は言った。

「瑠璃、手は洗っていきなさいよ」
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「ただいま～～～っと」

　鈴すず雄おは五号室に戻もどって来た。

「お邪じや魔ましています。鈴雄さん」

「お邪魔してるわよ。鈴雄ちゃん」

　とってもお上品な声と、とっても成人指定な声が鈴雄を迎えた。

「あ、どうも。栗くり華かさんに沙さ由ゆ里りさん」

　鈴雄は二人にペコリと頭を下げた。

　コスモス荘、一号室に祖父と住む栗くり之の花はな栗華。

　二号室に住む、岼ゆり根ね沙由里。

　一見したところ、日本全国どこにでもいそうな清純メガネ少女とイケイケセクシーお姉様だが、コスモス荘に住んでいることから想像できるように普通じゃない。

　片や、人型絡から繰くり人形。

　片や、宇宙人。

　でもまあ、やっぱ本人達しか知らないことだから関係ないのだ。

「お話は伺うかがいました。私でよければなんでも言ってください」

「私に声をかけたのは正解よ。私の指導を受ければ、小こ鈴すずちゃんはあっと言う間にお姫様の極ごく意いをマスターできるわ」

「すみません。迷めい惑わくかけて」

「や～～ね。鈴すず雄おちゃんと私の仲じゃない」

「そうですよ。気にしないでください。同じアパートの仲間じゃありませんか」

　二人の言葉に鈴雄は感動した。

「仲間っていいね。友達っていいね」

　青春を嚙かみ締めて鼻をすすり上げる鈴雄に、朝あさ香かは思い出したかのように尋たずねた。

「それはそうと、お前瑠る璃り呼びに行ったんじゃないのか？」

「行くには行ったんだけど、なんかゆるい百五十円と戦ってるとかで手が離せないらしい」

「なんだよ、そのゆるい百五十円ってのは？」

「さぁ？」

　鈴雄は肩をすくめて見せた。

「まぁいい、なんか分からんがゆるい百五十円と戦い終わったら来るだろ。そしたらいじわるな姉２をやってもらえば、メンバーは揃そろうってわけだ」

「でも瑠璃ちゃん、協力してくれるかなぁ」

　タンポポが心配そうに呟つぶやいた。

「どういうことだよ小鈴？」

「うん。実はね、瑠璃ちゃんメインキャストになったのものすごく嫌いやがってね。校舎を粉こな々ごなに破壊してでも辞じ退たいするって帰り道で喚わめいてたから」

「あらあら、恥はずかしがりやさんなんですね」

　くすりと笑う栗くり華かの隣となりで、朝香は眉まゆを顰ひそめた。

「しかしそりゃまいるな。瑠璃の奴やつが嫌がるとなると、誰だれがいじわるな姉２の代役をやるんだ？」

「そうだよな」

　鈴雄と朝香とタンポポは三人仲良く腕を組んで考え込んだ。

「そんなに心配しなくてもいいわよ。もしもの時にはピエール女装させて連れてくるから」

「ええ、お祖じ父い様さまに頼んでもかまいませんわ」

　沙さ由ゆ里りと栗華の提案に、朝香と鈴雄とタンポポはあんまり気持ちのよくない笑みを浮かべた。

「ピエールの女装に栗くり之の花はなのじいさんの女装か………」

「なんかちょっとね」

「想像するだけで夢に出るって言うか」

「なんかね」

　ずぅぅぅぅぅんと重苦しい空気が室内を飛び回った。

　女装したピエールと栗くり三さぶ郎ろうが、三人の頭の中を飛び回ってものすごく精神衛生に悪かった。

「え～～～ぃ、考えててもラチがあかねえ！　練習開始だ！」

　朝あさ香かは、大きな声を上げると平ひら手てに拳こぶしを打ちつけた。そうでもしなくちゃ頭の中から気持ち悪い二人が出ていかないのだ。

「おい、鈴すず雄お。小こ鈴すず。サビの部分やってみろ」

　鈴雄とタンポポもすぐにスタンバイする。頭にこびりついた気持ち悪い二人を忘れるにもここは何かに没ぼつ頭とうしたい。

「おお、シンデレラ」

　鈴雄は王子様の世界に突入した。

「ああぁ、王子様」

　タンポポもシンデレラの世界に突入した。

　感情移入度だけは百点満点だった。

　お互いの瞳ひとみにはお互いの姿しか映うつってなくて、たとえ三軒隣となりに核爆弾が落下しても気がつかないほどに二人の世界が出来上がった。

　だから、扉ドアが開いてゆるい百五十円との格かく闘とうを終えた少女が入ってきても、鈴雄とタンポポは気がつかなかった。

「このまま時が止まってしまえばいいのに」

「本当にそうですわ」

　普通じゃない距離で普通じゃない台詞せりふを言い合う二人に、侵しん入にゆう者しやは真まっ青さおになった。

「コーチ…………小こ鈴すずちゃん………」

　瑠る璃りはよろりとよろめくと、わなわなと震ふるえながら言った。

「前から仲良しだと思ってたけど、まさかそこまで」
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　そのまま崩くずれるかと思いきや、瑠璃は奥歯をギッと嚙かみ締めると土足のまま二人の間に割って入った。

「いけないわ！　世間の理ことわりから外はずれる行為よ！　これは！」

　タンポポを瑠璃瑠璃アタック（両手を振り回して突進すること。攻撃力はさほどない）でおっぱらった瑠璃は、うるるんする瞳ひとみで鈴すず雄おを見上げた。

「コーチ！　目を覚まして！」

「目を覚ますのはお前の方だ」

　コツンと後頭部に軽いゲンコをくらって、瑠璃は振り返った。

「ったく。同じ誤解すんなよ」

　朝あさ香かが呆あきれのニュアンスをたっぷり塗ぬった言葉を吐はき出した。

「あれ？　朝香………それに栗くり華かに沙さ由ゆ里りまで」

　瑠璃はしばしぱっちんぱっちんと景気のいい瞬まばたきを響かせてから言った。

「みんなして何してるの？」

「練習してるんだよ」

　鈴雄がそう答える。

「練習？」

「そ、シンデレラの劇の練習。で、ついでってことでみんなに付き合ってもらってるんだ。で、瑠璃ちゃんには、いじわるな姉２をやってほしくて来てもらったんだけど………」

　鈴雄はそこで一息つくと、おずおずと言った。

「……やってくれるかな？　やってくれないと気持ち悪いもん見ることになりそうなんだ。いや、強制はしないよ。うん強制は。でも僕らとしても気持ち悪いもんは見たくないわけだしさ……」

　誰だれしも、弱みというものがある。

　こいつを出されたらもう何も言えないという奴やつだ。

　イチゴのショートケーキだったり、ダイヤの宝石だったり、ナマコの干物だったり。

　瑠璃にとって、それは鈴雄の懇こん願がんの瞳だった。

「まかせてください！　コーチ」

　瑠璃はぺたんとない胸を叩たたいた。

「本当かい？」

「ええ、瑠る璃りも練習しなくちゃって思ってました！」

　元気よく叫ぶ瑠璃の後ろで、タンポポが不思議そうに眉まゆを近寄らせた。

「あれ、瑠璃ちゃん。やるの嫌いやだから絶対に辞じ退たいするって」

「どりゃしゃぁぁぁぁ」

　瑠璃のはなった華か麗れいなる裏うら拳けんがタンポポを弾はじき飛ばした。

「何言ってるの？　小こ鈴すずちゃん。瑠璃は燃えてるのよ！」

　不ふ可か解かいではあるが瑠璃が燃えているならそれでよしとしよう。

　タンポポは鼻の頭を押さえながらこくこくと頷うなずいた。

「見ててください、瑠璃はコーチのために、世界一のいじわるな姉になってみせます！」

「いや、お芝しば居いだから本当にならなくてもいいんだ。次じ郎ろう君はかわいがってやるんだよ」

「はい！」

「それじゃ、瑠璃ちゃん。自分の台本持って来てくれないか？」

「はい。ちょっと待っててくださいね。コーチ」

　瑠璃は走りだし、すぐに石になった。

　彼女は台本の末まつ路ろを思い出したのだ。

　散さん々ざん踏みつけた挙あげ句く、最後はゆるい百五十円を拭ふくのに使われてしまったという哀あわれな末路を。

　でもそんなことは言えない。

　よりによってゆるい百五十円なのだ。言えるわけがない。

　瑠璃は石のアタマを動かし、ぎこちなく言った。

「瑠璃は…………最初は台本使わない主義なの。気持ちから入ってく主義だから」

「へ～～～本格的だね。瑠璃ちゃん」

「にゃははははははは」

　瑠璃はこめかみに冷ひや汗あせをくっつけながら笑った。

「よし、それじゃ練習再開といきますか」

　朝あさ香かは手を突き出した。

　朝香の意い図とを察したのか、沙さ由ゆ里りが手を重ね合わせる。

　みんなも輪になって手を重ね合わせた。

「本番まで一カ月だからな。気き合あい入れていくぞ」

「えいえいお─────！」

　自分達が出演するわけじゃないのに、コスモス荘の面めん々めんは無意味に盛り上がった。傍はた目めから見ればちょっと異常な集団だった。













　第二章　本番前にどっこい
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　太陽が沈んで昇って沈んで昇って沈んで昇って………。

　んでもって時は来たりし本番当日である。

　秋だけど日差しが暖かい昼どき日本列島、鈴すず雄おと朝あさ香かは中なか空そら町まち第一小学校の校門をくぐった。

「小学校に来るなんざ何年振りだろうな」

「まったくだ。でもちょっと早すぎないか？」

「遅ち刻こくするよりゃいいだろ。どっか適当にぶらついてりゃ時間も過ぎてくさ。それにしてもガキが一杯だな」

「小学校だからな。大人おとなが一杯いたらかえって無ぶ気き味みだぞ」

　鈴雄は辺あたりを見渡しつつポソリ呟つぶやいた。

　お昼休みなのか、校庭ではゴム鞠まりのように弾はずんで遊ぶお子様で一杯だった。

　見渡す限りお子様お子様お子様。両手を広げて走ればすぐに五、六人にラリアットを食らわせられるだろう。

「ドッコイダー参さん上じよう！　悪いことする奴やつは許さないぞ！」

　唐とう突とつに聞こえて来たそんな声に朝香と鈴雄は体をびくつかせた。

「ぬわっはっはっはっは。今回のメカは半はん端ぱじゃないぞ」

「にゃははははは。覚かく悟ごしろ！　ドッコイダー！」

「おーっほっほっほっほ。今日があなたの命日よ」

　振り返ってみると、五、六人のお子様がすぐ近くで遊んでいた。

「お前ら、何してるんだ？」

　朝香が尋たずねると、お子様達は遊びを中断して恐こわそうなお姉さんを見上げた。

　潰つぶれたマシュマロのようなお面をかぶった子供が元気よく答えた。

「ドッコイダーごっこやってるの！」

「ドッコイダーごっこ？」

「うん。僕がドッコイダーなんだ」

　お子様は胸を張った。

「へ～～、最近はそんな遊びが流は行やってるんだ」

　鈴雄は目め尻じりを下げてしゃがみ込むと、おずおずと尋ねた。

「ちょっと聞くけど、ドッコイダーとネルロイドガール、どっちが好きなのか、お兄さんに教えてくれないかな？」

「もちろん！　ドッコイダー」

　お子様達はそろって声を張り上げた。

「うっしゃぁぁぁぁぁ」

　鈴すず雄おは思わずガッツポーズを決めた。

「何でお前が喜んでるんだよ」

「いや、その、僕もどちらかといえばドッコイダー派はだから」

「ふん」

　朝あさ香かは不ふ機き嫌げんそうに鼻を鳴らした。

「あんなお間抜けのどこがいいのか俺おれには分からんな。お前らどうしてドッコイダーの方が好きなんだ？」

　お子様達は揃そろって口を開いた。

「だって馬ば鹿かで面白いんだもん」

「なるほど」

　朝香は納なつ得とくした。

「あんな馬鹿、真似できないよね」

「本当本当」

「どうすればあんなに天然になれるのか教えて欲しいよね」

　お子様達はどうすればより馬鹿になれるかを論じながら去っていった。

「ま、子供ってのは正直だな。さて、行くぞ。鈴雄」

　朝香が振り返ると、鈴雄は校庭の隅すみで蟻アリの巣すを掘っていた。

「お前、何やってるんだよ」

「はは、ちょっと蟻の巣の中がみたくなってさ」

　ダークな影を背負って鈴雄は蟻の巣を掘り続けた。

　朝香はやれやれと首を振り、ふと視線を止める。

「お、ありゃ小こ鈴すずと瑠る璃りじゃね～～か」

　朝香が指さす二階のベランダには、並んでなんかしてるお子様の姿があった。

　間違いない、脳のう天てん気き爆発少女と、コーチ一筋熱血少女の二人だ。

「お～～～ぃ、見に来たぞ～～～！」

　朝香は周りの目も気にせず大声を上げて手を振りまくった。

「あ～～～～、お兄ちゃんに朝香お姉ちゃん！」

「コーチ！」

　タンポポと瑠璃は一いつ瞬しゆんでベランダから姿を消した。

　次の瞬しゆん間かんには玄関から飛び出てくる。

　そのあまりの速さに鈴すず雄おは、この学校の構造ってどうなってんだと疑ぎ問もんを覚えた。

　消防署にあるみたいな棒が階段の代わりに立ってんじゃないかとも思った。

「来てくれたんだ」

「当たり前だ。他ほかの連中は少し遅おくれるが、お前らの発表までには来るって言ってたぞ」

「他の連中って？」

「皆来るって言ってたぞ。栗くり華かに沙さ由ゆ里りにピエールに栗くり之の花はなのじいさん」

「うわぁぁぁぁぁ」

　タンポポは、恥はずかしいけど、でもとっても嬉うれしいって表情に花を咲かせた。

「コーチ！」

　こっちの少女の瞳ひとみには鈴雄一人しか映うつってなかった。

「コーチ。瑠る璃りの活躍を見に来てくれるなんて感激で前が見えません。今日はコーチのために全力でがんばります。いじわるな姉を演じ切ってみせます」

「はは、がんばって」

　気を抜けばはるか遠くへ吹き飛ばされそうな瑠璃のパワーに鈴雄は、両足を踏ふん張ばって耐えた。

「瑠璃ちゃん。そろそろ行かないと」

「うん。じゃあ」

「じゃぁねぇぇぇ」

　二人は手を振って去って行った。

　ディープインパクトが通り過ぎた後のような静けさが訪れた。

　そんな静けさの中、朝あさ香かがふと口を開いた。

「なぁ、鈴雄。小こ鈴すずって本当にお前の妹なのか？」

「え？」

　鈴雄の顔がひきつった。真まっ青さおになった。超特大の冷ひや汗あせが鈴雄のこめかみを滑すべり落ちた。

　そりゃタンポポは鈴雄の本当の妹じゃない。でもそのことを知っているのは、この地球上では鈴雄とタンポポの二人だけ。

　メガトン級の機き密みつ事じ項こうなのだ。

「ど、どうしてそんなこつ言ってんのやんか？　はは、何をおっしゃってござんす」

　不自然が背広着て新しん宿じゆく二丁目をパレードするような鈴雄の態度をさほど気にした様子もなく、朝香は続けた。

「いや、この前のグループ発表の時のお前を思い出してよ」

「ああ、あの思い出したくない記憶」

「お前って目め茶ちや苦く茶ちやあがり症しようだろ。でも小鈴の奴やつ、本番直前なのにピンピンしてるじゃねーか。だからさ」

「はは」

　鈴すず雄おはほっと胸をなで下ろした。

「見破られたわけじゃなかったんだ」

「ん？」

「いやなんでもない。僕の両親は小しよう心しん者ものだけど、僕のじいさんは心臓に鋼鉄の毛が生えてるって噂うわさされるくらいの人なんだ。きっと小こ鈴すずはじいさんに似たんだよ。うん間違いない」

　鈴雄は何度も何度も首を振って見せた。

「そうだよな、性格なんて誰だれに似るかなんて分かんないもんだよな」

　朝あさ香かも納なつ得とくしたようだ。

「実は俺おれんとこの両親もけっこう心臓に鋼鉄の毛のタイプなんだよ。にもかかわらず俺みたいな小心者が生まれちまった」

「小心者だって？」

　鈴雄はプッと噴ふき出した。

　小心者ってのは気が弱くて臆おく病びような人のことである。

　肩をぶつけたいかにもヤのつく自営業のおじさんに、こっちからインネンつけてぼこぼこにするような朝香が小心者であるはずがない。

　朝香が小心者だと言うなら、鈴雄なんぞは電子顕微鏡でなけりゃ見れないナノミクロ心者だろう。

「冗じよう談だんは止めてくれよ。朝香のどこが……」

　ここで鈴雄は、奇き跡せき的てきな機き転てんで言葉を止めた。

　しげしげと朝香の横顔を見つめる。冗談を言っている顔ではない。

　どうも本心のようだ。

　鈴雄はこの件に関しての一いつ切さいのコメントを控えた。

　インタビューされても彼はこう答えたであろう。

　ノーコメント！

「何か言いたいようだな」

「いいや。なんでもないさ。そうそう。う～～ん。性格ってのは分かんないよな。あははは」

　鈴雄は後頭部に手を当てるとなはははと笑って誤ご魔ま化かした。

　幸い今日の朝香はそれで誤魔化されたのか、その話題から外はずれる。

　鈴雄はほっと胸をなで下ろした。

「あれ？」

　朝香が皮ジャンのポケットに手をつっこむとごそごそとまさぐり怪け訝げんそうに片目を細めた。

「どうしたんだよ。何かなくしたのか？」

「ああ、ここに入れといたハナ一ハジメだよ。ちくしょーどっかで落としちまったよーだな」

　鈴すず雄おはキョトンとして目をぱちくりさせた。彼の記憶が確かならば、ハナ一ってのは朝あさ香かが飼ってるウサギの名前なのだ。

「朝香………ハナも連れてきたのか？」

「ああ、なんか学芸会見たいような顔してたからな」

　ウサギの学芸会見たいような表情というのも見てみたいような気もすれば、そんなものを判断できる朝香もすごいなぁと感心する鈴雄だった。

「やっぱり、飼ってるうちに分かりあってくるもんなんだな」

　鈴雄はしみじみと呟つぶやいた。

「大おお方かたどっかで遊んでるんだろ。早く行こうぜ」

「いいのか。探さなくて」

「心配するな。三歳の子供じゃないんだ。学芸会を体育館でやるって常識くらい分かってる。飽あきたら来るさ」

　朝香はツカツカと体育館の方向へと歩いていく。

「確かに、三歳の子供じゃないけど」

　でもハナ一はウサギなのだ。

　いっつもニンジンをかじってるウサギさんなのだ。

　大好物はチョコレートっていう一風変わってるウサギだが所しよ詮せんはウサギなのだ。

「学芸会を体育館でやるって常識を、ウサギの脳のう味み噌そが理解できるんだろうか？」

　鈴雄は、今世紀の歴史に残るような疑ぎ問もんを胸に、朝香の後をついていった。




　体育館のステージ脇わきには体育用具がぎっちりと詰まった倉そう庫こがあった。

　各クラス、ここに小道具やら大道具やらをしまっておくのである。

「よいしょっと」

　張りぼての南瓜カボチヤの馬車を竜りゆう哉やと一いつ緒しよに運んで来たタンポポは、大きく息を吐はき出した。

「これで全部だね」

「ああ、そうだな」

「は～～～まだ本番まで時間があるのに、すっごい緊きん張ちようしてるぅ」

　タンポポは胸を押さえて鼓こ動どうを確かめた。

　そんなタンポポを、竜哉はちょっと青春の瞳ひとみで見つめていた。

「でも、竜哉君も最初ものすごく嫌いやがってたのに、よく練習したね」

　視線を向けられた竜哉は、慌あわててそっぽを向いて鼻の下を擦こすった。

「………まぁな。シンデレラ役がお前だからな」

「え？」

　体育用具室には二人しかいない。

　竜りゆう哉やは辺あたりを見渡し、そのことを確信するとごくりと唾つばを飲み込み、タンポポの瞳ひとみを見み据すえた。

「桜さくら咲ざき………俺おれ」

「何？」

「俺、実は………お前のことが……ずっと前から」

　まだ恋という言葉を口にするのも早そうな少年と少女。

　小さな空間の中で、お互いの鼓こ動どうが静かに、だが強く響いた。

　少年は口を開いた。初めて覚えたこの気持ちを口にするために、少年は大人おとなへと階段を駆かけ上がろうとした。

　その時だった！

　突とつ然ぜん少年の顔色が変わった。

「痛い痛い痛い痛い痛い痛い」

　竜哉は腹を抱かかえて七しち転てん八ばつ倒とうした。足を骨折してもそれに気がつかずサッカーやってた竜哉がこの様子なのだ。とんでもない痛みなのだろう。

「ど～～した。竜哉ぁぁぁぁぁ！」

　何な故ぜだか分かんないけど飛び箱の中から西にし尾お先生が飛び出してきた。

　何故だか分かんないけどその手にはビデオカメラがしっかりと握にぎられていた。

「あの、西尾先生。どうしてそんなとこに」

「別に純粋な少年の告こく白はくシーンを撮影して心が寂さびしくなった時に見ようと思ったわけじゃないんだ」

　西尾先生はタンポポにそう言うと竜哉の体を激しく揺ゆさぶった。

「竜哉。しっかしろ。今保健室の先生を引っ張ってくるからな」

　西尾先生は体育用具室を飛び出していった。

　西尾先生はすぐに戻もどって来た。

　本当に保健室の先生を紐ひもでしばりつけて引っ張ってきたのには驚きだった。

「お願いします。久く保ぼ田た先生」

　紐を解かれた久保田先生は、ものすごく機き嫌げんの悪い顔をしながら竜哉に歩み寄る。

「それじゃ、荒あら木き君。先生が押してとくに痛いとこで痛いって言ってね」

　久保田先生の指が竜哉の中腹を押した。

「ここじゃないのね」

　続いて指はヘソの辺り。

「ここでもないか」

　続いて指はさらに高度を下げる。ちょっと禁きん断だんの地域だ。

　と、久く保ぼ田た先生のこめかみに拳銃ピストルが突きつけられた。

　西にし尾お先生がモデルガン片手にいっちゃった目で言った。

「それ以上手を下に下ろしてみろ、それ以上年は取らねえぜ」

　久保田先生は西尾先生を小道具として置いてあったバットで殴なぐりつけた。

「よくあることなの」

「はぁ」

「さてと」

　久保田先生は何食わぬ顔で診しん察さつを続ける。

　久保田先生の細くしなやかな指がある一点を突いた時、竜りゆう哉やが叫んだ。

「いてぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇ！」

「これは！！！！」

　久保田先生の顔が劇画調に三秒ほど固まった。

「桜さくら咲ざきさん。早く救急車を」

「え？」

「早く！」




　十五分後、かけつけた救急車に乗せられ竜哉は病院へと運ばれて行った。




　救急車を見送りつつ、久保田先生はぽつりと呟つぶやいた。

「あの痛がりようは多分急性盲もう腸ちよう炎えんでしょうね」

「分かるの？」

「分かるわ。これまで数百人の盲腸患かん者じやと拳けんを交えてるから……」

　何な故ぜに盲腸患者と拳を交えるのか、タンポポには理解できなかった。

　でもこれはとてつもない事態を意味している。

「王子様がいなくなっちゃった」

　同じく見送りに来ていた一人の生徒が口を開いた。

　そう、竜哉は超重要キャラの王子様なのだ。王子様がいないシンデレラなんてシンデレラじゃない。まがいもんだ。

「このままじゃ劇ができないぜ」

「困ったな。王子様って一杯台詞せりふあるからな。代わりの人ってわけにもいかないし」

「誰だれか台詞全部覚えてる奴やついるか？」

　誰も名乗りを上げなかった。

「やっぱり、あきらめるしかないのかな」

　タンポポは唇くちびるを嚙かみ締めた。一生懸けん命めい練習して、皆も見に来てるのに、ここで辞じ退たいなんて耐えられない。

　あの苦しくも楽しかった練習の日々が頭の中をスキップでかけ巡めぐった。

　と、タンポポの悲しみの瞳ひとみが急に大きく見開かれた。

　タンポポは思い出したのだ。

　王子様の台詞せりふを全部覚えている人物が、今現在この学校に一人だけいたということを。

「みんな待ってて！」

　突とつ然ぜんの大声にクラスのお子様達が注目する。

「アタシが、代わりの人を連れてくるから！」

　タンポポはそう叫ぶと、ロケットエンジンを背中に背負ったみたいに駆け出した。




　　　　　２




「今日の発表を見たコーチは、舞ぶ台たいで光り輝く瑠る璃りに心を奪うばわれて……そして……いやん！　そんな」

　瑠璃はスキップ踏みながら器き用ように悶もだえた。

　彼女の頭の中には、さぞやＰＴＡ殺しな光景が浮かんでいるかと思われがちだが、実際は大したことないことを断っておく。中学生以上は赤せき面めんすることなく見られる程度の光景だ。

　それはさておき、瑠璃がスキップ踏みながらどこへ向かっているかと言えば、それは彼女の手に握られているビニール袋に注目してもらいたい。

　ザ・野菜クズ。

　言うまでもなく、野菜の切きれ端はしである。給食センターからもらって来たのだ。

　そう、彼女はたとえ本番前であろうと、ウサギの世話だけは忘れない責任感のある立りつ派ぱな学級委員長なのである。

「駄だ目め。コーチ。手を繫つないで学校から帰るのはもう少し大人おとなになってから」

　ひたすらスキップして悶える瑠璃、悲劇はその時に起こった。

　振り回される小さな手から、野菜クズのたっぷり詰まった袋が離れたのだ。

「あ！」

　慌あわてるがもう遅おそい、盛大に飛び上がった袋から食はみ出でた野菜クズは、たまたまそこを歩いていた人物の頭に小雨のように降り注いだ。

「校長先生！」

　ハゲ頭に即席の緑ミドリのカツラ（原材料、キュウリの皮）を乗っけた男は、何を隠かくそう中なか空そら町まち第一小学校校長、黒くろ柳やなぎ氏だったのだ。

　瑠璃は先日見たテレビの一シーンを思い浮かべ、青くなった。

　校長の頭にお茶をぶっかけた不良学生が退学になるシーンだった。

「ハワイ諸島をあげるから許して！　瑠璃を退学にしないで！」

　すがる瑠る璃り、だが黒くろ柳やなぎ校長ははっはと乾かわいた笑いを響かした。

「気にしなくてもいい。失敗は誰だれにでもあることです。君はあれですね、新しいウサギ世話係さん」

「委員長！」

　瑠璃は岩に刻きざみつけるように言った。

「失礼。失礼。新しい委員長さんだ。毎日毎日ウサギの世話、ご苦労様だね」

　黒柳校長は柔にゆう和わな顔で続けた。

「でも鍵かぎはちゃんと点てん検けんしたほうがいいですよ」

「え？」

「さっき、一匹のウサギさんが逃げ出しているのを見つけたんですよ」

「誰？　太郎？　三郎？　慎しん二じ？　卓たく也や？　紀のり雄お？　昂たか彦ひこ？　ジェームス？　ロドリゲス？　おかしいわね。ちゃんとしつけといたのに。分かった、暴あばれん坊ぼうの田た吾ご作さくでしょ」

「ウサギさんの名前までは知りませんけど………、そういえば目の周りにクマがありましたね」

「それじゃゲンタか海うみ之の介すけ。でもあの二匹はいま風か邪ぜひいて巣の中で大人おとなしくしてるはずだけどなぁ」

「もしかしたら、鍵が壊れているのかもしません。もし壊れていたら先生に言ってください。それじゃあ」

　小首を傾かしげる瑠璃に、黒柳校長はにこやかに微笑ほほえみながらそう告げると、去っていった。

　と、足を止めて振り返ると口を開いた。

「それと学芸会。がんばってくださいね」

「は～～～ぃ。ありがと。校長先生」

　瑠璃は満面の笑みでそれに答えた。




「おかしいわね。鍵は壊れてないみたいだし。………ま、いいか」

　瑠璃はウサギ小屋に飛び込むと野菜クズの詰まった袋を振り回した。

「あんたら。ご飯の時間だからね。今日の給食シチューだったから野菜クズも一杯あるわよ。残さず食べなさい」

　瑠璃の手によってぶちまかれた野菜クズに大小様々なウサギが群むらがる。

　瑠璃はホウキを手に取った。今が掃そう除じのチャンスだった。

「あれ？」

　慣なれた手つきで掃除を始めた瑠璃は、食事に加わらないウサギグループの存在に手を止めた。

「何やってんのよ」

　三匹のウサギが陣じんを組んで何かをしていた。よく見ると二匹が一匹をどついているのだ。

「こら！　田た吾ご作さく！　ロドリゲス！　弱いものいじめなんかしてんじゃないわよ！」

　瑠る璃りはいじめられているウサギを摘つまみ上げて救きゆう済さいすると、鬼オニのような視線を田吾作とロドリゲスに向けた。

「いい、弱いものをいじめるのは自分が弱い証しよう拠こ、反省しなさい」

　瑠璃はすねに傷のありそうな二匹のウサギにみっちりとお説教をした。

「そこでしばらく正座して反省してなさい！」

　瑠璃は二匹を正座させると手の中のウサギへと目を向けた。

「あんたもあんたで少しは抵抗しなさいよ。動物社会は強い者が天下を取るって掟おきてなんだから…………あれ？　こんなウサギうちにいたっけ」

　ウサギの世話係……もとい学級委員長として日夜ウサギの世話に励はげむ瑠璃。彼女は中なか空そら町まち第一小学校で飼し育いくする全すべてのウサギの身体的特徴、身長体重嗜し好こうに性せい癖へき、さらには女性遍へん歴れき、男性遍歴まで熟じゆく知ちしていた。

　そんな瑠璃だが、目の前のウサギにはどうも違い和わ感かんを覚える。

　でも見覚えのあるウサギだった。このひん曲がった髭ひげ、目の周りのクマ、人を小こ馬ば鹿かにしたような口元。

　しばし考えて瑠璃は目を見開いた。

「あんたもしかして朝あさ香かんとこのハナ一ハジメ？」

　ウサギは無言ながらコクコクコクと必死に肯うなずいた。
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「あんたがなんでこんなとこにいるのよ…………ははあ。朝あさ香かが連れてきたんでしょ。それではぐれたところを校長先生に捕まった………うわぁぁ、瑠る璃りって名探偵になれるかも」

　瑠璃は自分の完かん璧ぺきな推理に酔よいしれた。

「さてと、いつまでも名探偵やっててもしょうがないわ。早く掃そう除じして教室に帰らないと」

　瑠璃は襟えりを引っ張るとそこにハナ一ハジメを突っ込んだ。

「大人おとなしくしてなさいよ。朝香んとこ連れてってあげるから」

　瑠璃はハナ一にそう告げると掃除を再開した。




　さんさんさんお気楽三組の異い名みようを取る三年三組の教室も、この時ばかりは飲むヨーグルトで一杯にしたプールのように重苦しかった。

　そんなプールに飛び込んできた瑠璃は、あまりの息苦しさに顔をしかめた。

「ちょっと、どうなってるのよ。この殺人的に重苦しい空気は」

「あ、瑠璃ちゃん」

　クラスメイトの北きた沢ざわが重い首を持ち上げ言った。

「大変なことになっちゃったんだ？」

「大変なこと？」

「王子様役の竜りゆう哉や君が…………急性盲もう腸ちよう炎えんで…………」

「えぇぇぇぇぇぇ！！！！！」

　瑠璃は血けつ相そうを変えてのけぞった。

「それじゃ劇ができないじゃない！」

「ううん、その王子様役の方は代わりができる人を小こ鈴すずちゃんが連れてくるって言ってたから」

「あっそうなんだ。ならいいじゃない。びっくりさせないでよ。寿じゆ命みようが一年と半年くらい縮ちぢまっちゃったじゃない」

　瑠璃はほっと胸をなで下ろした。

「でも……」

「でも何なの」

「救急車の後を追いかけて、いじわるな姉１役の淳あつ彦ひこ君が走っていっちゃった」

「あんの馬ば鹿か野や郎ろう！　どこの病院よ！　首に縄なわつけてでも引っ張ってこなくちゃ」

「無む理りなの」

「無理じゃないわ。どうせ駅前の病院でしょ。西にし尾お先生に車出してもらって病院まで行って、淳彦の首にロープを巻き付けて引っ張ってくるくらい二十分あればできる」

　瑠璃は断言した。彼女の手にはすでに頑がん丈じようそうなロープが握にぎられていた。しかし北沢はゆっくりと首を横に振り、言った。

「淳あつ彦ひこ君。救急車を追いかけている途中で車に跳ねられて…………両足の骨にヒビが入っちゃったんだって」

「あにぃぃぃぃぃぃ！」

　呆ぼう然ぜんとする瑠る璃りに、止とどめの一撃が突き刺さった。

「一週間は歩けないらしいの」

「ヒビくらいが何よ。そんなの瑠璃が糊のりでくっつけたるわよ。根こん性じようでなんとかなるわよ。一ひと月つきの練習が水の泡あわじゃない！」

　アラビア糊片手に教室を飛び出ようとする瑠璃をクラスメイト達は必死に押さえた。

「馬ば鹿かよ。こんな時に盲もう腸ちようになったり骨折したり、あいつら大馬鹿者よ……」

　瑠璃はガックリと膝ひざをついた。

「雨の日も風の日も練習に励はげんだのに。舞ぶ台たいで輝く瑠璃を見てコーチがラブラブってなるはずだったのに。おしまいだわ」

　落ち込む瑠璃、教室の空気がさらに重さを増した。

　もはや立っているのも大変という重い空気の中、その声は響いた。

「わてにまかしとき。助けてくれた恩おん義ぎは果たすで」

　どこから聞こえたか分からないその声、瑠璃も、そしてクラスの皆もキョロキョロと首を動かした直後だった。

　瑠璃の胸元から一匹のウサギが飛び出した。

　ウサギは、オリンピックで金メダルがもらえそうな宙返りで着地すると、ぴょんぴょんと飛び跳はねて教室を出ていく。

　重い空気の中、瑠璃とクラスの連中は目をしばたかせた。

「まさかね」

　皆は顔を見合わせ笑った。

　クラスの空気が、一いつ瞬しゆんだけどほんのちょっぴり軽くなった。
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「はあ？」

　鈴すず雄おは校舎裏にてミラクル困こん惑わくした。

　何な故ぜ彼がこんな人ひと気けのない校舎裏にやって来たかと言えば、理由は簡単。思いつめた顔したタンポポに引っ張ってこられたのだ。

　だからと言ってタンポポが青春の告こく白はくをしたわけではない。彼女は鈴雄にあるお願いをしたのだ。

　はたして、そのお願いとは………。

「もう一度言ってくれないか？」

　鈴すず雄おは片かた眉まゆを釣つり上げてそう言った。

「もー、ちゃんと説明したじゃない。いい、もう一回最初から話すからちゃんと聞いてよ」

　タンポポはじれったそうに言うと説明を始めた。

「だから、竜りゆう哉や君が急にお腹なかが痛い痛いって転ころげ回って救急車で運ばれちゃったの。急性盲もう腸ちよう炎えんじゃないかって保健の久く保ぼ田た先生は言ってたわ」

「つまり、王子様役の竜哉君がいなくなってしまった今、シンデレラの劇をやるためには王子様の代役が必要だと、そういうわけだな」

「そうそう。な～～～んだ。ちゃんと分かってるじゃない」

　タンポポはどこからか引っ張り出した扇せん子すで鈴雄をパタパタと扇あおいだ。

「そこまでは理解できる。うん、僕もこう見えても脳のう味み噌そは一いち応おうあるんだ。ただその後が理解できない」

　鈴雄はそこで言葉を止めると、タンポポの瞳ひとみを覗のぞき込み困こん惑わくの元げん凶きようを吐はき出した。

「僕に王子様の代役をやって欲しいって？」

「そーゆーこと。ずっと練習してたんだから、台詞せりふも全部頭に入ってるでしょ。三年三組発表シンデレラ、王子様の代役ができる人は宇宙中を探したってお兄ちゃんしかいないの」

「あのなぁぁぁ」

　鈴雄は頭を押さえてどっと疲つかれた息を吐き出した。

「確かに練習に付き合ってるうちに台詞は全部覚えた。代役もなんとかこなせるとは思う。でも常識的に考えろよ。小学校三年の劇なんだぞ。皆お子様サイズなんだぞ。ロリコン王子様の嫁よめ取とり物語って劇ならまだしもこれはかの名作『シンデレラ』なんだぞ」

「そんなことアタシだって分かってるわよ。お兄ちゃんをそのままのサイズで出そうなんて思ってないわ」

　タンポポは唇くちびるを尖とがらしてそう言うとポケットに手を突っ込み何かを取り出した。

「だから、これを飲んで」

　突き出されたのは、栄養ドリンク以外の何物にも見えないドリンク剤だった。

「これは何だ？」

「宇宙速達通つう販はんで今さっき送ってもらったスペシャルアイテム。チビビタドリンクよ！」

　パンパカパーンと景気のいい効果音が挿そう入にゆうされた。

　タンポポは小こ瓶びんの蓋ふたを開けると、鈴雄の手に握にぎらせた。

「早く飲んで。あれこれ説明するより飲んでもらった方が早いから」

「こいつを、僕が飲むのか？」

「そう、それをお兄ちゃんが飲むの」

　鈴雄は恐おそる恐おそる匂においを嗅かいだ。ツンとするハッカのような匂いだ。不快な匂いではない。

　それでも決心がつかず鈴すず雄おは指を突っ込んで嘗なめて見た。甘あまい、思ったより美お味いしかった。

　でも、訳わけの分からないものを口に入れるなと死んだばあさんの遺ゆい言ごんもある。

　ひたすらどうすべきか悩む鈴雄を前に、タンポポの忍にん耐たい力りよくが底をついた。マッチ棒の先ほどの忍耐力の持ち主である彼女にそれ以上待つなんて無む理りだった。

「あ～～～もう！　じれったい！」

　タンポポは鈴雄に飛びかかると強ごう引いんに小こ瓶びんを口に押し込んだ。

　思いがけない奇き襲しゆうに鈴雄も抵抗する暇ひまもない。

　小瓶の液体はすっかり鈴雄の腹の中に納まった。

「うわぁぁぁ、飲んじまった！　毒どくじゃないだろ～～な？」

「毒じゃない毒じゃない。それに喉のど越ごしスッキリの味がついてたでしょ」

「ま、確かに不ま味ずくはなかったが………一体全体この薬はどんな効果が」

「もう効きき目めが現れるはずよ」

「効き目…………う」

　鈴雄は体中に走るむず痒がゆさに顔をしかめた。

　むず痒さは加速度的にパワーを上げてゆき、痛いくらいに駆かけ回る。

「やっぱり、毒じゃ……ないのか？」

　膝ひざをついてうずくまった鈴雄は苦しげに吐はき出した。

「大丈夫だって、すぐに治おさまるから、それで治まった時には……」

　タンポポの言う通り、体のむず痒さはすぐに噓うそのように消えた。

「ふう───。死ぬかと思った」

　鈴雄は立ち上がり、そしておやっとばかしに首を傾かしげた。

　自分と同じ目線にタンポポの顔があるのだ。

「小こ鈴すず。お前いつからそんなに背が高くなったんだ？」

「何言ってるの？」

「それに、なんか服がダボダボして歩きにくいぞ」

「前々から鈍にぶい鈍いって朝あさ香かお姉ちゃんが言ってたけど、本当だったのね」

　タンポポはため息を吐き出すと鈴雄の手を引っ張って近くの水みず溜たまり前に立たせた。

「覗のぞいてごらんよ」

　鈴雄は水溜りを覗き、そこに映うつる自分の姿に度ど肝ぎもを抜いた。

「なんだ！　そんな！　んな馬ば鹿かな！」

　鏡に映った自分の姿は、とってもかわいいお子様サイズだったのだ。

「アタシも詳くわしい成分は分かんないけど、一時的に細胞年齢を若返らせることができる薬なの。個人差はあるけど五時間くらいは効いてるわ」

「うわ～～、このかわいらしいほっぺは間違いなく小学校時代の僕のもんではないか……」

　お子様になった鈴すず雄おはしばし考え込んでからダブダブのズボンとトランクスを引っ張り中身を覗のぞき込んだ。

　中身もかわいかった。

「うわ～～～～、やっぱり子供になってる」

「どこ見て納なつ得とくしてるのよ！」

　タンポポが赤せき面めんしながらつっこみを入れた。

「つまり、これで王子様をやれと。そういうことなんだな」

「そのとお～～～～り！」

「しかし……」

「何？　まだ問題があるの？」

　お子様鈴雄は、ぽりぽりと頭の裏を搔かいてポソリ言った。

「実は僕、あがり性しようなんだ」

「…………」

　へら笑う鈴雄に対しタンポポは無言だった。

　無言で睨にらみつける彼女の目にじんわりと涙が浮かぶ。

　どっちが悪者なのかは言うまでもない。

　乙おと女めの涙も強きよう烈れつだが、お子様の涙も負けず劣おとらず強烈だった。

「よし！　分かった！　男、桜さくら咲ざき鈴雄。完かん璧ぺきに王子様役を演じてみせようではないか！　あーっはっはっは」

　鈴雄は小さな胸をどんと叩たたくとやけくそのように笑った。

　タンポポの顔にもいつものような満面の笑みが戻もどる。

「ありがと。それじゃそんなだぼだぼの服着てるとおかしいから、王子様の衣い装しように着替えて」

「どうにでもしてくれ。なははははは」

「それから、お兄ちゃんはアタシの遠とお縁えんだってことにするから。名前は………鈴すず太た。それでいいでしょ」

「勝かつ手てにしてくれ。なははははは」

　鈴雄はいつまでも笑い続けた。
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「お祖じ父い様さま」

　コスモス荘一号室。煎せん餅べい蒲ぶ団とんにはさまって、まるで潰つぶれたハンバーガーのように眠る老人。

　そしてその脇わきではおしとやかそうな少女が老人を揺ゆり動かしていた。

「お祖父様。お祖父様。起きてください。お祖父様」

　少女の献けん身しん的てきな行為によって、二度と目覚めないんじゃね～のって感じの老人がムックリと起き上がる。

「なんじゃい。人がぐっすり」

「申し訳ございません」

　少女、栗くり華かは深ふか々ぶかと頭を下げた。

「ワシは昨日は徹てつ夜やで新型メカを作っておったからへとへとなんじゃ。明日の朝まで起こすでないぞ」

　栗くり三さぶ郎ろうはまた蒲ふ団とんをかぶって潰つぶれたハンバーガーになった。

「あの。お祖じ父い様さま。小こ鈴すずさんの学芸会の発表会はどうなさるんですか？」

　栗華の一言で、潰れたハンバーガーは飛び上がった。

「そうじやった。いかん。危あやうく忘れるところじやった。今日は桜さくら咲ざきのチビの劇を見に行く予定じゃった。え～～と、なんて劇じゃったかの」

「シンデレラです」

「そうそう、シンデレラ。確か魔ま王おうが姫を誘ゆう拐かいする話じゃったな」

「それは違うと思います」

「えっと、岩から生まれた石いし猿ざるの話じゃったかの」

「それも違います」

「時代劇か？」

「いいえ」

「分かった！　ホラーじゃろ」

「メルヘンです」

「改造人間」

「出てきません」

「巨大怪かい獣じゆう」

「お呼びじゃありません」

「え～～～ぃ、もういい。百ひやく聞ぶんは一いつ見けんにしかず。見れば分かることじゃ」

　栗三郎は栗華に手伝われていそいそと余よ所そ行きの支し度たくを始めた。

「栗華。学校までの所要時間は？」

「お祖父様の足だと四十三分五十八秒、途中で五分間の休きゆう憩けいが入ってます」

「間に合わんな。よし、亜高速スクーターで」

「一昨日おととい故障してそのままです」

「そうじゃった。ならば半重力ローラースケート」

「お祖父様が乗りこなせるようになるにはあと三十八時間ほど練習が必要です」

「確かに。この間腰を打ったばかしだったな。仕方ない。タクシーで」

「食費を削けずることになりますがそれでよろしいですか？」

「それはいかん。食費を削けずっちゃいかんぞ」

　栗くり三さぶ郎ろうはしばし考えた後、キラリンと眼鏡メガネを光らせた。

「よし、昨日完成したあれで行こう」

「かまわないのですか？」

「かまわんかまわん。よし、地下格かく納のう庫こへ行くぞ」




　十五分後の商店街、八百屋と魚屋の旦だん那なは空を見上げて会話を交わしていた。

「お？」

「何か空を飛んで行きましたね」

「行った行った」

「またドクター・マロンフラワーのメカじゃないですか？」

「おそらくそうでしょう」

「うちの辺あたりで暴あばれないようにしてほしいものですな」

　中なか空そら町まちでは、巨大ロボットもスーパーヒーローも日常茶さ飯はん事じ過ぎて最近は誰だれも騒さわがないのだ。




　少女は、蛾がが嫌きらいだった。

　ただの嫌いじゃない。大嫌いだった。

　蛾のどこが嫌いかと問われれば、少女はすぐに答えただろう。

　全部！　と。

　目の玉模様の羽根も嫌いだしぶっとい体も嫌いだし、なんか細こまかいひだひだがついた触しよつ覚かくも嫌いだし。

　そんな少女が屋上で校庭を見つめていた。

　クラスの鉛なまりのような重さの空気に耐え切れず、学校で一番空気が重くないとこへやって来たのだ。高いところは気圧が低いって理科で習ったのだ。

　少女は唐とう突とつに自分を覆おおう影に気がついた。

　少女は空を見上げ、ゆっくりと降下してくる巨大な物体を目まの当あたりにした。

　悲ひ鳴めいを上げる暇ひまさえなく、少女は意識を失った。

　その物体は、目の玉模様でぶっとい体で、さらに細かいひだひだがついていた。




「よし、なんとか間に合ったようじゃな」

　巨大な蛾型メカから降り立った栗三郎は満足げに息を吐はき出した。

「深夜映画で見たメカゴジラに対抗して作ってたメカモスラ。なかなか快適な乗り心地じゃわい」

「あの、お祖じ父い様さま」

　ふょっふょっとバルタン星人みたく笑う栗くり三さぶ郎ろうに、頭部ハッチを押し開けて出てきた栗くり華かが声をかける。

「この子、どうしたらいいでしょうか？」

　メカモスラの腹の下では、女の子がナルト目でひっくり返っていた。

「ありゃりゃりゃりゃ。これはまいった」

　栗三郎は少女の頰ほおをパチパチ叩たたくがナルトはナルトのままだ。だからって、このままラーメンに浮かべるわけにもいかない。

「目を覚まさんのう。栗華。軽い電気でお目覚めさせてやってくれ」

「分かりました」

　ビリビリビリビリビリ。

　少女の眠りは余よ計けい深くなった。

　プスプスと煙けむりをたてる少女を前に栗三郎はしみじみと呟つぶやいた。

「子供に電気ショックは早すぎたかの」

　そこで栗三郎は、少女のポケットからはみでる何かに気がついた。

「何じゃこれは？」

　それは丸めた台本だった。

「シンデレラ………もしかして桜さくら咲ざきのちっこいのと同じクラスなのかの」

「お祖じ父い様さま。ただ今データベースで照しよう会かいしてみました。この子は、小こ鈴すずさんと同じ、三年三組。出席番号十二番。今いま井い智とも美みちゃんです」

「やはりそうか」

　栗三郎は台本をぱらぱらと捲めくり、思いきり顔をしかめた。

「危き惧ぐしておったことが現実となってしまったわい」

「どうかなさいましたか？」

「見ろ。魔ま女じよ役のところに蛍けい光こうペンで印しるしがしておる」

「困りましたね」

「ああ……」

　栗三郎はしばし石のように考え込んだが、ふと思い出したかのように口を開いた。

「栗華。確かお主ぬし、桜咲のちっこいのと付き合って芝しば居いの練習をしてなかったか？」

「はい、小鈴さんと一いつ緒しよにずっと練習してましたけど。魔女の役でした」

「ピッタリではないか。栗華。お前が代役として芝居に出ろ。お前のメモリーなら台詞せりふは完かん璧ぺきに残っているじゃろ」

「ええ、しかし………小学生の劇に出演するには私のサイズが大きすぎます」

「な～～に、そんなもんは大した問題ではない」

　栗三郎の手にはいつの間にはスパナが握にぎられていた。

「何をなさるおつもりなんです？」

　あっ、と言う間に栗くり華かはバラバラに解かい体たいされた。

　トンテンカラリンパリポンポン！

　そしてすぐに組み立てられる。

「できた！　お子様サイズ。栗くり子こちゃんじゃ！」

　額の汗を拭ぬぐう栗くり三さぶ郎ろうの前には、見事にお子様サイズになった栗華がいた。

「これで芝しば居いに出れるじゃろ？」

「はい。完かん璧ぺきでございます。お祖じ父い様さま」
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「お嬢じよう様さまぁぁぁぁぁ」

　ピエールは、廊ろう下かの向こうから歩いてくる沙さ由ゆ里りに向かって大きく手を振った。

「どこへ行ってらしたんですか？　初めて来た小学校で迷まい子ごになったのかと心配して捜そう索さく届けを出そうと思ってたんですよ」

「ちょっと散歩してただけよ」

　沙由里はぶっきらぼうにそう呟つぶやいた。

「さ、そろそろ体育館の方へ行きましょう。お嬢様」

　しかし沙由里は明後日あさつての方向へ歩き始める。

「お嬢様……どちらへ」

「小こ鈴すずちゃん達の教室よ、激げき励れいにね」

「なるほど激励ですか。それはいいですね。おともします」

「本番前ってのは緊きん張ちようでピリピリしてるから、緊張をほぐしてあげないと。思い出すわ。女学生時代の舞ぶ台たい芸術発表会の日を」

　沙由里は遠い目で呟いた。

「私がやった役は、確か猛もう獣じゆう使つかいの役だったわ」

「猛獣使いですか…」

「鞭むちを振り回してればいいっていう楽な役だったわ」

「なるほど、それはぴったりですね」

「何か言った？」

「いえ、何も」

　ピエールは音速で首を横に振った。

「あのライトを浴びてる時の感かん触しよくは忘れたくても忘れられないわね。立てるものなら立ってみたいわ。今日の舞台。せっかく練習に付き合わされて継まま母ははのセリフを完璧に覚えたのよ」

「仕方ありませんよ。小鈴さんにお付き合いして練習しただけですから」

「確かにね。でも考えてみて。もし、継まま母はは役の子に何かもしものことがあったら、私がやるしかないんじゃない？」

「それはさすがに無む理りでしょう」

　ピエールは軽く笑いながら言った。

「肉体的サイズの違いが………あれ、何か騒さわがしいですね」

　ピエールが三年三組の教室の前で小首を傾かしげる。

　確かに、ざわざわと不自然なくらい騒がしかった。

「継母役の奈な津つ子こちゃんがいないぞ！」

「あいつか。も～～おしまいだ～～」

　ざわめきにまじってそんな声が聞こえてきた。

「何か、大変なことになっちゃってるみたいですね」

　ピエールが沙さ由ゆ里りに目を向けると、彼女何な故ぜか嬉うれしそうに笑っていた。

「あら～、恐おそれていたことが起きてしまったわ。もしかしたら奈津子ちゃん、今いま頃ごろロープでグルグル巻きにされてロッカーでうんうん唸うなってるかもしれないわ。ここは私が一ひと肌はだ脱ぐしか」

　沙由里が、台詞せりふの棒読みみたく大声を上げた。

　まるで何度も練習したような口調だった。

「でも、無理でしょ。さっきも言ったように、肉体的サイズが」

「確かに、この私の芸術作品のように完成されたプロポーションでは筒つつ形がた体系のお子様達とお芝しば居いをするなんて無理でしょうね。でも、こんなこともあろうかと通つう販はんで買っておいたのよ！」

　沙由里は、ポケットから小こ瓶びんの詰まった箱を取り出し、天に突き上げた。

「チビビタドリンク！」

「たくさん買ったんですね」

「ダースで買うと安いって言うからついね」

「で、どんな効能があるんです？　このドリンク剤」

「すぐに見せたげるから待ってなさい。ただここじゃ目立ちすぎるわ。人目のないとこへ行きましょう。使われてない備び品ひん倉そう庫こが一階の端はしにあるのよ」

　ツカツカとハイヒールの音を響かせて歩き出す沙由里を前にピエールは小首を傾げた。

「お嬢じよう様さま。どうしてそんな備品倉庫のこと知ってるんですかね」




　使われてない備品倉庫。

　古ぼけたロッカーとか、カビの生えた机とかが並んでちょっと湿しめった香かおり漂ただよう腐ふ海かいだった。

「飲むわよ」

　沙由里は飲みます宣言をすると小瓶を一本空からにした。

　次に起こった異い変へんに、ピエールは仰ぎよう天てんした。

「お、お嬢じよう様さまが……子、子供に！」

「さすがはセシウス製薬ね。いい仕事してるわ。さ、着替えなくちゃ。こんなこともあろうかと、子供服も用意して来たの」

「えらく準備がいいんですね。もしかして最初からこのつもりで」

　ピシリ。

　お子様沙さ由ゆ里りの手から飛んだ鞭むちがピエールを打ち据すえた。

　体は小さくてもその一撃は変わらなかった。

「おかしいわね。幻げん聴ちようが聞こえたわ」

「すびばぜん」

「それじゃ、私行くから。舞ぶ台たいで光る宝石をしっかり見てなさいよ」

　沙由里はスキップ踏みながら出ていった。

「チビビタドリンク。変わった薬が発売されてたんですね」

　ピエールはしばし、余ったチビビタドリンクをしげしげと眺めていた。

　と、何か鼓こ膜まくをくすぐる音に気がつく。

「ん───ん──」

　耳を澄すますと、ロッカーの脇わきからそんな物音が響いていた。

「なんでしょうか？」

　ロッカーを開けると、お子様がロープでぐるぐる巻きにされてうんうん唸うなっていた。

「そ～～ゆ～～ことなんですか。お嬢様」

　沙由里がこの備び品ひん倉そう庫このことを知っていた理由が分かったような気がした。

「んーんーんー」

　女の子は涙のこんもりした目で必死に何かを訴うつたえていた。

　ピエールは、ロッカーを閉めると、見なかったことにした。




「え～～～～～！」

　三年三組教室に、タンポポの声が響いた。

「淳あつ彦ひこ君が骨折して智とも美みちゃんが保健室で眠ってて奈な津つ子こちゃんが行方ゆくえ不明だってぇぇぇぇ」

　タンポポはがっくりと膝ひざをついた。

「そんな、せっかく王子様役の代役を連れてきたっていうのに」

　崩くずれるタンポポの隣となりで、お子様鈴すず雄お・鈴すず太た君はぽりぽりと頰ほおを搔かいた。

「僕が来た意味なかったかな？」

「あぁぁぁぁぁ。ここまでがんばった苦労がぁぁぁ」

「あぁぁぁぁ、コーチとラブラブの計画がぁぁぁぁ」

　タンポポと瑠る璃りはしばしお互いに抱きしめ合って傷しよう心しんを癒いやした。

　クラスの皆は傘かさをさして塩しお辛からい雨から身を守った。

「それじゃ、辞じ退たいってことを伝えてくる」

　バケツ三杯ほどの涙を流した瑠璃がむっくりと起き上がった。

　その時だった。

「ちょっと待った！！！」

　教室の前の扉ドアが開かれ、活発そうな女の子が飛び込んできた。

「俺おれが淳あつ彦ひこの代わりにいじわるな姉１をやってやるぜ！」

「君は？」

「淳彦の家の三軒隣となりに住んでる朝あさ子こっていうもんだ。よろしくな」

　朝子はビシリと親指を立てるとニッカリと笑った。

「でも、まだ魔ま女じよ役と継まま母はは役が」

「魔女は私がやります」

　教室の後ろの扉が開かれ、お上品そうな子がやって来た。

「あなたは」

「智とも美みさんの幼なじみの栗くり子こっていいます」

　栗子はぺっこりと頭を下げた。

「継母は私に任せて」

　続いて窓が開かれ、気の強そうな女の子が飛び込んでくる。

　ここは三階だけど、そんな些さ細さいなこと無視できるほどのパワーだった。

「行方ゆくえ不明の奈な津つ子こちゃんの腹違いの姉の沙さ由ゆ菜なよ！　ロッカーでうんうん唸うなる妹に代わってやって来たわ」

　突とつ然ぜんの三人の助すけっ人と。頭数で言えば揃そろってしまったこととなる。

「皆セリフは？」

　タンポポの台詞せりふに、三人の助っ人は同時に答えた。

「バッチリ入ってるぜ！」

「入ってます」

「当たり前じゃないの」

　タンポポと瑠璃の顔に太陽が輝いた。

「瑠璃ちゃん！」

「小こ鈴すずちゃん！」

　二人はがっちりと手を組んで飛び跳はねて喜んだ。

「これでいけるわ！」

「いけるね！」

「よし、それじゃ早く準備して」

「待って。瑠る璃りちゃん」

　タンポポは瑠璃を呼び止めると手を差し出した。

「恒こう例れいのあれやろうよ」

「うん。あれね」

「あのね、あれって言うのは」

　タンポポが説明する前に、残りの面めん々めんも手を伸のばす。

　タンポポと瑠璃と鈴すず太たと朝あさ子こと栗くり子こと沙さ由ゆ菜なは丸くなって手を重ね合わせた。

「とうとう本番だ。お前ら。気き合あい入れていくぞ！」

　朝子の初心者とは思えないシキリで、皆は声を揃そろえて叫んだ。

「えいえいお───！」

　その時、タンポポは不思議な感覚を覚えた。

「なんか、前にもこのメンバーでこんなことしたような気がする。デジャブって奴やつかな？」

　多分それはデジャブじゃない。

　知らないってことは幸福なことだ。
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「ほ～～～、三年三組の劇はなかなかですな」

　黒くろ柳やなぎ校長が感心したように唸うなった。

「ですね。盲もう腸ちようで誰だれか運ばれたって聞きましたが、大丈夫だったんですね」

　教頭がすかさず相あい槌づちを飛ばした。

「それにしても息がピッタリだ。よほど通し稽けい古こを繰り返したんだろうな」

「でも……校長。うちの学校に外人なんていましたっけ？」

「外人？」

「ほら、あそこの門番の役の」

　門番役の子は、確かに外人ぽかった。

「ふ～～～～む」

　黒柳校長は顎あごをポリポリと搔かいて呟つぶやいた。

「いたっけな？」

　最近記憶力にはとんと自信がなくなっている黒柳校長だった。




「いけない。もう十二時。帰らなくては」

「シンデレラ」

「さようなら。王子様」

「シンデレラ～～～～～！！！」

　時を告げる鐘かねの音が響く中、タンポポは舞台から退場した。

　もちろん、プラスチック製の自じ称しようガラスの靴を忘れてくることもぬかりなかった。

「ふ～～～～～～」

　舞ぶ台たい袖そでに入ったタンポポは、素す早ばやくみすぼらしい灰かぶりの服へと着替え、息を吐はき出した。

　次はいよいよクライマックスだ。ここまで何の間違いもなく進んできた。

　初めてとは思えないほどの息の合いようには、正直タンポポも驚いていた。

「これが馬ウマが合うって奴やつなのかな」

　相変わらず探偵になれない推理力の持ち主のタンポポは、しみじみと呟いた。

　それから彼女は、脇わきの瑠る璃りに声をかけた。

「いよいよラストシーンだね。瑠る璃りちゃん」

「うん」

　瑠璃は幕の隙すき間まから客席を覗のぞき、力ない返事を返した。

「どうしたの？」

「客席に……コーチの姿が見えないの」

「あ………」

　タンポポの顔面がぎこちなく硬こう直ちよくした。

「おまけに朝あさ香かもいないみたい」

「う……」

　ど～～～してか分かんないけど朝あさ子この顔面も硬直した。

「そんなことないって。きっとどっかで隠かくれてみてるんだよ」

「そうだぜ。あの二人のことだ」

「あれ？　朝子ちゃん。お兄ちゃん達のこと知ってるの？」

　またまたど～～～してか分かんないけど朝子の顔面は硬直した。

「あ、淳あつ彦ひこから話は聞いてるんだ。ははなかなか面白い奴やつらだって」

　朝子はぎこちなく笑った。なんか誤ご魔ま化かしてるような笑いだったけど、気に止める奴はいなかった。

「さ、行きましょ」

　それまで黙だまっていた沙さ由ゆ菜なが口を開く。「なんてたってクライマックスなんだから」

　彼女がなんか妙みような笑みを浮かべていたことに、クンポポも瑠璃も朝子も気がつかなかった。




　世界名作劇場、「シンデレラ」のクライマックスをいまさら説明する必要もないだろう。

「このガラスの靴にビッタリの人物を、我が后きさきとする」

　いじわるな姉１と、いじわるな姉２がチャレンジするがガラスの靴に足は入らない。

　最後にシンデレラが試してみると、ピックリだった。

　こうして王子様とシンデレラは幸せに暮らすのでした。めでたしめでたし。

　これがシンデレラの結末である。

　そう、このお芝しば居いもそう終演を迎えるはずであった。

　しかし、クライマックスを直前にしてその忌いまわしき事件は起こった。

　忌まわしき事件は、継まま母ははによる犯行だった。

　ガラスの靴を王子の手からひょいと奪うばい取った沙由菜が、こともあろうにそれに足を突っ込んだのだった。

　も・ち・ろ・ん！

　小学校三年のお嬢じよう様さま方の足のサイズなんて似ったかよったかなのだ。

　だ・か・ら！

　沙さ由ゆ菜なの足は、自じ称しようガラスの靴と無言で主張するプラスチックにすっぽりと納まった。

「あ～～～ら、入っちゃったわ！」

　舞台も………そして客席も啞あ然ぜんとする中、沙由菜は頰ほおに手を当てると甲かん高だかい声で叫んだ。

「これじゃ、私が王子様のお后きさき様さまになるしかないわね」

　血液が凍こおりつくような重い沈ちん黙もくが体育館に渦うず巻まいた。

　完全に沙由菜に出し抜かれたのだ。

　そして、そ～～ゆ～屈くつ辱じよくに耐えられない人物が二人、その場にはいた。

「馬ば鹿か言うな。俺おれだって入るぞ！」

　朝あさ子こは沙由菜から靴をひったくると自分の足を突っ込んだ。

　も・ち・ろ・ん！

　朝子の足にも入った。

「こっちだって！」

　瑠る璃りは靴をひっぺがすと同じようにトライする。

　言・う・ま・で・も・な・く！

　瑠璃の足にだって入るのだ。

　沈黙はさらに重みを増した。

　どう収しゆう拾しゆうをつけるべきか？

　鈴すず太たは考えた。

　必死になって考えたけど答えは出てこなかった。

「え～～～ぃ！」

　鈴太は声の限り叫んだ。

「自分の嫁よめさんくらい自分で決められる！」

「じゃぁ、誰よ」

「誰にするのよ？」

「う………」

　張った虚きよ勢せいはもろくも破れた。

　しかも状況は前よりさらに悪くなってしまった。

　ハッキリ言ってこれは「シンデレラ」じゃない。

　世界名作劇場じゃないのだ。

　泥どろ沼ぬま昼メロ劇場なのだ。

　鈴太は困った。そしてさらに必死に考えた。一体どう収拾をつけるべきなのか？

　散さん々ざん考えた挙あげ句く、一つの結論が導き出された。

　逃亡！

　鈴すず太たが駆かけ出そうとした時、それまで黙だまっていたお付きの兵士が一歩前へ歩み出た。

「王子様。ダミー作戦が成功しましたね」

　金きん髪ぱつ碧へき眼がんのその少年は堂々とそう言った。

「ダミー？」

「そうです。こんなこともあろうかと靴の偽にせ物ものを用意していたのです。本物はこちらでございます！」

　少年はタンポポに歩み寄るとしゃがみ、懐ふところから出した靴をそっと履はかせた。

　ピッタリだった。

「おぉぉぉぉぉぉぉ！」

　どよめきが起こった。

　ここぞとばかりに鈴太は正しい「シンデレラ」の路線へと引き戻した。

「おお！　シンデレラ」

「王子様！」

　寄より添そう二人にスポットライトが当てられ、ナレーションが入った。

『こうして……、シンデレラと王子様は幸せに暮らしましたとさ。めでたしめでたし』

　盛大な拍はく手しゆの中、幕がゆっくりと下りた。




「ふ～～～～～～助かった」

　鈴太とタンポポは特大のため息を吐はき出した。

「あのお付きの兵士のおかげだ。お礼を言わないと」

　鈴太は辺あたりをキョロキョロ見渡したが、救いの主の金髪の少年はもうどこにもいなかった。

「あれ、どこ行っちゃったんだ？」

　金髪少年を探す鈴太の隣となりで、タンポポは小首を傾かしげながら呟つぶやいた。

「でも、うちのクラスに外人の子なんていたっけ？」




　その頃ころ、金髪の少年は………。

　お子様状態の沙さ由ゆ里りによって備び品ひん倉そう庫こに連れ込まれていた。

「よくもやってくれたわね」

　わなわなと動かされる沙由里の指が、彼女の怒いかり度数を表していた。

　ざっと見積もっても数万はある。

　富士山がかるく二十～三十回噴ふん火かするくらいはあった。

　沙由里は、どっかの空間からビーム鞭むちを引っ張り出し、それを振り上げた。

　ＰＴＡ卒そつ倒とうの児童虐ぎやく待たいとなるか……と思いきやその手は途中で止められる。

「たかが子供のやること。されど子供のやること。どうしても一発食らわさないと気がすまないけど………ＰＴＡがうるさいし、さすがにそれも大人おとなげないような」

　プルプルと震ふるえる拳こぶしを必死に押し止める沙さ由ゆ里りだが、すぐに重要事実に気がついた。

「よく考えたら、今の私は子供。子供同どう士しなんだから何だってありよね」

　沙由里は、安心して鞭むちを振り下ろした。

「おりゃぁぁぁぁぁ」

　バッチィィィィィン！

「あひぃぃぃぃぃぃぃぃ、気持ちいいいぃぃぃ！」

　金きん髪ぱつ少年は、倒れたマットの上で悶もだえた。

「気持ちいい？」

　この広い世の中、鞭で叩たたかれて気持ちいいって言う奴やつは……けっこういる。

　でも沙由里の知っている中で、そんなアブノーマルな奴は一人だけだった。

「あんたもしかして……ピエール？」

　少年は親指の爪つめを嚙かみながらコクリと頷うなずいた。

「あんたがどうしてお子様サイズでこんなとこにいるのよ！」

「ううぅ、どうしてもお嬢じよう様さまと同じ舞ぶ台たいに立ちたくて。つい門番役の子をきゅっとしめて」

　沙由里のコメカミに十字キーが浮かび上がった。

　怒いかり度数が無限大になったのだ。

「このド阿あ呆ほう！！！！！！」

　すっかりピエールの肉体の特異性も忘れて沙由里は鞭を振るい続けた。

　となれば、展開は決まっている。

　舞台を下りたばっかで、感度が激しくなってるピエール。

　その体に埋うめ込まれた動物遺伝子の一つがパッチリと目を開く。

　肉体変化!!

　お子様ピエールの全身から真っ白な毛が放射状に伸のびた。頭から渦うず巻まきの角つのが飛び出る。瞳ひとみがつぶらになる。

　ピエールは無事に怪かい人じんに変へん貌ぼうをとげた。

「ものすごく無意味だけど、なんか腹立つから暴あばれてきなさい！」

「メ────！」

　怪人○○○男は了りよう解かいの返事を返した。




　　　　　２




　舞台を下りて、控室の体育用具室から出てきた鈴すず太た達が見たものは、世にも奇き妙みような光景だった。

　モコモコして、毛糸の塊かたまりのようなモンが体育館を飛び回っていた。

　生徒達はキャーキャー言って逃げ回っている。

「何だあれ？」

　朝あさ子こがいぶかしげに目を細めた。

「何だかよく分からん。だがこれだけは言える」

　鈴すず太たは確信を込めて呟つぶやいた。

「学校の危機ピンチだ！」

　低学年なんかは楽しんでいるようにしか見えないが、鈴太は勝かつ手てに判断した。

「よし！」

　鈴太と朝子はそろって別の方向に走り出した。

　別の方向に走り出した二人は、トイレの前でばったりと出くわした。

「何だよ。こんなとこで」

「そっちこそ。あっち行けよ」

「僕はただおしっこがしたいだけさ」

「俺おれだってそうさ」

「覗のぞかないでくれよ」

「それはこっちの台詞せりふだ」

　二人はそれぞれ男子トイレと女子トイレに飛び込んだ。

　数秒後、扉ドアが開かれた。

　しかし出てきたのは、鈴太君と朝子ちゃんじゃなかった。

　我らがヒーロー、ドッコイダーとネルロイドガールだったのだ。

　ばったりと出くわした二人は、驚きの声を上げた。

「お前はネルロイドガール！」

「ド、ドッコイダー！」

　しばし無言でお互いを見つめ合ってから、二人は今現在、世界でもっとも不ふ可か解かいな謎なぞを口にした。

「お前、どうしてお子様サイズなんだ？」

「それはこっちの台詞だ、ドッコイダー。お前こそどうしてそんなにちびっこく」

　謎は今年中には解けそうもなかった。

「まぁいい。今はそんなことを論じている場合ではないぞ。ネルロイドガール！　学園の危機なのだ！」

「そうだったな」

　お子様サイズドッコイダーとお子様サイズネルロイドガールは体育館向けて走り出した。




「おーっほっほっほっほっほ。ものすごく無意味な行為だけどなんか気分いいわね。さ、宇宙ヒツジ男。そのまま皆をかたしちゃいなさい」

　お子様サイズのヒヤシンスがレザーファッションに身を包んでいる姿は……ものすごく危なかった。

　教育的にも、道徳的にもね。

「メ～～～～～～」

　宇宙ヒツジ男は、メーメー鳴きながら体育館で暴あばれ回っていた。

「皆が走り疲つかれてダウンしたら、そうね。せっかくステージがあるんだし、私のワンマンショーでも開こうかしら。ヒヤシンスコンサート、ヒヤシンス隠かくし芸げい、最後はヒヤシンス宇宙猿さるまわし」

　ヒヤシンスが世にも下くだらないことを考え始めた時だった。闇やみを切り裂さくブルーな声が体育館に響いた。

「秋のイベント学芸会。邪じや魔ましちゃいけないシンデレラ。舞ぶ台たいで輝く素す敵てきな宝石。未来の女優は誰だれかいな。株式会社オタンコナス製作、超特殊汎はん用ようパワードスーツ、ドッコイダー！　お子様サイズでただ今参さん上じよう！」

　体育館の天てん蓋がいの梁はりからドッコイダーは勢いよくジャンプした。

　空中で十五回転しておまけにひねりまで加える素す晴ばらしい登場の仕方だった。ただし着地さえ成功していればの話である。

　体育館の床ゆかから生えたドッコイダーの足がピクピクと動いた。

　でもドッコイダーが頭を突っ込むのはいつものことだから誰もそれについてはつっこみを入れない。

「キャ───！　ドッコイダー!!　ちっちゃくても素敵ぃぃぃ」

　ドッコイダーファンクラブの会長、寺てら谷たに久く美み子こちゃんが黄色い声援を上げた。

　同じようにお子様達も叫ぶ。

「師し匠しよう！　また馬ば鹿かをして見せて！」

　子供達の無む邪じや気きで温かい励はげましに、ドッコイダーはちょっと沈んだ。めげた。落ち込んだ。

「俺おれもいるぜ」

　ネルロイドガールも颯さつ爽そうと登場した。

「おぉぉぉ、ネルロイドガールだ！」

　教師陣から応援の声が上がった。このしっちゃかめっちゃかな事態をなんとかするのに、ドッコイダーでは役不足だってことを分別ある大人おとなは分かっているのだ。

　なんとか頭を引っこ抜いたドッコイダーは、ミスなく着地したネルロイドガールに尋たずねた。

「ネルロイドガール。ふっと思ったがいつも一いつ緒しよのかわいい奴やつは今日は一緒ではないのか？」

「余分なことに顔を突っ込むなとかうるさいからウサギ小屋につっこんで来た」

「そうか。まあそんなことはどうだっていい。さあ、ヒヤシンス覚かく悟ごを………」

　ドッコイダーは空中に立つヒヤシンスを一いち瞥べつし驚きの声を上げた。

「ヒヤシンス、お前どうしてそんなにちびっこいんだ！」

「それはこっちの台詞せりふよ。あなた達こそどうしてそろってお子様サイズなのよ？」

　お子様ドッコイダー、お子様ネルロイドガール、お子様ヒヤシンスはお互いを見つめ合い、悩んだ。
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「三人が三人とも揃そろってお子様サイズになってるとは………。一体何が起きたのだ？」

　腕を組み、考えるドッコイダーの後ろからその声は飛んで来た。

「ドッコイダー！　後ろ！」

　ドッコイダーはその声のおかげで宇宙ヒツジの突進を避よけた。

　そして、救いの声の持ち主を瞳ひとみに映うつし、のけぞって驚いた。

「おお、タンポポ！　お前までお子様サイズに！」

「何言ってるのよ。アタシは最初からお子様サイズ」

「そういや、そうだったな」

「気をつけて。宇宙ヒツジって言ったら不眠症の人が飼いたい動物ナンバー１なんだから」

　だから何に気をつければいいのか、ドッコイダーにはちょっと理解できなかった。

「とにかく、都つ合ごうよくあんたらが出てきてくれて助かったわ。遺伝子を無む駄だに使わなくてすむから。宇宙ヒツジ男。こいつらをかたしちゃいなさい！」

「メ────！」

　宇宙ヒツジ男が二度目の突進を敢かん行こうした。今度のターゲットはネルロイドガールだった。

　ぐわしゃ。

　宇宙ヒツジ男は、ネルロイドガールの蹴けりで体育館の端はしまで飛んで行った。

「何だ。目め茶ちや苦く茶ちや弱いぞ。あいつ」

　宇宙ヒツジ男の意い外がいなほどの弱さに、呆あきれるネルロイドガール。しかし、ヒヤシンスは不ふ敵てきにも今回だけはない胸を張って叫んだ。

「ふふ、宇宙ヒツジ男の力をこんなもんだと思ったらおしまいよ。あの必ひつ殺さつ技わざをお見み舞まいしてあげなさい！」

「メ───」

　勢いよく鳴いた宇宙ヒツジ男のもこもこっとした体が揺ゆらいだ。

　と、もこもこっとしたもう一匹の宇宙ヒツジ男が分裂するように出現する。

　一匹が二匹になり二匹が四匹になり四匹が八匹となり。

　たちまち体育館は宇宙ヒツジ男で一杯になった。

「貴き様さま！　伊い賀がの出だな！」

　一いつ斉せいに襲おそいかかられることを危き惧ぐし、構かまえるドッコイダーだが、宇宙ヒツジ男達はそれをしなかった。

　自分達でバドミントンのポールを用意するとそれを飛び越え始めたのだ。

　一匹、二匹、三匹。

　こちらを攻撃してくるそぶりは全く見られない。

　ドッコイダー、ネルロイドガール、タンポポ、学校関係者、皆そろってポカンとその光景を見つめていた。

「あいつらは何やっているのだ？」

「さあ、分かんない」

　タンポポはプルプルと首を振ってから、改めてヒツジのジャンプに目を向けた。

　宇宙ヒツジ男達はまだピョンピョンしていた。つい数えたくなる光景だ。

「怪かい人じんヒツジ男が一匹、怪人ヒツジ男が二匹。怪人ヒツジ男が三匹。怪人ヒツジ男が四匹。怪人ヒツジ男が五匹。怪人ヒツジ男が六匹！」

　誘ゆう惑わくにかられて数え始めたタンポポはそこで大きく目を見開いた。

　彼女は気がついたのだ。この技の本当の恐おそろしさに。

「駄だ目め！　数を数えちゃ！」

　タンポポは絶ぜつ叫きようした。

「でないとアタシみたいになっちゃ……」

　タンポポの上の目ま蓋ぶたと下の目蓋が抱き合った。

「ク～～～～～～」

　タンポポはその場にパタリと倒れると幸せの寝息を立て始めた。

「そうか、そういうシステムだったのか」

　ドッコイダーはポンと手を叩たたくとやじ馬の皆様に叫んだ。

「君達、数を数えちゃ駄だ目めだ！」

　時、すでに遅おそすぎるぜ！　って奴やつだった。

　皆眠っていた。

　日本人ってのは柵さくを飛び越えてる羊ひつじを数えずにはいられない人種なのだ。

「くそ～～、羊が柵を飛んでるのを見ると数えられずにはいられないっていう習性を巧たくみに捉とらえたなんて恐おそろしい技わざなんだ」

「そ～～ゆ～～おまえこそ眠そうだぞ。ドッコイダー」

「馬ば鹿かを言うな。けっして三十六匹まで数えてしまったわけではない」

「俺おれだってそうだ。六十八匹目が黒い顔のヒツジだってことも知らないぞ」

　二人揃そろってそう主張するが。ふらつく足取りは誤ご魔ま化かしようがなかった。

「ほーほっほっほっほっほ。宇宙ヒツジの柵越えジャンプの舞まいを見て眠らない奴はいないの。あまりに強きよう烈れつだから高速道路脇わきには宇宙ヒツジの牧場を作るのは禁止ってなってるのよ！」

　ヒヤシンスは高笑いを響かせた。

「あなた達が眠ったら、素顔の写真を撮とらせてもらうわ。明日の朝刊が楽しみね。ついに明かされるドッコイダーとネルロイドガールの正しよう体たい！　ついでに額ひたいに肉って書いてあげるわ。それとも中がいいかしら。点六つでもいいわよ」

「え～～い、そっちが眠りで来るならこっちも眠りで勝負だ」

　ドッコイダーは重い頭を持ち上げた。

「お前の妙みようちくりんな必ひつ殺さつ技わざ、今回だけは期待するぜ」

　多分最初で最後だと思われるネルロイドガールの応援を背中に、ドッコイダーは思い切り振りかぶるとポーズを決めて叫んだ。

「必殺！　ゴーエンアタック！」

　ドッコイダーは何かをブラブラさせ始めた。

　無意味に派は手でなモーションのわりにはちまちまっとしたものだった。

　ブラブラしているのは糸をくくりつけた五円玉だった。

「スーパーネルロイドキィィィック！」

　ネルロイドガールは眠いのも忘れてドッコイダーの後頭部に蹴けりを入れた。

「ドッコイダー。お前人生真ま面じ目めに生きてんのか？」

「すまん。眠くてちょっと脳のう味み噌その回転が」

「お前の脳味噌はいつでも同じだろ。こんな危機迫せまってる時に下くだらないギャグをするな！」

　グ～～～。

　ネルロイドガールの耳に耳慣れない寝息が聞こえた。

「ま…まさか」

　ネルロイドガールは、かすれた声をしぼりだした。そんなことはあってはならない。その気持ちを胸に、ゆっくりと首をまわした。

　そんなことはあった。

　見ると、宇宙ヒツジ男がスヤスヤ眠っていた。分身も解けて一匹になっている。

「きいたみたいだぞ」

　ドッコイダーの呟つぶやきに、ネルロイドガールは盛大にすっころんだ。

　体育館の床ゆかと仲良くなりながら、ネルロイドガールはフツフツと怒いかりを燃やした。

　五円玉を揺ゆらして敵を眠らせようとする奴やつが馬ば鹿かなら、それで眠ってしまう敵も馬鹿だ。

「人をおちょくるのもいい加か減げんにしろぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉ！」

　ネルロイドガールは、怒りのネルロイドキックで宇宙ヒツジ男を蹴り飛ばした。

　ついでにお子様ヒヤシンスも、天てん井じように開けた同じ穴から蹴り飛ばしてやった。

「いやぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ、こんなのってありぃぃぃぃぃ！」

　ヒヤシンスの叫びだけが耳に残った。

「はは、私の技わざのおかげだぞ」

　ドッコイダーが胸を張るが、来るはずの厳きびしい突っ込みは来なかった。

「グ～～～～～～～」

　全すべての仕事を終えたネルロイドガールは、立ったまま眠っていた。

「弁べん慶けいの再さい来らいだ」

　ドッコイダーは感心したようにその雄ゆう姿しを眺めた。
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　校舎裏に怪かい人じんとヒヤシンスはぺしゃんと落下した。

「あ～～～～、納なつ得とくできないできないできない！　よりによって五円玉にやられるなんて」

　これが五十円玉であったら、彼女の怒りも多少和やわらいだであろう。

　しかし五円玉だった。チロルチョコも買えない五円玉だったのだ。

　五円玉に敗れた者の屈くつ辱じよくは、五円玉に敗れた者にしか分からない。

　つまり誰だれにも分からないということだ。

　ヒヤシンスは、変身時間を終えたお子様ピエールに向かっていっちゃった目を向けた。

「もう一発よ！　第二回戦よ！　皆が睡すい魔まに苦しんでる今がチャンスなんだからね」

「お嬢じよう様さま。今日はもう止めておきましょう。私。何だかいやな予感がするんです。何かこう、私の体に眠る邪じや悪あくな遺伝子がうずくというか」

「つべこべ言わない！」

　ピエールの忠告も無視して、ヒヤシンスはハイヒールで踏みつけると、鞭むちを振り上げた。

　ピシリ！

「あひぃぃぃぃぃ！」

　ピエールは悶もだえた。

　バシバシバシバシ。

　ＳＭチックな音が響く中、ピエールの肉体が蠢うごめき、変化を始める。

「出てきなさいよ。宇宙ライオンでも、宇宙トラでも、宇宙イリオモテヤマネコでも。とにかく凶きよう暴ぼうで強い奴やつ……」

　ピエールは怪かい人じんになった。中ちゆう途と半はん端ぱに長い鼻、中途半端に垂たれ下がった目。中途半端にだらけた口元。

「何こいつ？」

　ヒヤシンスはいぶかしげに目を細めた。

「宇宙カバみたいだけど、宇宙アリクイのようにも見えるし。宇宙アフリカ象ぞうにしては鼻が短い」

　悩むヒヤシンスの前で、怪人○○男は中途半端に鼻をクンクンさせるとクルリと背を向けた。

「あ、ちょっと！　どこ行くのよ！」

　ヒヤシンスが止めるのも聞かず、怪人○○男は中途半端な速度で体育館の外がい壁へきに歩み寄った。

「あんじゃ～～～」

　中途半端な声で一声鳴くと、怪人はかき消すようにいなくなった。

「消えた…………」

　ヒヤシンスは呆ぼう然ぜんとして呟つぶやいた。

「うちの動物園に忍にん犬けんなんていたかしら？」

　よくその壁かべを調べたが、普通の壁だった。忍にん者じや屋や敷しきのどんでん返しじゃない。

　怪人は消えた。これは紛まぎれもない事実なのだ。

「にしても見み慣なれない動物だったわね」

　ヒヤシンスは顎あごに指を当てると考え込んだ。




　分からないなら調べてみようホトトギス。

　こういうことにかけてはヒヤシンスはわりかしマメな性格だった。

　早さつ速そく、中なか空そら町まち第一小学校図書館へと足を運ぶと本ほん棚だなを物ぶつ色しよくする。

「え～～と、あればいいんだけどね」

　ガラーンとした図書館内を、ヒヤシンスのハイヒールのコツコツという音だけが響いた。

　と、その音が止まった。

「あった！！！！！！」

　お子様サイズのヒヤシンスは、椅い子すを踏ふみ台だいにしてその本に手をかける。

　踏台がひっくりかえって腰を打つなどの事故も起こったが、彼女の手の中にはお目当ての本が残っていた。

『よくわかる宇宙動物大百科』

　それが分厚く、埃ほこりをかぶってる本のタイトルだった。

「な～～～んで、こんな辺へん境きよう星せいの図書館にあるのか知らないけど、まあいいわ」

　ヒヤシンスはパラパラページを捲めくり始めた。

　子供や老人に見せたらショック死するんじゃないかっていうビジュアル的にものすごく危険な生物で一杯だった。

「あんな動物見たことないのよね」

　これでもないあれでもないとページを捲るヒヤシンスの手がピタリと止まる。

「これだわ！」

　ヒヤシンスはそのページを読み始めた。

「え～～と、この宇宙動物は……」

　彼女の顔が真まっ青さおになるのにさほど時間はかからなかった。




「く～～～、眠い！」

　ドッコイダーは体育館にて睡すい魔まと戦っていた。

　ネルロイドガールよりはマシなものの、彼も三十六匹まで数えてしまったのだ。眠さが後から怒ど濤とうのように押し寄せてきている。

「耐えろ！」

　ドッコイダーは必死に戦った。

　時には激はげしく、時には優やさしく、そして時にはゲリラ戦を仕し掛かけてくる睡魔に対し持ち前の運で乗り切る。

　だが、そんな激しい戦いの中、ドッコイダーはふと思った。

「待てよ。別に無む理りして起きてる理由ないんじゃないか？」

　辺あたりを見渡すと、自分以外は皆眠っていた。タンポポも、ネルロイドガールも、瑠る璃りも、栗くり之の花はな教授も、アラットオブなお子様も、教師も、父兄も。

　別にここでドッコイダーが眠ってしまったとしても、誰だれ一人として困る奴やつはいないだろう。

　ドッコイダーは体育用具室からマットを持ってくると体育館の中央、一番いい場所に敷いた。

　ゴロリとその上に横になるとバリケードを自ら破壊し、睡魔の侵しん攻こうを許した。

「おやすみ」

　眠りの世界へ旅立とうとするドッコイダーだったが、その首を思い切り摑つかんで振りたくる者がいた。

「眠るのはちょっと待って！　ドッコイダー！」

「何だよ。ヒヤシンスか。今日はもう終わりにしよう。明日また出直して」

「そんな悠ゆう長ちようなことを言っている場合じゃないの！　ドッコイダー!!　宇宙バク男が捕食活動に入ったの！」

「はあ？」

「宇宙バク男！　最強最悪の宇宙生物。奴やつは夢を食べる生物なの」

　そこでヒヤシンスは遠い目をして昔を思い出した。

「そう、宇宙バク。全すべてを思い出したわ。あの動物がうちの動物園にいたのはたった三日間。あの宇宙のムツゴローさんと呼ばれる動物好きの父が手放すほどの危険な生物だったの。思えばあの当時、父の体は病びよう魔まに蝕むしばまれて」

　流れ出した哀あい愁しゆうのメロディーは雑音に妨害された。

「グ────」

　ドッコイダーが眠りの世界に片足を突っ込んでいた。

「寝るなと言っとろーが！」

　ヒヤシンスは鞭むちでドッコイダーをしばき起こした。

「痛いじゃないか」

　なんとか目を覚ましたドッコイダーの首筋を引っ摑つかみ、ヒヤシンスは唾つばを飛ばしてまくしたてた。

「落ち着いて聞いて頂ちよう戴だい。奴は精神体を食べる生物なの！　精神体を食べられたらもう一生眠りから覚めることはできない！」

「そりゃ大変だぁ」

「そんな恐おそろしい生物がここで眠ってる人達の夢の中に狩かりに入ったの！」

「………………………」

　寝ね惚ぼけ眼まなこのドッコイダーが危機ピンチを理解するのに、たっぷり時間が必要だった。

「なんだってぇぇぇぇぇぇ！」

　ドッコイダーの睡すい魔まがほんの一いつ瞬しゆんだけ吹き飛ばされた。

「どうすれば皆を助けられるんだ！　教えてくれ！　ヒヤシンス！」

　ドッコイダーは飛び上がるとヒヤシンスの肩を摑んで激はげしく揺ゆさぶった。

「今から言うからよく聞いて。宇宙バクから逃れる手段はただ一つ、夢の中に入った宇宙バクを夢の中で倒すことだけなの。そうすれば逃れられる」

「グ～～～～」

「だから寝るなぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！」

　ヒヤシンスはドッコイダーに百ひやく烈れつ鞭むちと宇宙七色ローソク垂たらしをお見み舞まいした。

「うぅぅ、赤いローソクが染しみる！」

　ドッコイダーはマットの上で悶もだえた。

　色のついたローソクは不純物が入っている分だけ熱いのだ。

「と・に・か・く！　なんとしてでも夢の中でバクを倒さなくちゃ皆で仲良く死ぬまで眠り続けることになるわ。現時点で起きてるのがあなたしかいないんだから頼んだわよ」

「そんなこと、いきなり言われても……………心の準備……」

「なるたけ私も早く後を追うから、今度ばかしは共同戦線を張るわ。いい、分かったわね」

「グ～～～」

　ドッコイダーは完かん壁ぺきに眠りの世界に旅立っていた。

　もう、いくらローソクをたらしても鞭むちでしばいても彼が目を覚ますことはないだろう。

「ドッコイダーだけじゃ不安過ぎるほど不安だから早く後を追いかけなくちゃ」

　ヒヤシンスはぐーすか寝くさるドッコイダーの隣となりにゴロリと横になると目をつむった。ちょっと〝新婚さんいらっしゃい〟の光景だけど、ひやかす奴やつもいないから関係ない。

　十秒が経過した。

　二十秒が経過した。

　そして一分が経過した。

　ラーメンが出来る頃ころ、ヒヤシンスはむっくりと起き上がって叫んだ。

「眠れないわ！」

　お肌はだの天敵は栄養不足と睡眠不足とストレスである。

　彼女は、玉のようなお肌を守るため、日夜山のようにご飯を食べ、生まれたての赤ん坊のようにぐっすり眠り、そして下げ僕ぼくをいじめてストレスを発散させているのだ。

「～～～、お肌のために毎日十時間は眠ってる自分が憎にくいわ！」

　ヒヤシンスは、今回ばかしはない胸の谷間から一冊の本を引っ張り出した。

「こうなったら、これに頼るしかないわね。こんなこともあろうかとさっき図書館からくすねてきたいかにも難しそうな本！」

　ヒヤシンスはその分厚い本を力を込めて開いた。

「これを読んでるうちには眠くなるでしょ」




　時間経過。




「うぅぅぅ、なんていい話なの。パトラッシュ。かわいそう」

　ヒヤシンスは瞳ひとみから滝たきをだーだー流しつつ本を閉じた。

「って読み終えてどうすんねん！」

　一人でつっこんでみるが状況に変化はない。

「あ～～～、困ったわね。皆眠ってて、起きてるのは私しかいないって状況だから誰だれかに五円玉を揺ゆらしてもらうわけにもいかないし………待って」

　皆眠ってる！！！

　その単語がヒヤシンスの頭の中で教会の鐘かねのように強く鳴り響いた。

「よく考えたら、ここでドッコイダーとネルロイドガールの素顔写真を撮とってしまえば、結果的に私の勝利ってことじゃないかしら」

　ぽっとでのアイデアにしては素す晴ばらしいものだった。

　ヒヤシンスは歓かん喜きの舞まいを舞いながら電子カッターとカメラを取り出した。

「ちょっと、顔を拝おがませてもらうだけだからね。悪く思わないでね」

　生物には無害、パワードスーツだけを切り刻む電子カッターがドッコイダーの額に食い込もうとした時だった。

　どがしゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁん！

　日本経済とは対極的に景気のいい音を響かせ、天てん井じようがぶち破られた。

『マスターの邪じや魔まはさせません！』

　メカモスラの到とう来らいだった。

　Ａ級犯罪人同どう士しが仲良しこよしと思ったら大間違い。お互いが減刑をかけたライバル同士なのだ。

「貴き様さまはマロンフラワーのメカ！」

　断っておくが、下げ僕ぼくのいないヒヤシンスの戦闘能力は低い。

　マゾ男をいじめることは朝あさ飯めし前まえだが、こんなメカを相手にするなんて無む理りなのだ。

　メカモスラが羽根をばたばたさせた。強きよう烈れつな竜たつ巻まきが発生してヒヤシンスを包み込む。

「ど～～してこ～なるのよぉぉぉぉ！」

　ヒヤシンスは天井の穴から旅立っていった。

　彼女がどこまで飛んで行くかは、天の神様にだって分かんないのだ。
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　気がついたら青年は街まちにうずくまっていた。

　かなり時代錯さく誤ごでおかしな街だった。まるで芝しば居いのかきわりのような家々が並び、まるで芝居のかきわりのような木々が生え、そして芝居のかきわりのような道路が続く。

「はて、僕はなんでこんなとこに」

　青年はしばし考え込んだ。

　しばし考え込んでも出てこないものは出てこなかった。

　と、向こうから歩いてくる少女とすれ違う。

　そいつはロウソク売りの少女だった。

「ロウソクはいりませんか？　ロウソク」

「ロウソク……どこか頭に引っかかる」

　取りあえず青年はロウソクを買った。

　火のついたロウソクを前に青年が悩んでいると、また別の少女が籠かごを片手にやって来た。

　籠の中には鞭むちが一杯入っていた。

「鞭はいりませんか？　鞭」

「鞭……さらに引っかかる」

　ここでもまた青年は鞭を購入した。

　続いてやってくる三番目の少女が売っているものは蝶ちようのアイマスクだった。

「蝶のアイマスクはいりませんか？　蝶のアイマスク」

「蝶のアイマスク…………これもさらにさらに引っかかる」

　青年は蝶のアイマスクも購入した。

　三種の神器を取りあえず装そう着ちやくした青年は考える人になった。

「ロウソク、鞭、蝶のアイマスク………」

　しばし青年は深い海の底の貝のように考え込んでから、空を見上げて絶ぜつ叫きようした。

「思い出した！」

　鈴すず雄おは立ち上がった。

　頭が高いとこまで来たからお子様を卒業したのが分かった。

「僕は、夢の世界に潜もぐり込んだ宇宙バクってのを倒すために来たんだったんだ！」

　こうしちゃいられないと鈴すず雄おは走り出した。

　慌あわててるとつい走り出しちゃう分かりやすい性格の男なのだ。

　分かりやすい性格の男は、しばし走ったとこで足を止めた。

「しかし、どこへ行けばいいんだろうか？」

　今になって悩み出す。そんなアホな男なのだ。

　そんなアホな男に神様が微笑ほほえんだのだろう。向こうからてこてこ歩いてくる二人を見た瞬しゆん間かん、鈴雄の悩み顔はパッと明るくなった。

　朝あさ香かと瑠る璃りだったのだ。少々時代錯さく誤ごの服を着てるが間違いない。

　敵は少ないにこしたことはない。そして仲間は多いにこしたことはない。それが鈴雄の持論だった。

　責任を擦なすりつけあえるからだ。

「朝香！　瑠璃ちゃん！」

　鈴雄は朝香に飛びかかると激はげしく肩を揺ゆさぶった。

「二人とも！　落ち着いて聞いてくれ！　これは夢の中なんだ。それで宇宙バクってのを倒さないとそいつに夢を食べられて一生ここから出られなく──」

　ドカバキボキビタン！

　神様が中指を立てた。

　鈴雄は殴なぐられて蹴けられて突き飛ばされて道路に叩たたきつけられた。

「悪いな。俺おれにはそんな趣味はねーんだ。変へん態たい野や郎ろう」

「ねー」

　朝香と瑠璃はきちんと鈴雄を踏みつけていった。

「うぅぅぅぅ、誰だれだ。夢の中なら頰ほおつねっても痛くないって言った奴やつは」

　鈴雄は道路で苦しんだ。そんな彼に心配そうに声をかける少女がいた。

「大丈夫？　お姉様達。乱暴だから」

　鈴雄はパンダみたくあざのついた顔を上げた。

「小こ鈴すず！」

「小鈴？　誰それ？」

　少女は小首を傾かしげた。

「シンデレラ！　そんな変態男に付き合ってないで、さっさと行くわよ」

「荷物運びなんだからちゃんと付いてこなくちゃ駄だ目めじゃない。お城の舞ぶ踏とう会かいに遅おくれたらどうすんの！」

「は～～～ぃ。それじゃ」

　少女は立ち上がると、パタパタと音をたてて朝香と瑠璃を追いかけて行った。

「シンデレラ……だと」

　鈴すず雄おはぼそりと呟つぶやいた。

　確かに、小こ鈴すずの服装は灰かぶりだったし、いかにも前の二人にいじめられてる様子だったし、それでもがんばって健気けなげに生きてますって感じだった。

　鈴雄はしばし考えてからポンと手を打った。

「そうか、この夢の世界はシンデレラの世界なのか」

　シンデレラの劇が終わった後、皆は眠りについた。見る夢がシンデレラであってもなんら不思議はない。

　これから彼女らは舞ぶ踏とう会かいへ行くだろう。そして一人で留守番しているシンデレラのところへ魔ま法ほう使つかいのおばあさんが現れて……。

「舞踏会か…………」

　鈴雄はしばし考えた。

「よし、そこに行ってみるか。人が一杯いるから何か進展があるかもしれない」

　バクを探す！　という確固たる目的はあるもののその方法はさっぱりの鈴雄、行き当たりばったりの決定だった。

「さて、しかしどうやって舞踏会へ行くかが問題だ」

　鈴雄がまた悩み始めた頃ころだった。

「王子様！　こんなところで何をなさっているのですか？」

　しゃがれた声に振り返った鈴雄は、背はい後ごにいた人物にペコリと頭を下げた。

「あ、こりゃ校長先生。いつも小鈴がお世話になってます」

「校長？」

　男は怪け訝げんそうに眉まゆを顰ひそめた。

「何を言っておられるのですか？　王子。それにそのいかがわしい格かつ好こう。早くお取りください」

「は？」

「今日はお后きさきを決める大切な舞踏会。城にいてくれなければ困りますぞ。王子」

「僕が………王子？」

「ささ、早くこちらへ」

　鈴雄は白い馬が引っ張る馬車に詰め込まれた。

「王子の可愛かわいがっておられるポチも心配していましたぞ」

「きゃいんきゃいんきゃいん」

　小動物が鈴雄の足に体をすりつけた。

「不ぶ細さい工くな犬だな」

　鈴雄はポチを膝ひざに乗っけて馬車の窓から外を見つめた。

「まさか僕が王子だったなんて…………夢の世界も捨てたもんじゃないぞ。ずっといちゃおうかな」

　なんとなく嬉うれしくなって鈴すず雄おはほくそ笑むが、すぐに表情を固める。

「いかん。バクに食われてからじゃ遅おそいんだ。なんとかしないと………しかしどうやって」

　その時、鈴雄は王子の法則に気がついた。






　　王子の法則




　　王子様は王様の息子むすこである。

　　王子様はとっても偉えらいのである。

　　偉いから皆王子の言うことを聞くのである。

　　尻しりからソフトクリームを出すカエルを持ってこいといっても皆怒おこらず血ち眼まなこになって探すのである。








　鈴雄は思い切り威い厳げんを持って隣となりの黒くろ柳やなぎ校長に話しかけた。

「あ～～、ちみちみ。紙と色鉛筆を用意してくれないか？」

「ここにありますが……王子一体何を」

「余よがここに描く動物を国中に申し渡して探させてくれ。よいな」

「はは～～」

　黒柳校長はうやうやしく頭を下げた。

　きっもちいいな～～～～。

　なんて鈴雄は思いながら渡された色鉛筆を紙に当てた。

　ピタリ！

　色鉛筆は沈ちん黙もくしたままだった。紙は白いままだった。

「はて」

　鈴雄は思い切り深しん刻こくに呟つぶやいた。

「バクってどんな姿してんだ？」

　致ち命めい的てきだった。
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　お城で華はなやかな舞ぶ踏とう会かいが行われている頃ころ。

　シンデレラは台所の掃そう除じをしていました。

　かわいそうなシンデレラは舞踏会に行くことを許してもらえず、灰かぶりの服のまま家の仕事を言いつけられたのでした。

「あ～～～～ぁ」

　シンデレラは天てん井じようを見上げると呟いた。

「お城の舞ぶ踏とう会かいか。アタシも行きたかったなぁ」

　シンデレラがそう呟つぶやいた。と、

「うぅぅぅ」

　いかにも苦しげな呻うめき声が、扉ドアの外から聞こえてきた。

「なんだろ？」

　シンデレラは扉を開け、地面に倒れる老人を発見した。

「大丈夫？」

「腹減った」

　老人は最後の力を振り絞しぼってそれだけ言った。

　シンデレラは大急ぎで台所へ戻もどると自分の夕飯の黒パンを手にした。

　老人は黒パンを丸まる吞のみにすると目を白黒させてシンデレラに頭を下げた。

「ありがとう。おかげで助かったよ。あちこち食べもの屋を訪ねたが誰だれもいなくてな。死ぬかと思った」

「今日はお城で舞踏会なの。だからほとんど留守してるの」

「そうじゃったのか………お主ぬしは行かんのか？」

「行きたいけど……お城遠いし、今からじゃ間に合わないし」

　シンデレラは悲しそうに呟いた。

「そうか」

　老人はしばし考えてからニッカリと笑った。

「パンのお礼じゃ。ワシがなんとかしてあげよう」

「本当！」

「ああ、本当じゃ。取りあえずカボチャを持ってきてくれんかの」

　シンデレラはとびっきり大きいカボチャを持って来た。

　老人はカボチャを受け取ると、シンデレラに背を向けて何やらゴソゴソし始めた。

「分かった！　カボチャに魔ま法ほうをかけて馬車にするんでしょ？」

　シンデレラが後ろから覗のぞき込むと、老人はカボチャを鍋なべで煮にて食べていた。

「仕事するのに体力がいるからの」

　シンデレラは後ろからバットで殴なぐりつけてやろうかと一いつ瞬しゆん思った。

「この近くの粗大ゴミ置場に連れてってくれんか？」

　粗大ゴミ置場に連れてかれた老人は、腕うで捲まくりをすると貧ひん弱じやくな手にスパナとかレンチとかを握にぎり締めた。

「さてと」

　ドンガラシャンガラシャン。

「完成じゃ！」

　世界のあらゆる法則を無視して、そいつは完成した。

「これなら城まであっという間じゃ」

「あの…………ちょっとこれは」

「何かおかしいか？」

「アタシ別にお城へ戦争しに行くわけじゃないんだからさ」

　シンデレラは、目の前の戦車を見つめながら申し訳なさそうに言った。
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「もっとこう、メルヘンチックっていうか、乙おと女めチックっていうかさ」

「乙女チックメルヘンチック。お子様向けのデザインにしろってことかいな」

　老人は眉み間けんにタテジワを作った。

「想像がつかんな」

「待ってて、今絵に描くから」

　シンデレラは棒を引っ張り出すと地面にしゃかしゃかとデザイン画を描いた。

「アタシ得とく意いなの」

「こ～～ゆ～～戦車が好みなのか？」

「誰だれも戦車だなんて言ってないよ」

「分かった、なんとかやってみよう」

　老人は作業を開始した。

　ドンガラシャンシャンシャン！

「こんなもんかいの」

「…………」

　シンデレラは何も言えなかった。

　完かん璧ぺきだったのだ。

　恐おそろしく悪趣味に塗られた色彩。見ているだけで背筋が痒かゆくなるようなデザイン。瞳ひとみの奥で星がまたたいちゃうような馬車だ。

「これよ。これなのよ。ありがとう。魔ま法ほう使つかいさん」

「いや、ワシは魔法使いなんてもんじゃ──」

「でも………」

　またシンデレラはロンリーな顔になった。

「こんな服じゃ舞ぶ踏とう会かいなんかに行けないよ。ドレスとかじゃないと」

「ドレスか………装そう甲こう服ふくとかならなんとか作れんこともないが……」

　老人は唇くちびるを嚙かみ締めて考え込んだ。

「はは、いいよ。アタシが舞踏会に行くなんて無む理りだったんだ」

「諦あきらめるでない。ワシは一度口にしたことは必ずなし通す主義じゃ！　ちょっとそこで待っておれ！」

　老人はタンポポにそう告げると粗大ゴミ置場を後にした。




「少々手て荒あらな真似をするが仕方あるまい」

　老人はスパナを握にぎり締めると明かりのついていた家へ飛び込んだ。

「ドレスを出せ！」

「はいはい」

　筋肉で作られたような男がのっそりと出てきた。

「半日でこれだけ。一日レンタルだとお得とく。さらに一週間レンタルだと」

「なんじゃと」

「だからドレスのレンタル料ですよ」

　老人は外へ出て建物をよく見てみた。

『貸かし衣い装しようのヤマモト』

　それは貸衣装屋さんだった。

　店の兄ちゃんはものすごく強そうだった。喧けん嘩かして勝てる相手とは思えない。

　老人は素直に財さい布ふを吐はき出した。

「これしか手持ちがないんじゃが」

「う～～む。かなり足りませんが、まぁいいでしょう。ただし今夜十二時までに返してください」

「十二時か」

「一時間毎に延えん滞たい料金をいただきますから」




「ほれ！　ドレスじゃ！」

　突き出されたドレスに、シンデレラは目をまん丸くして驚いた。

「すごい。すご過ぎる。やっぱりあなたは魔ま法ほう使つかいに違いないわ」

「じゃからワシは魔法使いなんてもんじゃ──」

　シンデレラは老人の話も聞かず粗大ゴミ置場の陰かげに飛び込むと着替えを始めた。

　すぐに飛びだして来る。それはもはや灰かぶりなんかじゃなかった。

「ほぉ、なかなか似合うではないか。これで舞ぶ踏とう会かいに行けるじゃろ」

「でも………」

「なんだ、まだあるのか」

「靴が…」

　シンデレラはみすぼらしい靴を見下ろしロンリーに呟つぶやいた。

「注文のうるさい奴やつじゃな」

　老人は奥歯で青虫をかみ潰つぶしたような顔を見せた。

　と、粗大ゴミ置場に靴が落ちているのを見つけた。

　老人はこれ幸いとそれを拾い上げると服でごしごしと擦こすった。

「ほれ、靴じゃ」

「噓うそ！」

　シンデレラの目が絵皿になった。

「魔法使いさん。ありがとう」

「じゃからワシは魔法使いなんかじゃなく………」

　そこで老人は言葉を止め、しばし考えてから重々しく言った。

「いかにも、ワシは魔法使いじゃ」

「やっぱり」

「でだ。今夜十二時を過ぎたら延えん滞たい料金……じゃなくて魔法が解とけてしまうからの、それまでに帰ってくるよ～に」

「十二時ね。分かったわ」

「よし、それじゃ楽しんで来るがいい」

　シンデレラが、メルヘンチックな馬車に乗り込んだ。

「それじゃ行ってきま～～す」

「十二時じゃからな！　延滞料金じゃからな！　忘れるでないぞ！」

　遠ざかる馬車に老人は声を張り上げた。

「さてと………」

　ポツンと取り残された老人は、しばし無言で立ち尽くした。

「それにしても、ワシは一体誰だれなんじゃろうか？」

　通りすがりの老人は思い切り首を傾かしげた。
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　お城の舞ぶ踏とう会かいは、そりゃあもう賑にぎやかなものだった。

　高級そうなフロアには高級そうな音楽が流れ、高級そうな料理が並べられ、そして高級そうな人々が踊おどる。

「ほっほ、なかなかの粒つぶぞろいでございますな」

　黒くろ柳やなぎ校長は細い目をさらに細めた。

「いかがですか王子様。お気に召めす娘はおりましたかな？」

　隣となりの高級そうな椅い子すに目を向けるが………。

「はぁぁぁぁぁぁぁぁ」

　我らが王子、鈴すず雄お君はぼんやりとしつつため息を吐はき出した。

「あの、王子？」

「はぁぁぁぁぁぁ」

「お后きさきを」

「はぁぁぁぁぁぁぁぁ」

　いくら黒柳校長が声をかけても、鈴すず雄おは膝ひざの上のポチを撫なでてるだけだった。

「じいが必死に考えた苦く肉にくの策さくも、意味なかったようでございますね」

　黒柳校長（夢の世界ではじい）は落らく胆たんのため息を吐き出すと、自室へと引っ込んでいった。

「はぁぁぁぁぁぁぁぁぁ」

　黒柳校長が離れて行ったのも気がつかず、鈴雄はひたすらため息を吐き出すマシーンと化していた。

　世界一無意味なマシーンだった。

「バクがどんな姿か分かってなくちゃ探しようがないし………」

　無意味なマシーンは、やっとこさ言葉を覚えた。

「誰だれか動物に目め茶ちや苦く茶ちや詳くわしい人がいればいいんだが」

　そこで鈴雄はピタリとポチを撫でる手を止めた。

「動物に詳しい人………」

　鈴雄の脳のう裏りに一人の女性が浮かび上がる。

　ボンキュッバーンで青少年殺しの肉体だけど、鈴雄が知る限り一番の大おお飯めし食ぐらいの彼女だ。

　昔彼女がこう言っていたのを思い出した。

『どこをどう踏みつければ男が喜ぶか私は知りつくしてるわ。でもそれ以上に詳くわしいのは動物のことよ』

「そうだ！　沙さ由ゆ里りさんは動物園をやってたとか言ってたっけ。バクの姿を知ってるかもしれない」

　鈴すず雄おは椅い子すから飛び降りると舞ぶ踏とう会かい場じようを飛び回った。

「王子様よ」

「キャーどうしましょ」

「王子様一いつ緒しよに踊おどってぇぇぇ」

　なんて嬉うれしいお声が飛び交うが、鈴雄は全すべてを無視して沙由里捜そう索さくに当たった。

　捜索隊の活動はしばらく続いたが、彼女を発見することはできなかった。

「沙由里さんも体育館で眠ってて、夢の世界に来てるはずなのに、ど～～していないんだ？　これじゃ話にならんじゃないか」

　鈴雄は落らく胆たんしてがっくりと膝ひざを落とした。

　キュ～～～ン。

　ポチが慰なぐさめるように鈴雄の膝元に体を擦こすりつけた。

「はは、慰めてくれてるのかい。ポチ。お前さ、ポチ。裏の畑で鳴かなくてもいいから、バクを見つけてくれないかな？」

　冗じよう談だん半分で言った鈴雄。しかしポチはまかしてくれと言わんばかりにコックリと頷うなずくとクンクン鼻を鳴らして歩き始めた。

　クンクンクンクン。

　まるで犯人の匂においをたどる警察犬のように、ゆっくりとだが確実に進む。

「おい、ひょっとしてひょっとしちゃうのか？」

　鈴雄はポチの後を慌あわてて追いかけた。

　ポチはフロア中央のテーブルの下へと入って行くとワンと景気よく吠ほえた。

「そこか！」

　鈴雄はテーブルクロスをまくり上げて中へと頭を突っ込んだ。

「こいつは！」

　テーブルの下にあったのは、それはそれは高価そうな皮のバッグでしたとさ。

　ちゃんちゃん。

「こ～～ゆ～～～～こてこてギャグはお呼びじゃないんだってば」

　鈴雄はテーブル下でがっくりと頭を落とした。




「ここが舞踏会会場ね」

　小こ鈴すず（夢の中ではシンデレラ、だからここではシンデレラ）はきらびやかなホールに瞳ひとみを潤うるませた。

「ちょっと道に迷まよっちゃったけど、なんとか間に合ったわ」

　ここで王子様とかろやかにダンスを踊おどるのが彼女の一番の夢だった。

　ちなみに二番目の夢はメロンを腹いっぱい食べることだった。

　ぱっと見ると料理のテーブルには明らかにメロンぽいものもある。

　シンデレラは一番と二番の夢が同時に叶かなうのを確信した。

　そんな幸せな彼女の目の前を、そいつは音を立てて飛んで行った。

　蚊かだった。

　おいしそうな露ろ出しゆつ度どの高い尻しり軽がる女達がたくさんいるのだ。季節外はずれに一匹くらい迷い込んできても不思議ではない。

　蚊はこれ幸いにとハシゴしているようだった。

　彼は気がつくべきだった。最強の天敵が近くにいることに。

　アンカインドリーな二人の姉の言いつけで、薄着一つで真夏に草刈りすることもザラなシンデレラ。

　彼女はいわば極限で鍛きたえられたマスキートキラーなのだ。

　シンデレラの中に眠るマスキートキラーの血液が沸わき上がった。

　シンデレラは右手を振り上げた。

　狙ねらった獲え物ものは逃さない黄おう金ごんの右手だ。

　プ～～～～ンと飛んでった蚊は一休みするためか着地する。

　テーブルから突き出たプリンとしたオシリに蚊は止まった。

　でもそんなオシリなんてシンデレラには見えてなかった。

　シンデレラの目には、ターゲットスコープの射しや程ていに入った蚊しか映うつってないのだ。

「せりゃぁぁぁぁぁぁぁぁ」

　シンデレラは思いきり平ひら手てを叩たたきつけた。これまで何匹もの蚊を地じ獄ごくに送り込んだ業わざ物ものだ。

　バッチィィィィィン！

「ぎゃひぃぃぃぃぃ！」

　テーブルを突き飛ばして、青年が飛び上がった。

　青年は豪ごう華かな服を着て、いかにもって王おう冠かんを頭の上にくっつけていた。

「え？　もしかして………王子……様」

「どうした？」

「その娘が王子様のオシリを思いきり引っぱたいたんです！」

「なんだと。とんでもない小こ娘むすめめ。追い出してやる」

　たちまちシンデレラは兵士に担かつぎ上げられてしまった。

　シンデレラは思った。

　これからは、他人のオシリの上の蚊かはなるべく叩たたかないようにしようと。




「いってぇぇぇぇぇ」

　情けなく、尻しりを押さえて飛び回ってから鈴すず雄おは犯人へと目を向けた。

「誰だれなんだよ。まったく。人が下くだらないギャグで落ち込んでる時に……あれ？」

　兵士に担かつぎ上げられる少女は、どこか見覚えのある奴やつだった。

「小こ鈴すずじゃん。なんでこんなとこ……そうか、ここではシンデレラなんだもんな。魔ま法ほう使つかいと会ってドレスをもらったのか」

　兵士に担ぎ上げられたシンデレラは、必死に弁べん解かいしていた。

「蚊がいたの！　雄おすの蚊は血を吸わないけど産卵前の雌めすの蚊は血を吸うの！　針は七本あって最初に血液が固まらないよう特殊な液を相手の体内に流し込むの。だから痒かゆくなるの！」

「あいつ、えらく詳くわしいじゃないか」

　どっちにせよつまみ出すつもりはない。

　鈴雄は兵士に待ったをかけようとして口をひらきかけ、そこで止まった。

　鈴雄は、以前タンポポが言っていた言葉を思い出した。

『一番好きな食べ物はメロン。一番好きな動物は宇宙ネコ。でもって一番好きな歌手は火星のピロポン。一番好きなテレビ番組は宇宙動物わくわくランド！　宇宙にいたころは毎週欠かさず見てた！　だから少しは生き物について詳くわしいよ』

「待て！！！！！」

　鈴雄は血けつ相そうを変えて兵士の前に躍おどり出た。

「放せ？」

「は？」

「いいからその娘を放せ！」

「まぁ、王子様がそう言うのでしたら」

　兵士はしぶしぶとシンデレラを下ろした。

「オシリ大丈夫？　ごめんね。でも本当に蚊がいたんだよ。噓うそじゃないよ」

　ここでも必死に弁べん解かいするシンデレラの肩をがっしりと摑つかみ、鈴雄は熱い瞳ひとみで叫んだ。

「バクって知ってるか？」

「へ？」

「バクだ！」

「バクでしょ。知ってるけど」

「絵に描けるか？」

　シンデレラはコックリと頷うなずいた。

　鈴すず雄おの顔が歓かん喜きのそれへと変化する。

「おっしゃぁぁぁぁぁぁぁ。でかしたぞ！」

　鈴雄はシンデレラの手を取ると幸せのダンスを踊おどった。

　ちょっと予想とは外はずれたけど、シンデレラは第一の夢がかなって嬉うれしかった。




「おぉぉぉ、王子があのように楽しそうに女性と」

　部屋から戻もどってきた黒くろ柳やなぎ校長は感かん慨がい無む量りように涙を流した。

「じいは嬉しゅうございますぞ」

　黒柳校長は喜んでたけど、その他多数の玉たまの腰こし目的の女達は皆不ふ機き嫌げんだった。

「ったく、誰だれだあの女？」

　朝あさ香か（夢の世界ではいじわるな姉１）は鳥のもも肉にかぶりつきながら不機嫌に言い放った。

「ねぇ、アサカお姉様。あの女。気のせいかシンデレラに似てない？」

　瑠る璃り（夢の世界ではいじわるな姉２）がバナナ片手に呟つぶやいた。

「気のせい。気のせい。シンデレラがこんなとこ来るわけないだろ。さっさと飯めし食って帰ろうぜ」




「おぉぉぉっと、こんなことして踊ってる場合じゃないんだ！」

　ホール中を踊り回り、バルコニーに飛び出した時点で、鈴雄はやっと本来の目的を思い出した。

「さぁ、この紙にバクを書いてくれ！」

「アタシ、メロン食べたいんだけど」

「いいから！　さっさと描くんだ！　こいつが終わったらメロンなんざいくらでも食わしてやる！」

　鈴雄の尋じん常じようじゃない迫はく力りよくに、シンデレラはコクリと頷うなずいた。

　なんてたって相手は王子様なのだ。逆さからったら首チョンパにされるかもしれない。

「じゃぁ、描きま～～す。絵は得とく意いなの」

　シンデレラは画用紙に慣れた手つきでクレヨンを這はわせた。

「ここがこうなってて、それでここがこ～～で、それでもってここが。ここらへんの描き込みが重要ポイントなんだよ」

　大だい腸ちようを細こま切ぎりにされるような時間が経過した。

「できた！」

「でかしたぞ！」

　鈴雄は画用紙をひったくり、その芸術的な絵に目を落とした。

　それはそれは立りつ派ぱなワニ皮のバッグが描かれていた。

「うおぉぉぉ。だからこ～～ゆ～コテコテギャグはいいんだってば！」

　鈴すず雄おは画用紙を放り出すとバルコニーで転ころげ回った。

「ごめ～～ん。ちょっと場を盛り上げようと思ってふざけてみたんだけど………」

「この手のギャグは嫌きらいじゃないが時と場合ってのがあるんだ。今は最高にお呼びでない時なんだ！」

「今度はちゃんと描くよ。バクって動物あれでしょ。夢を食べるっていう」

「そうだよ。それなんだよ。実はこれは夢の世界で今バクに食われそうに、まぁいい。とにかく描いてくれ」

「今度は真ま面じ目めにやるよ。うん」

　シンデレラは改めてクレヨンを握にぎり締めた。

「え～～とね。バクってのは確かこんな感じでこんなになってて、それでここんところが」

　ご～～～んご～～～～んご～～～ん。

　時を告げる鐘かねの音が鳴り響いた。その数十二回。

「あ！！！」

　シンデレラは手を止めると空気を一いつ気き飲みした。

「いけない！　十二時を過ぎたら魔ま法ほうが解とけちゃうんだった。ごめんね。王子様」

　シンデレラは画用紙とクレヨンを鈴雄に押しつけると駆け出した。

　鈴雄は画用紙を見た。

　奇き妙みような動物の手足しか描かれていなかった。

「だぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！」

　もちろん、こんなもんじゃ手がかりにならない。

　鈴雄は画用紙をほっぽり出すと慌あわててシンデレラを追いかけた。




「ま、しっかり食うもん食えたし、よしとするか」

　たらふく食った朝あさ香かと瑠る璃りはさっさと家路についていた。

「ああ、王子様。どうしてルリを選んでくれないのかしら？」

　瑠璃はさめざめと涙をこぼした。

「お前趣味悪りーな。あんな奴やつがいいのか？」

「アサカお姉様には分かんないのよ。王子様ににじみ出る素す晴ばらしいさが」

「俺おれの趣味じゃないね。あんな軟なん弱じやくな奴！　趣味であるわけがない！　そうに決まってるさ！」

　自分に言い聞かせるように朝香は何度も口のなかで呟つぶやいた。と不ふ意いに足を止める。

「なんだ？　この思いきりベタベタなデザインの馬車は」

　路みち脇わきに、ものすごくプリプリでポムポムな馬車が止めてあった。

「うわ～～～、悪趣味！　まるでどっかの玩具オモチヤ会社のデザイナーの人がデザインしたみたい」

「こんなのに乗ってくる奴やつの気がしれねえぜ」

　朝あさ香かは馬車を思いきり蹴け飛とばした。

　ガチョ～～～～ン！

　バネが跳はね上がるような音がして馬車が真っ二つに割れた。

　そして中から出てきたのはでっかな砲台だった。

「アサカお姉様。ヤバイんじゃないの？」

「うろたえるな。こっちを蹴飛ばしたんだから反対側を蹴飛ばせば元に戻る。機械ってのはそんなもんだ」

　朝香は馬車の反対側を思いきり蹴飛ばした。

　ドッカ～～～～～～～ン！

　城へ向けて砲弾が発射された。

「お姉様！」

「う～～～む」

　朝香はしばし考えてから唸うなるように言った。

「殴なぐった方がよかったかもしれん」




「待つんだ！！！」

　鈴すず雄おは階段を駆かけ降りようとしていたシンデレラに飛びついた。

「王子様！　十二時がアタシのタイムリミットなの！」

　シンデレラは身をよじって鈴雄から逃れようとした。

「うるさい！　こっちは体育館で眠ってる皆様の精神がかかってんだ！」

　鈴雄はシンデレラの足を摑つかんだ。

「たとえ、童話の神様が化ばけて出てきても、お前を帰させるわけにはいかん！　頼むから絵を仕上げていってくれぇぇぇぇ」

「でも十二時で魔ま法ほうが切れちゃうの！　そしたらドレスも馬車も消えて、アタシは………アタシはもとの灰かぶり………」

　シンデレラはふと怪け訝げんそうに眉まゆを顰ひそめた。

　ひゅるひゅるひゅるひゅる。

　なんか妙みような音が聞こえてくるのだ。

「王子様。あれ何の音？」

「さぁ？」

　鈴雄は音のする方向を見た。

　なんかミサイルみたいなもんが白い煙けむりの尻尾しつぽを引っ張ってこっちに飛んで来るのが見えた。

「おいおい、いくらなんでもシンデレラの世界にそれはないだろ」

　鈴すず雄おはニヒルにそう呟つぶやいてみたが。

　ちゅど～～～～ん！

　それはあった。




「お目覚めでございますか？」

　お目覚めになった鈴雄の前には、黒くろ柳やなぎ校長の心配そうな顔があった。

「はて、僕は一体」

「何者かがお城に砲弾を打ち込んだのでございます。目下犯人を追つい跡せき中ちゆうでございます。心配なさらぬようごゆっくり」

「ああ」

　鈴雄は、窒ちつ息そくするんじゃないかってくらいめりこむベッドに体を埋うずめた。

「って眠ってる場合じゃないんだ。朝になってるじゃないか！」

　鈴雄は飛び起きるとカーテンをひっぺがして差し込んでくる日の光に目を細めた。

「こーしちゃいられない。早くバクを探さなくちゃ皆で仲良く永久熟じゆく睡すいじゃないか！」

　そのためには、バクの姿を知っているシンデレラに絵を描いてもらわないといかん。

「小こ鈴すず、いや、昨日僕と踊おどってた娘をここに連れてくるんだ！」

　鈴雄は王子様らしくぴしゃりと命令した。

　黒柳校長は無言で顔を曇くもらせた。

「あの……その件けんなんですが……」

「どうした？」

「こちらとしても是ぜ非ひとも王子のお后きさきとして迎えたく血ち眼まなこになって探してはおりますが……いまだ素す性じようが分からないのです」

「素性が分からない？　そ～～か、シンデレラの世界だもんな」

　王子様は舞ぶ踏とう会かいで出会った女性に再び会いたいと願いました。しかし彼女が誰だれなのか、謎なぞなのでした。

「ま、心配するな。セオリー違反で訴うつたえられるかもしれんが顔見りゃ分かるんだ」

　鈴雄がベッドから勢いよく飛び降りた時だった。

　ベッドの端はしからコロリと何かが落ちた。

　拾い上げてみるとそれはガラスの靴だった。

「ははぁ、靴だけはセオリー通りに残していったんだな。なくても困らんけど」

　鈴雄はガラスの靴をポイと投げ捨てたが、黒柳校長が腰の骨でも砕くだけるんじゃないかってアクロバットでそれを受け取った。

「王子！　見つける方法がございましたぞ！」

　黒くろ柳やなぎ校長は瞳ひとみを大きく見開いて鼻の穴も大きく開いて、ついでに息も荒くした。

「王子、じいに妙みよう案あんがございますぞ。このガラスの靴にピッタリの人物を探せばいいのでございます！」

「いや、そ～～ゆ～～夢のある話は好きだけど現実問題として同じ足のサイズの人間なんていくらでも」

「お前達！　さっそく国中にお触ふれを出すんだ。王子のお后きさき決定コンテスト初夏の太陽の下でフィステバルｉｎラベンダーの香かおり漂ただようお城の中庭！　を執とり行うのじゃ！」

「お～～～い！　帰っておいでよ～～～」

　鈴すず雄おがいくら呼びかけても、黒柳校長は帰ってこなかった。

「まぁいい。こっちはこっちで探すさ。顔は知ってるんだ。最初会ったへんをぶらついてれば……」




　　　　　４




『王子のお后決定コンテスト初夏の太陽の下でフィステバルｉｎラベンダーの香り漂うお城の中庭！』

　無意味に無意味なアーチの下、国中から数え切れないほどの女性が集まった。

　ステージ中央には、猿さるぐつわして椅い子すに縛しばられてる鈴雄がいた。

　一人で探しに行くぅぅぅっと駄だ々だをこねた結果がこれだった。

「ルールはいたって簡単です」

　黒柳校長がチャレンジャーにルール説明をしていた。

「会場に到着した順にゼッケンをつけてもらってます。その番号順にステージに上がって靴に足を入れてもらいます。ぴったりとはまった方がいた時点で競技は終了。お后が決定というわけです。詳くわしい測定の方法は」

　延えん々えんと続くルール説明を詳しく聞きもせず、少女が真ん前に陣じん取どっていた。

「敗者復活戦って感じね。アサカお姉様」

　鉢はち巻まきして燃え上がる瑠る璃りである。

「おう」

「でも、どうしてアサカお姉様まで来たの？　趣味じゃないんでしょ」

「引いん率そつだよ引率。お、あれが噂うわさのガラスの靴か。思ったよりちーせー………」

　誤ご魔ま化かすように、朝あさ香かはうやうやしく運ばれてきたガラスの靴に目を向けた。

「なぁ、あの靴って、この間お前が犬のフン踏みつけて汚いからって捨てた奴やつによく似てないか？」

「え？　まさか………………」

　瑠璃は靴をしげしげと見つめ、目を見開いた。

「間違いない！　あれはルリの靴よ！　ウ○コ踏んじゃった腹いせに電柱を蹴け飛とばして作ったヒビがつま先斜め四十五度あたりにハッキリと見えるわ！」

「お前、目がいいんだな」

「どうしてあの靴が………」

　しばし、世界で一番悩む少女と化していた瑠る璃りだが、すぐにニタラって笑う。

「別に悩む必要もないんだ。あの靴に足を入れてしまえばルリが王子様のお后きさき様になって、幸せ遊歩道をスキップよ」

　瑠璃は小こ躍おどりして喜んだ。

「それでは、ゼッケン一番、ルリ選手」

「は～～～～い！」

　瑠璃はスキップ踏みながらステージへと上っていった。

「王子様。ちょっと待っててね」

　自分の靴をポーンと脱ぎ捨てると、瑠璃はガラスの靴に足を伸のばした。

　お后決定までの距離がずんずんと縮ちぢまっていく。

　５・４・３・２・１・

「危ねぇぇぇぇぇぇぇ！！！」

　運命の決まるその瞬しゆん間かん、瑠璃は何者かに弾はじき飛ばされた。

「アサカお姉様！　一体何を」

「いや、ちょっとはぐれ牛が突っ込んでくるような気がしてな。気のせいだったらしい」

「もう！　せっかく幸せ遊歩道すぐそこだったのに」

　瑠璃は立ちと上がるパンパン膝ひざを払い、そしてムンクの叫びになった。

「あ～～～、ガラスの靴が粉こな々ごなにぃぃぃぃなってるぅぅう！」

　ガラスの靴、犬の糞ふんを踏みつけ、ゴミ捨て場に捨てられていたところを通りすがりの老人に拾われる。その後、灰かぶりな少女のものとなり優ゆう雅がな舞ぶ踏とう会かいに参加、さらにはお后決定のキーアイテムとなる。

　彼の波は乱らん万ばん丈じようの人生がここで終わった。

「壊れちまったのか？　いや～～駄だ目めだな。これだからモロイ靴は。まぁ不幸な事故だ。許してくれ」

「アサカお姉様！」

　瑠璃は涙と鼻水に濡ぬれた顔でキッと睨にらみつけた。

「お姉様の魂こん胆たんなら分かってるわ。趣味じゃないとか言いながら本当は王子様のこと気に入ったんでしょ」

「なんだと」

「実はあ～～ゆ～～タイプ嫌きらいじゃないってこと知ってるもの。卑ひ怯きようだわ。いくら自分に自信がないからって」

「もう一ぺん言ってみろ」

　朝あさ香かのこめかみに十じゆう字じ架かが浮かんだ。これは暴力警戒注意報だが、瑠る璃りはかまわず続ける。

「何度だって言えるわ。乱らん暴ぼう女おんな。凶きよう暴ぼう女おんな。がさつ女。男にもてるわけないわよね。誰だれだって命は惜しいんだから」

「てめえ、覚かく悟ごはできてんだな！」

　朝香は切れた。夢の世界でも現実世界でもこうなった朝香の戦闘能力はケタ違いにアップする。

「負けないわよ」

　瑠璃も凄すごんだ。右手には今世紀最強の凶きよう器き、耳かきが握にぎられていた。

　夢の世界でも現実世界でも、自分の恋こい路じを邪じや魔まする奴やつに対しては容よう赦しやない性格なのだ。

　王子のお后きさき決定コンテスト初夏の太陽の下でフィステバルｉｎラベンダーの香かおり漂ただようお城の中庭！、は、驚きよう異い、姉妹対決！　命を賭かけた愛の争そう奪だつ戦せん、に発展しそうだった。

　血の雨の惨さん劇げきを鈴すず雄おをはじめ観客一同予想したが、一人の少女が体を張ってそれを止めた。

「駄だ目めだって。アサカお姉様もルリお姉様もこんなとこで喧けん嘩かしちゃ」

「黙だまってろ！　これは俺おれ達の問題なんだシンデレラ！」

「そうよ、シンデレラは引っ込んでて」

　朝香はパタパタと走ってくるシンデレラに足をひっかけて転ころばせた。

　瑠璃はシンデレラの背中を踏み踏みした。

　矛ほこ先さきがシンデレラに向かうことで、二人の常識外はずれの衝しよう突とつが免まぬかれたのだ。

「モガモガモガモガモガモガ」

　鈴すず雄おは暴あばれた。必死に暴れて、なんとか自力で縄なわ抜けをすると猿さるぐつわをかなぐり捨てた。

「やっと見つけたぞ！」

　鈴雄は、いじわるな姉１、２の猛攻に耐えるシンデレラを救出する。

「王子様！」

　感激するシンデレラに鈴雄は画用紙とクレヨンを突きつけた。

「さぁ、この画用紙にバクの絵を」

「王子！　そのような薄うす汚ぎたない娘に近寄るのはお止めください！」

　二人は不幸にも引ひき剝はがされた。

「よく見ろよ！　昨日の娘なんだぞ！」

「駄だ目めでございます」

　黒くろ柳やなぎ校長は首を横に振るときっぱりと言った。

「証しよう拠こがございません！」

「僕が本人だって言ってるじゃないか！　顔で分かるんだよ！　お前らだって顔見りゃ分かるだろ！」

「そ～～ゆ～～ズルはいけません」

「ズルとかそ～～ゆ～～問題じゃないだろ！」

「そ～～ゆ～～問題です」

　あくまで、シンデレラの夢ではシンデレラのようにことを運ばなくちゃ気がすまない連中だった。

「くそぉ」

　にっちもさっちもいかなかった。

　このままここでにっちもさっちも音おん頭どを踊おどっていても意味はない。

　鈴すず雄おはこいつらを納なつ得とくさせる方法を必死に考えた。

　チクショーあそこでメロンでも食わせときゃよかったかもしれん。そしたら歯形で……。

　歯形？　待てよ…………！

　鈴雄の頭に、すばらしきアイデアが浮かび上がった。

　鈴雄は迷まよわずズボンを脱いだ。

　鈴雄のオシリにはくっきりと手形がくっついていた。

「どうだぁ、この手形とぴったり合えば証明になるだろ！」

　パンポカパ───ン！

「確かに、そういうことなら」

「あの娘だと証明できる」

　黒くろ柳やなぎ校長達は、しょーもないことに納なつ得とくした。

「さぁ、娘よ。王子のオシリに掌てのひらを当てるがいい」

　重々しく、鈴雄のオシリが突き出された。

「アタシそんなとこ触さわりたくない」

「だぁぁぁぁぁぁぁぁ。世界の命運がかかってるんだぞ」

　鈴雄が詰め寄った。あくまで抵抗するんなら縛しばりつけてでもことはすますって迫はく力りよくだ。

「分かった。やればいいんでしょ。やれば」

　シンデレラは泣きそうな顔で手を出した。




　照しよう合ごう作業が行われています。お見苦しいのでしばらくお待ちください。




「おぉぉ、間違いない。ぴったりじゃ！　彼女こそ昨晩の娘だ！」

「すぐに結婚式の支し度たくをせい！」

　いろんな物事があわただしく経過した。

　一いつ瞬しゆんの間に！

「きぃぃぃ、悔くやしい。どうしてシンデレラが」

「ちくしょー、俺おれも一発ひっぱたいとくんだったぜ」

　ハンカチをビリビリに嚙かみ砕くだく二人を後しり目めに、あっという間に会場は完成した。

　ゼッケンをつけた選手達はそのまま観覧者に変身した。

　タキシードとドレスに着替えさせられた鈴すず雄おとシンデレラはそのまま神父さんの前に立たされる。

「ソレデハ、誓ちかイノ言葉ヲ」

　人々が鈴雄の言葉を待っていた。

　鈴雄はおごそかに画用紙とクレヨンを突き出した。

「さぁ、シンデレラ。この画用紙にバクの絵……」

　ドゴォォォォォォォォォォォォン！

　右の鼓こ膜まくから飛び込んで左の鼓膜へ突き抜けていくような音（逆でも可）とともに空からやって来たのは、びっくりするくらい大きなバッタ型メカだった。

　バッタ型メカは前足でシンデレラをかっさらった。

「ぬわーっはっはっはっは」

　陽光がきらめいてよく見えないが、バッタの頭の操そう縦じゆう席せきからしゃがれた笑いが聞こえた。

「やっとワシが何者か思い出したぞい。ワシは悪の大だい魔ま王おうじゃ。王女はもらって行くぞ！」

[image: ]

　バッタは兵士達を蹴け散ちらし、高く跳ちよう躍やくすると何ど処こかへと去っていった。

「王女を助けて欲しくば！　我が城まで来い！」

　そんな声だけを残して。

　シンデレラとして進展してた夢が、思いきり外はずれた方角に向かいだしたのを、鈴すず雄おは感じた。

　鈴雄は拳こぶしを握にぎり締めると、やるせない気持ちとともに叫んだ。

「誰だれだ！　シンデレラの話を分かってない奴やつは！」




　中なか空そら町まち第一小学校体育館。

　たくさんのお子様と、少しのアダルトの寝息が響く空間に、その音は響いた。

「ヒックション！」

　眠りこける栗くり三さぶ郎ろうのクシャミだ。

　きっと、誰かが彼の噂うわさでもしていたのであろう。

　彼らの夢の中とは反比例して、現実世界はお話にならないくらい平和で和なごやかだった。













　第五章　続・灰かぶり姫がどっこい
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　あるところに城があった。

　見上げるだけで首の骨を痛めちゃうような高い高い城だった。

　そんな高い城の尖せん塔とう、そこに囚とらわれのお姫様はいた。

　お姫様は小さな窓からはるか遠くに地面を見つつ、信じるのだった。

　いつかきっと、伝説の勇ゆう者しやが助けに来ることを。




「だから人違いなのよぉぉぉ」

　シンデレラは手足をばたつかせて叫んだ。

「アタシはシンデレラっていう一般庶しよ民みんなんだから！　お姫様なんかじゃないの！　だから帰してよ！」

『噓うそはいかん』

　狭せまい室内に設置されたスピーカーから声が響いた。

『お前は城にいたではないか』

「だから、あの時はたまたまいただけなんだってば。普ふ段だんは汗あせ水みずたらして灰かぶって働いてるパンピーなのパンピー！」

『証しよう拠こはあるのか？』

「証拠？　そんなもん別に持ってないけど……」

　シンデレラはほんの少し考えると続けて言った。

「そうだ！　お姫様って言ったらお茶とかお花とか得とく意いなんでしょ。アタシにやらせて見てよ。王女様とは思えないくらいすんごいの作っちゃうから」

『一理あるな』

　壁かべから出てきたマジックアームががちょんがちょんと道具を揃そろえた。

「それじゃ、やります」

　シンデレラは神しん妙みような顔つきで座ると作業を開始した。

　すんごいのができた。

　生け花にタイトルつけたとしたらこうなるだろう。

『死にかける星』

　お茶にタイトルつけたとしたらこうだろう。

『最高の毒どく』

「ほら王女様がこんなのできるわけないでしょ」

　シンデレラはこの時ばかしは自分の無ぶ器き用ようがありがたかった。

　しか～～～し！

『素す晴ばらしい』

「は？」

『この一いつ見けん乱雑なようでいて気品あふれる造ぞう形けいは』

「あの～～～」

　マジックアームがお茶を何ど処こかへと運んでいく。

『うむ、この腹の中で自殺未み遂すいでも起こすような刺激的な味わいは普通では出せない』

「お～～～ぃ」

『やはりお主ぬしは王女に違いない。実は顔に見覚えあるから迷まよっていたんじゃがこれで確信が持てた』

「確信なんか持たないでよお！」

『諦あきらめて伝説の勇ゆう者しやが助けに来るのを待つことだな。まあ蚊かに刺されたと思って我が慢まんしてくれい。くつろげるよう努力するからの』

　マジックアームが様々なものを運んでくると置いていった。

　マジックアームが様々なものを運んできた。

　ジュースにソファーに蓄ちく音おん器き。その他モロモロ暇ひま潰つぶしの道具。

「もう！　どうしてこうなっちゃうのよ」

　シンデレラはぷりぷりと怒おこったが、なんら状況が変化するわけではない。

「せっかくだからゆっくりさせてもらおうっと」

　シンデレラはソファーでジュースをストローでちゅーちゅー吸いながら優ゆう雅がに音楽を聞いた。

「お姉様達にいじめられなくてすむし、これはこれで快適かも」

　と、シンデレラは辺あたりをキョロキョロ見渡した。

　それらしい扉とびらがないのに気がついた。

「あの～～～。魔ま王おうさん。ちょっとお聞きしたいんですけどぉぉぉ」

　シンデレラはおずおずとマイクに向かってあれについて尋たずねた。

　マジックアームがそいつを持ってやってくるとシンデレラの前に置いた。

　シンデレラは無言でそいつを眺めた。

　息もできないような沈ちん黙もくが、しばらく続いた。

　シンデレラは途と端たんにひざまずいて両手を組むと祈いのり出した。

「あぁぁぁぁ、王子様……は頼りになりそうもないか。お願い！　誰だれでもいいからアタシを助けて!!」

　シンデレラの目の前には、優雅なスワンのおまるがあった。
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　その頃ころ、王子様は。

　白馬から落ちて腰を痛めていた。

「いたたたたたたたた」

　やっぱり乗馬なんてするもんでないと鈴すず雄おは逃げて行く馬を見送りながら思った。

「チクショー。せっかくバクの絵を描かせるチャンスだったのにぃぃぃ」

　寝ね転ころがって泣き言を言う鈴雄を空を飛ぶ鳥が冷ややかに見下ろして行った。

　空が青かった。

　空気もおいしい。

　それに自分は王子様。

　いっそここにずっといようかなあ？

　ポッと湧わき上がるデンジャラスな考えを鈴雄は必死に振り解ほどいた。

「急がなくちゃ、みんなで永久睡すい眠みんになってしまう！　誰だれか他ほかにやってくれる奴やつがいたら全面的にお任せするけど、誰もやってくれる奴がいないからなんとかがんばるしかないんだ！」

　路みち脇わきに『この先一キロ魔ま王おう城じよう』って看板がたっていた。

「一キロか。かなり近づいたな」

　嬉うれしい半面ちょっと恐こわかったりもする。

　そろそろ魔王の妨ぼう害がいが入ってきても反則じゃない距離なのだ。

「相手はシンデレラの話を分かってない奴やつだからな。どんな障害が待ち受けているか分からん」

　ガサゴソ！

　丈たけの長い茂みが音を立てた。

　なんか出てくる傾向だ。

「おいおい、何が出てくるんだろ」

　普通、この手の物語において魔王の手下といえば、ガイコツ剣けん士しとか牛頭の怪かい物ぶつとかが主流である。

　しかし、今回の相手はシンデレラを分かってない奴なのだ。

　いきなりお侍さむらいが出てくる可能性もなきにしもあらず。

　鈴すず雄おは何が出てきても驚かないように覚かく悟ごを決めると、腰の刀を引っ張り抜いた。

「来るならこい！」

　鈴雄の思いきり元気のない声が響いた直後、そいつらは一いつ斉せいに茂みから飛び出してきた。

「キ────」

「こいつらは…………」

　懐なつかしの怪かい人じん、ショッカーの皆様だった。

　鈴雄は精神的ダメージを五百ポイントばかし食らった。

「誰だれだ！　シンデレラの話を本当に分かってない奴は！」




　体育館。

「ヒーックション！」

　栗くり三さぶ郎ろうはまたクシャミをした。

　きっとまた誰かが栗三郎の噂うわさをしていたのだろう。

　クシャミの後は、また静かな寝息が響く午後の広場になった。

　絵にならない光景だった。だって皆眠ってるだけなんだもん。

　相変わらず、現実世界はつまらな過ぎるくらい平和で穏おだやかだった。




「しかしまぁ、ショッカーで助かったかもしれん。ショッカーっていえば仮面ライダーにキーキーやられて終わるだけだもんな。僕でも勝てるだろう」

　鈴雄は刀を握にぎり締めた。

「さぁ、邪じや魔まするなら容よう赦しやはしないぞ！」

　懐なつかしの皆様が襲おそいかかった。

　ショッカーといえば仮面ライダーにあっという間にやられてしまう役どころ。

　にも関かかわらず、鈴すず雄おは敗北した。

　ショッカーに突き飛ばされ、体を踏み踏みされた。

　現実世界でも生なま身みはめっぽうひ弱な鈴雄は、夢の世界でもやっぱりひ弱だった。

「うぅぅぅ、これまでショッカーは弱いモンだと思ってたけど、本当は仮面ライダーが目メ茶チヤ苦ク茶チヤ強かったのね」

　鈴雄は新たな発見に涙しながら意識を失いかけた。

　その時だった。

「お前ら、チョーシこいてるんじゃねーぞ」

　鼓こ膜まくに飛とび蹴げりでも食らわすような声が響いた。

　鈴雄は薄れる意識の中、視線を動かしそして目を見開いた。

「朝あさ香か！」

　臆おくする様子もなく、威い風ふう堂どう々どうと立つ女戦士アマゾンの登場だった。

「キ──！」

　ショッカーの皆様はおたけびを上げて一いつ斉せいに朝香に襲いかかった。

　相手が悪いとしか言いようがなかった。

　ドカバキゴキ！

　ショッカーはあっという間に大地に沈んだ。

「なんて手て応ごたえのない奴やつらなんだ」

　朝香はまだもの足りなそうにぼやいた。

　現実世界でも無敵の朝香は、夢の世界でもやっぱり無敵だった。

　そんな朝香を見上げ、鈴雄はしみじみと言った。

「君は変わってないなぁ。どっちの世界でも」

「世界？　まあいい。ほら、行くぞ」

　朝香は地面とお友達になってる鈴雄に肩を貸して引っ張り上げた。

「およばずながら力を貸すぜ」

「一いつ緒しよにがんばろ。王子様」

　戦闘が終わるのを見計らって出て来た瑠る璃りもいた。

「二人ともありがとう。でも気をつけくれ」

　鈴雄は忠告するように言った。

「相手はシンデレラの話を分かってない奴だ。常識が通用しないんだ。これから先どんな訳わけ分からない奴が襲ってくるか」

「お前が何言ってんだか分かんねえが心配いらねえぜ。誰だれが来ようと、邪じや魔まする奴やつは倒す。それだけさ」

　朝あさ香かがポケットから取り出したメリケンサックを丁てい寧ねいに拳こぶしに装そう着ちやくしつつ言った。

　朝香にそう言われると、なんか本当に心配いらないような気がした。

「お、さっそく次の奴の登場だぜ」

　朝香は肌はだで気け配はいを感じると嬉うれしそうに笑った。

「さぁ、どんどんかかってこい！」




　それから先は………いろんな意味ですごかった。

　様々な訳わけの分からない奴らが、三人の障害となって押し寄せて来たのだ。

　暴あばれ牛がいた。

　暴れ豚ブタもいた。

　子連れ狼おおかみがいた。

　ねずみ小こ僧ぞうもいた。

　大きなナメクジもいれば大きなカタツムリもいた。

　なんか頭が大きくて瞳ひとみも大きい宇宙人みたいな人もいた。

　金きん角かく銀ぎん角かくと名乗る二人組もいた。

　朝香が名前を言いそうになるのを鈴すず雄おは必死に止めた。

「古今東西ごっちゃごちゃだな」

　朝香が、一つ目小僧を丁寧に殴なぐりつけるのを見ながら、鈴雄は呟つぶやいた。

　最初の頃ころは精神的ダメージを受けていた鈴雄だったが、ここまで来るとある意味慣れた。

「あばよ」

　朝香に殴られた一つ目小僧は泣きながら逃げていった。

「にしても妙みような連中だったな。さっき川に沈めて来た、あの妙な服着てピョンピョン飛び跳ねてた連中は何だ」

「キョンシー」

　鈴雄はやる気のない声で呟いた。

「いかにもトロそうででかい図ずう体たいした奴もいたな。なんか頭にでっかいネジが突き刺さってて」

「フランケン」

「一枚二枚って皿数えてた人もいたよね」

「番ばん町ちよう皿さら屋や敷しきのお菊きくさん」

　鈴雄はふわぁぁぁぁぁっと大おお欠伸あくびをかました。

『魔ま王おう城じようすぐそこ！』って書かれた看板が脇わきに立っていた。

「さて、行くとするか」

　ガサゴソガサゴソ。

　茂みがうごめく。

「性しよう懲こりもなく次の登場ってか」

　朝あさ香かはうんざりした声を上げながらも戦闘の構かまえを取った。

「いくらなんでも、これ以上訳わけの分からないものはないだろう」

　そう呟つぶやく鈴すず雄おは甘あまかった。

　そいつは茂みからぬっと頭を出した。

「ギャオォォォォォォォォォォン！」

　気を抜けば世界の反対側まで吹き飛ばされそうな声でそいつは吠ほえた。

　ゴ○ラだった！

　鈴雄はひっくり返った。精神的ダメージはこれまでとは比べものにならなかった。

「誰だれだ！　シンデレラの話をここまで分かってない奴やつは！」

　現実世界で誰かがクシャミをしたが、まぁ誰だか分かるから掲載は控える。

「ギャオォォォォォォォォン！」

　ゴ○ラはまた吠えた。目メ茶チヤ苦ク茶チヤ機き嫌げん悪そうだった。

「さすが魔ま王おうね。あんなものまで手なずけているなんて」

「納なつ得とくするなぁ！」

　鈴雄は瑠る璃りを怒ど鳴なってから頭を抱かかえた。

　よりによって相手はゴ○ラなのだ。

　日本の自衛隊が総力を上げても太た刀ち打うちできなかった奴なのだ。生なま身みの三人でどうこうできる相手じゃない。

　ここはこちらが小さいことを利用して気づかれないように擦すり抜けていくしかない。

　名付けて、『気づかれないようにコソコソ擦り抜けちゃう大作戦』を朝香と瑠璃に伝えようとしたが、若じやつ干かん一名、待ってられない人がいた。

「このでかいトカゲ野や郎ろう！」

　拳こぶしを振り上げてゴ○ラに突っ込んでいく朝香を見て、鈴雄は絶ぜつ叫きようした。

「オーマイガ！！！！」

　朝香の拳の一撃は、常じよう人じんのそれをはるかに上回る。ましてやメリケンサックを装そう着ちやくした時の攻撃力は牛ですら昏こん倒とうさせるほどだ。

　でも、ゴ○ラと牛とじゃやっぱ比較にならなかった。

　ギロリ!!

　ゴ○ラが大きな瞳ひとみを動かした。

「ギャオォォォォォォォン！」

　怒いかりの波動びりびりに吠えた。どうやら朝香の一撃はそれなりに痛かったらしい。

「ちくしょー。もう一撃だ！」

　性しよう懲こりもなく突っ込んでいこうとする朝あさ香かに抱きついて止めた鈴すず雄おは叫んだ。

「何やってるんだよ！　逃げるんだよ！」

「馬ば鹿かを言うな。水すい滴てき岩を穿うがつって言葉知らねえのか？　一発はきかなくても何発も同じ個所に打ち込んでればいつかはきっと」

　シビャ！

　それまで東の方に見えていた山が突とつ然ぜん消滅した。

　ゴ○ラが口から特製デラックス光線を吐はき出したのだ。

「……………」

　さすがの朝香もしばらく考えてから、ポソリ呟つぶやいた。

「逃げるが勝ちという言葉もあったな」

「だろ、逃げるぞ」

　鈴雄は、瑠る璃りの手を引っ張って走り出した。

　必死の形ぎよう相そうで走る三人。

　それを追いかけるゴ○ラ。

　どこからどう見ても、シンデレラの世界とは思えなかった。

　東映特撮シリーズの世界だった。




　高い高い塔とうの上。

　囚とらわれのお姫さまは、じっとお空に向けてお祈いのりを続けていました。

「伝説の勇ゆう者しやでも正義の味方でも何でもいいから早くアタシを助けて」

　シンデレラはチラリとスワンに目を向けた。

　スワンは最初の時と同じように優ゆう雅がにそこにたたずんでいた。

　これをもし使う羽は目めになれば……。

　シンデレラは緊きん張ちようした顔つきでゴクリと唾つばを飲み干した。

　末まつ代だいまでの屈くつ辱じよくになるわ！　絶対に！

　シンデレラはまた窓から空を見上げて祈った。

「お願い！　誰だれか！」

　いつ訪れるか分からない助けを、信じて待つお姫様の健気けなげな心は、きっと天に届くことでしょう。

　多分ね。




『ゴ○ラ対三馬ば鹿かトリオ』はまだ続いていた。

　朝香の拳けんが小指を粉ふん砕さいしたせいか、ゴ○ラの追いかける速度と、三馬鹿の逃げる速度はどっこいどっこいだった。

　距離は離れもしなければ縮ちぢみもしない。そ～～ゆ～～エンドレスな状況に置かれていた。

「なぁ、キリがないとは思わんか？」

　熱風を背中に感じつつ、朝あさ香かが呟つぶやいた。

「同感だ」

「思う」

「だろ、俺おれにいい考えがあるんだが」

　朝香は珍めずらしく頭を使ったように提案した。

「誰だれかが囮おとりとなってあの怪かい獣じゆうを引きつけている間に、別の二人が擦すり抜けて魔ま王おう城じようへ向かうってのはどーだ？　親玉を倒せばなんとかなるだろ」

「へぇ、朝香にしては真マ面ジな考えだな。僕はてっきり、三人で襲おそいかかるとか言い出すと思ったよ」

「戦闘能力の平均値がもう少し高ければそれも悪くないんだが」

　朝香と瑠る璃りは鈴すず雄おを見て、ハ～～～とため息を吐はき出した。

「なんだよ！　僕一人で平均値を下げてるって言うのかよ！」

「とにかくだ、ここは一人に体を張ってもらうことになる」

「どうやって決めるの？」

「そりゃ決まってるだろ。ルリ。いつものやつさ」

「いつもの奴やつか。王子様。いつもの奴っていうのはね」

「大丈夫。言わなくても分かる。いつもの奴だな」

　三人は走りながら器き用ようにジャンケンをした。

　チョキが二人でグーが一人だった。

「夢の世界でも勝負に弱い僕」

　鈴雄はさめざめと涙を流した。

「お前、いつも最初にグーを出す癖くせ、直した方がいいぞ」

　そう忠告した朝香はふと小首を傾かしげる。

「あれ、どうして俺おれそんなこと知ってるんだろ？」

　でもすぐに悩んでいられなくなった。

　ゴ○ラの鼻息を背中に感じたのだ。

「それじゃきばって行ってこい！」

　朝香にどつかれ、鈴雄はゴ○ラの前に飛び出した。

　御ご対たい面めんだった。

　立ち止まったゴ○ラと、鈴雄はしばらく見つめ合った。

「あ～～～～、あははは。君はね、登場する世界を間違ってると思うんだ。ここはこれでもシンデレラの世界だからね。君みたいなのはお呼びじゃないんだ。できればさっさとビオランテとか、スペースゴジラとかがいる世界に帰って欲しいんだけど」

　鈴すず雄おの説せつ得とくは、ゴ○ラには通じていないようだった。だから鈴雄は叫んだ。

「ウギャギャギャギャオォォォォンギャギャガガガガオォォォォォォ（中略）ガガガガガギギギギッッギャオォォォォォンギャギャギャギャギャギャギャガガォォォ」

　鈴雄の即席のゴ○ラ語も、やはり通じないようだった。




「よし、うまく擦すり抜けてこられたぞ」

「うぅぅ、王子様」

「泣くな。ルリ。あいつの死は無む駄だにはしないさ。それに俺おれの勘カンだが、あいつは案あん外がい無傷でひょっこり戻もどってくるかも」

　どしゃ！

　脇わきの泥どろ沼ぬまに誰だれかが頭から突っ込む音だった。

　しばし呆ぼう然ぜんとした朝あさ香かだったが、沼から生える足をごぼう抜きに引っ張り抜いた。

「お前なぁぁぁぁ。人生真ま面じ目めに生きてるつもりか？」

「仕方ないんだ。玉ぎよく砕さい覚かく悟ごで足にしがみついたらそのままポ～～～～ンって弾はじき飛ばされて」

「で、怪かい獣じゆうは？」

　鈴雄はすぐ後ろを指さした。

　ゴ○ラはこっちに突っ走ってくるところだった。

　結局、朝香の珍めずらしく使った知ち恵えも、振り出しに戻もどってしまった。

　いや、状況は前よりも悪くなったと言えよう。

　小指の痛みがだいぶひけたのか、ゴ○ラの速度が飛躍的に上がってるのだ。

「どっかに隠かくれてやり過ごすぞ」

　隠れられそうな場所は二つあった。

　かたや、まばゆいばかりに生い茂ったコスモス畑。

　かたや、モノクロ世界につれて枯かれたと錯さつ覚かくするほどのホルスタイン牧場。

　コスモス畑に身を潜ひそめるか？

　もしくは牛の群れの中に身を潜めるか？

「こっちだ！」

　朝香の一声で金色の野に、三人は飛び込んだ。

　香かおりが痛いくらいに鼻をくすぐる中に、三人は体を埋うずめた。

「ベジタリアンで花好きの怪獣でない限りこっちになんか目もくれないさ」

　朝香は自信たっぷりに言った。

　その自信も長くは続かなかった。

「どうやら、ベジタリアンで花好きの怪かい獣じゆうだったみたいだな」

　近寄ってくるゴ○ラの顔を見つつ、鈴すず雄おはボソリと呟つぶやいた。

　スゥゥゥゥゥゥ！

　ゴ○ラは花の香かおりを嗅かごうと思い切り息を吸った。

　体の軽い瑠る璃りが鼻息に吸われる。

「王子様ぁぁぁぁぁぁぁ」

「瑠璃ちゃん！」

　慌あわてて立ち上がった鈴雄も、同じように鼻息に吸われた。

　スポ。スポ。

　ゴジラの両方の鼻に、鈴雄と瑠璃はすっぽりと納まった。

「いや～～～、なんかねちょねちょするぅぅ。ルリの服に鼻水がついちゃう！」

　瑠璃が鼻の穴の中で暴あばれたから、どうなるかは目に見えている。

「へーへーへっくしょん！」

　最初のクシャミで瑠璃が西の空へ飛ばされた。

「へーへーへっくしょん！」

　次のクシャミで鈴雄が東の空へ飛ばされた。

「へーへーへっくしょん！」

　最後のクシャミで、コスモスは全すべて吹き飛ばされた。

　取り残された朝あさ香かとゴ○ラの目が合った。

「やれやれ」

　朝香は覚かく悟ごを決めると、メリケンサックを握にぎり締め構かまえた。

「さぁ、かかってこい。今度は小指だけじゃすまねえからな」

　今世紀最高に勇気ある奴やつだった。

　その時、朝香は自分の右腕手首にはまっている奇き妙みようなものに初めて気がついた。

　鈴雄が見れば、ちょっと変わった腕時計と答えただろう。

　でも夢の中でパンピーアサカになってるから分からない。

「ん？　何だこいつは？」

　朝香は腕時計に書かれたロゴを読んだ。『ＮＥＬＵＲＯＩＤ』

　さっぱり記き憶おくになかった。




　森に小さな家がありました。

　そこには、きこりと、その奥さん、そしてオムツも眩まぶしい一人息子むすこのジロー君が住んでいました。

　きこりが森へ仕事に行っている間、奥さんとジロー君は静かに家で過ごしているのでした。

「あら、ジロー何書いてるの？」

「ねえたんのえねえたんのねえたんの」

「何言ってるの。あなたにお姉さんなんていないでしょ」

　奥さんは笑いながらジロー君の落書き帳を手に取りました。

　そして目をパチクリさせました。

　そこに描かれていたのは、円やら訳わけの分からない図形やら文字やらを書き散らした意味不明なものだったからです。

「お絵描きはそれぐらいにしましょうね」

　奥さんは落書き帳を置くと今度は粘ねん土どをジロー君に与えました。

「ねえたんのねえたんの」

　ジロー君はまたねえたんねえたんと言いながらそれを作り上げました。

　それはそれは恐おそろしい化ばけ物ものでした。

「今度は何なの」

　奥さんは何か背筋にぞっとくるものを感じながら粘土人形を手にとりました。

　その時でした。

「あぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ」

　ドグワシャ～～～ン！

　天てん井じようを突き破って、女の子が降って来ました。

　女の子はテーブルをぶち壊して落下すると大声で喚わめきました。

「いったぁぁぁい！　あぁぁぁ！　指怪け我がしてるぅぅぅ！　うわぁぁぁぁ。血が出てるぅぅ」

「ねえたんねえたんねえたん」

　はいはいで近寄ってくジロー君を奥さんは慌あわてて抱きかかえました。

　空から振ってくる女の子なんて、どう考えても普通じゃないからです。

　女の子は、ひとしきり喚いてから、ふと脇わきに転ころがる意味不明の絵と、粘土人形とに気がつきました。

「粘土人形？　絵？」

　女の子は自分の血と、粘土人形と絵を交こう互ごに見くらべながら不思議そうに首を傾かしげました。

「何でだろ？　何か心にものすごくひっかかる」




　　　　　３




　同じく、クシャミで飛ばされた王子様はパラシュートのないスカイダインビングを楽しんでいた。

　ひゅ～～～～～～～～～っと落ちてきてズボッと地面に突き刺さる。

　大地から鈴すず雄おの足が二本生えた。

　生なま身みでこんなことしたら現実世界なら脳のう味み噌そぶちまけてジエンドだが、さすがは夢の世界。大根は自力で這はい出した。

「ふぅ、まさか変身前に二回も頭を突っ込むとは思わなかった」

　鈴すず雄おは額ひたいの泥どろを拭ぬぐってから辺あたりを見渡した。

「だいぶ飛ばされちゃったけど、ここはどこだろ？」

　目の前には高い城があった。

　そして高い城からは高い高い塔とうが突き出していた。

　わりと目のいい鈴雄は、塔の天辺てつぺんの小窓にて祈いのる少女の姿を発見した。

「シンデレラ！　ってことは……」

　もう一度辺りを見渡すと城の前にはちゃんと立て札が立っていた。

『ようこそ。魔ま王おう城じようへ』

「よっしゃぁ、ビンゴだぁ」

　鈴雄は喜び勇んで城へ飛び込もうとした時だった。

　巨大な影が鈴雄を包んだ。見上げると、今まさに落下してこようとするバッタメカの腹があった。

　鈴雄は、奇き跡せき的てきに横へ転ころがるとその一撃を避よけた。

「勇ゆう者しやよ。よくぞ、ここまでたどり着いた！」

　着地したバッタのメカの頭部ハッチがパックリと開いた。

　コックピットに座る人物を見た鈴雄は、驚きの声を上げた。

「ドクター・マロンフラワー………！」

　その白はく髪はつ、白はく衣い、ギュィィィィンって延のびるゴーグル。他人の迷めい惑わくをかえりみないオーラは間違いない。宿しゆく敵てき、ドクター・マロンフラワーのものだったのだ。

「どうして、マロンフラワーが夢の世界に………。あの時体育館にいたってことか。そうか………マロンフラワー……もしかしてお前は！」

　鈴雄はしばし口をパクパクさせてから、言った。

「学芸会が好きなんだろ？」

　桜さくら咲ざき鈴雄。決して察しがいいとは言えない男であった。

「何を訳わけの分からないことを言っておるんじゃ。ワシはマロンフラワーなぞではない。闇やみの世界を支配し、恐きよう怖ふの主ぬしとしてあがめられる……魔王じゃ」

「何が魔王だよ。ここはシンデレラの世界なんだぞ。魔王もへったくれもあるもんか。話が分かってなかったのはお前だったのか。僕が今度絵本を貸してやるからちゃんと勉強しておいてくれよ」

　鈴雄は理り不ふ尽じんな思いをまくしたてたが、あくまで魔王と言い張る老人には通用しなかった。

「さぁ、かかってくるがいい」

「望むところだ。これまで散さん々ざん訳わけの分からないものの相手をさせられたんだ。ちゃんとお礼はさせてもらうからな」

　鈴すず雄おは言われた通り律りち儀ぎにかかっていった。

　ドカバキボキ！

　結果ボコボコにやられて弾はじき飛ばされた。

「いかん、自分が今は生なま身みの王子様ってことをすっかり忘れていた」

　夢の中とはいえ、生身でバッタメカを相手にするのは分が悪すぎた。

「ぬわーっはっはっはっはっはっはっはっはっはっはっは。どうやらこれまでのようだな」

　マロンフラワーはいつもより余よ計けいに笑った。

「うぅぅ、ここで僕がやられれば、バクが精神体を食べるのを阻そ止しできず、皆で永久睡すい眠みんになってしまうのに……」

「あーっはっはっはっはは………」

　ぐわっしゃ！

　バッタメカは潰つぶれた。

　正確に言うと踏み潰されたのだ。

　こんなバッタメカを踏みつけられる奴やつは世界広しといえども奴しかいない。

　登場するゴ○ラに、鈴雄は喜んでいいんだか泣いた方がいいんだかよく分からなかった。

　しかし、鈴雄のべったりとしたドス黒い不安とは裏ウラ腹ハラに、ゴ○ラは鈴雄には目もくれない。

　激はげしく吠ほえて暴あばれるゴ○ラ。どうやら何者かと戦っている様子だ。

　そしてゴ○ラと戦っている奴を確認した鈴雄は目を丸くして叫んだ。

「ネ、ネルロイドガール！」

　ゴ○ラに容よう赦しやない蹴けりを浴びせかけているのは間違いなくライバル、ネルロイドガールだった。

　しか～～～し、やはりゴ○ラ相手では分が悪いようである。

　ゴ○ラの尻尾しつぽアタックをなんとか避よけたネルロイドガールだが、続く拳こぶしの一撃に大地に叩たたきつけられた。

「あぁぁぁ！　がんばれ！　ネルロイドガール！」

　ライバルを応援する鈴雄の声もむなしく、地面にめりこむネルロイドガールの上に巨大な足の裏が向けられる。

　あわや、このままネルロイドガールもゾウリ虫となってしまうのか………と、思いきやゴ○ラがバランスを崩くずしてよろめいた。

　ゴジラの下半身にタックルを食らわせたのは、巨大な粘ねん土ど人形、そしてもちろんその上には彼女がしがみついている。

「エーデルじゃないか！！！」

　鈴すず雄おは酸さん欠けつの金魚みたく口をパクパクさせた。

「ネルロイドガールはともかく、エーデルまで体育館にいたとは……そうか………エーデルは………」

　鈴雄は驚きよう愕がくの表情で息を飲んでから、納なつ得とくしたように言った。

「学芸会が好きなんだな」

　桜さくら咲ざき鈴雄。本当に推理力のない奴やつだった。

　鈴雄がお馬ば鹿かな思し考こうにカロリーを費ついやしている間も戦いは続いていた。

　ネルロイドガールとエーデルワイス。黄おう金ごんとは言えないが二十四金くらいはあるタッグマッチとゴ○ラは互ご角かくだった。

　しかし、あと一歩ぶが加わらなければゴ○ラ撃破は難しそうだ。

　問題は……あと一歩を誰だれがやるか？

　ヒヤシンスを思い浮かべたが駄だ目めだ。

　見当たらないし、怪かい人じんなしのヒヤシンスはさほど戦力になるとは思えない。

　マロンフラワーも駄目。ゴ○ラに踏みつけられて再起不能。もし復活しても自分を魔ま王おうとしか思ってない阿ア呆ホは使い物にならん。

　ってことは…………残るはブルーの体のナイスガイだけなのだ。

「そういえばこれまで確かめてなかったが……」

　鈴雄は視線を自分の腰の辺あたりに向け、服をヒラッとめくってみた。

　お目当ての物体はそこにちゃんとあった。

　ピッカピカの変身ベルトである。

「いける！」

　鈴雄はグッと拳こぶしを握にぎり締めた。




「くそ～～。手て強ごわいじゃね～～か」

「本当。あと少しなのに」

　エーデルは唇くちびるを嚙かみ締めてからふと尋たずねた。

「こんな時にこんなこと聞くのへんだけど、あんた一体誰だれ？」

「それはこっちの台詞せりふだ。お前こそ誰なんだよ」

　二人はお互いの姿をしげしげと見つめ会った。

　見覚えはあるがど～～～もサッパリなのだ。

　ついでに言わせてもらえば、自分達がどうしてこう突とつ拍ぴよう子しもない格かつ好こうして突拍子もない力を持ってるかも分からないのだ。

　さらなる思考を発展させようとするが、襲おそいかかるゴ○ラがそれを許さない。

　二人がとりあえず謎なぞは無視して共同戦線を張ろうと身み構がまえた時だった。

「はーっはっはっはっは」

　はるか頭上から横おう隔かく膜まくを響かせる笑い声がやって来た。

　エーデル、ネルロイド両名は頭上を見上げた。

　ゴ○ラも見上げた。

　そこにブルーの体のナイスガイはいた。

「正まさ夢ゆめ逆さか夢ゆめどんな夢。人には言えない夢の中。メルヘンチックな夢物語。腹ぺこバクちゃんどこかいな？　株式会社オタンコナス製作、超特殊汎はん用ようパワードスーツ、ドッコイダー！　夢の世界へただいま参さん上じよう！」

　ドッコイダーはそれだけ言うと城の天辺てつぺんから勢いよく飛び立った。

「トワァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァ!!」

　エーデルもネルロイドガールもそしてゴ○ラも、この青い奴やつは頭から落ちるなって思った。

　ズッポリ。

　予想通りそいつは頭から落ちた。

「……………誰だれだか知らないがよく知ってるような気がするぜ……こいつ」

「本当。こ～～ゆ～～光景よく見てるよ～～な」

　ドッコイダーは頭をずっぽりと引き抜くとゴ○ラにビシリと指を突きつけた。

「メルヘンチックなシンデレラの世界において、お前の存在自体が許されないのだ。アンデルセンに代わってこの私が天てん誅ちゆうを下す。行くぞ！　ネルロイド！　エーデル！」

「ネルロイド？」

「エーデル？」

　二人は聞き覚えのある名前に小首を傾かしげる。

「それが俺おれらの名前なのか？」

「詳くわしい話は後だ。ここはお前達の力を貸してくれ！」

「何だと？」

「同等クラスの者が三人集まらないとできないという訳わけの分からない技わざがあるのだ。それを放つ」

　ドッコイダーの強ごう引いんなノリに、イマイチ自分達が理解できなくて主体性のない二人は従った。

「必ひつ殺さつ！！！！　モトナリさん直じき伝でん！　一人の蹴けりは弱いけど、二人の蹴りもやっぱ弱いけど、三人の蹴りはそれよりは強いのよキィィィィィック！」






　豆知識　モトナリさん直伝！　一人の蹴りは弱いけど、二人の蹴りもやっぱ弱いけど、三人の蹴りはそれよりは強いのよキックとは。




　この技は、ドッコイダー六十八番目の技である。ドッコイダークラスの力を持つ三人を必要とするこの技は三人の波長を合わせることで爆発的な破壊力を産み出すという技である。それにより、三人の友情と結束も深まるという付加価値も重要ポイント。まさしく我が社がモットーとする平和的で家庭的なパワードスーツを象徴する技である。ちなみにモトナリさんというのは我が社の開発部主任、モトナリ・モーリ氏のニックネームである。別名、三本の矢アタック。


ＢＹ　ドッコイダー広報担当　ゴンゾーハヤテ　










　三人の友情と結束の蹴けりがゴ○ラの腹部に命中した。

[image: ]

「ギャワ～～～～～～～ン！」

　ゴ○ラは城を突き破って空の彼方かなたへ飛んでいった。

　キラリン！

　ゴ○ラはメルヘンチックにお星様になりましたとさ。

　めでたしめでたし。

「よし、次はシンデレラ救出だぁ！」

　ドッコイダーは慌あわてて頭上を見上げるが………。

　塔とうはグラグラと揺ゆれていた。

　ミシミシミシ。

　城が崩くずれるやな音が辺あたりに響いた。

「崩れるかもしれない」

　城が崩れたら、その上の塔とうも無事には済すまないのだ。一いつ刻こくも早いシンデレラ救出が必要となる。

「ネルロイド！　私を思い切り蹴け飛とばしてくれ？」

「はぁ？」

「あの塔に向かって。早くしてくれ」

　ネルロイドガールはしばし考えたが、考えるよりは行動の性格なのだろう。

「ケツが痛いって泣くなよ！」

　ネルロイドガールの強きよう烈れつな蹴りがドッコイダーのおしりを蹴り上げた。

「ケツが痛いぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃ！」

　ドッコイダーは泣き喚わめきながらロケットのように塔に向けて飛んでいった。

　ロケットは、正確に塔の天辺てつぺんに突き刺さった。

「シンデレラ！　助けに来たぞ」

「え？」

　シンデレラは、ちょっと青い顔でオマルを抱かかえていた。

　彼女が何な故ぜオマルをかかえていたのか？　これからそのオマルで何をしようとしていたのか？　そんなことはドッコイダーには分からなかったし分かろうとも思わなかった。

　ドッコイダーはシンデレラを抱えると個室の扉ドアを蹴破った。

　延えん々えんと続く螺ら旋せん階段を、ドッコイダーは走り出した。

「うりゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ」

　崩れゆく螺旋階段を抜け、崩れゆく城を突っ切り、崩れゆく玄関から外へと飛び出す。

　もうもうと湧わき起こる粉ふん塵じんの追つい随ずいを許さず、ドッコイダーは突っ走った。

　別の山の丘まで走ったドッコイダーはブレーキをかけて止まると抱きかかえていたシンデレラを下ろす。

　それから最寄りの四次元辺りから取り出した画用紙とクレヨンをシンデレラに突きつけた。

「さぁ、シンデレラ。この画用紙にバクの絵を」

「え？　アタシちょっと今……」

　シンデレラがモジモジするがドッコイダーは必ひつ殺さつ問もん答どう無む用ようモードで詰め寄った。

「メロンでも何でも食わしてやるから早く！」

　メロン！

　この言葉でシンデレラの忍にん耐たい力りよくがちょっと元気を取り戻した。

「分かった。約束のメロン忘れないでよ」

　スラスラスラ。

　画用紙にクレヨンで一匹の動物が描かれる。

「こいつが……バクなのか？」

「うん。これがバクだよ」

「う～～む、これがバクだったのか？」

　絵を見てう～～むと唸うなるドッコイダーの隣となりで、オマルを抱かかえたシンデレラは辺あたりをぐるりと見渡した。

　多少木とか茂みもあるが基本的には外だった。

　シンデレラは、恥はずかしそうに小声でドッコイダーに尋たずねた。

「ねぇ、この辺へんにトイレってないかな？」

「トイレ？　んなもんそこらの茂みでやっとおけ」

「え～～！」

　と声を上げるが他ほかに選せん択たく肢しもない。第一、時間がない。

「絶対に覗のぞかないでよ！」

　シンデレラは叩たたきつけるようにドッコイダーに言うと茂みへとことこ駆かけていった。




「覗くわけがないだろう。こんなセッパ詰まった時に。第一私にはそ～～ゆ～～危ない趣味はな…………」

　ドッコイダーはそこで言葉を止めた。

「待てよ………トイレってことは……」

　ドッコイダーのもともとブルーな顔がさらに青くなった。

　トイレってとこは、あれをするとこである。

　夢の中で………あれをおこなったら、どんな恐おそろしいことになるかは目に見えている。

「待つんだぁぁぁぁぁぁ！」

　ドッコイダーはシンデレラの入った茂みに飛び込んだ。

「いやぁぁぁぁぁ！　エッチィィィィ！」

　ドレスに手をかけていたシンデレラは突とつ然ぜんの痴ち漢かんに喚わめき散らした。

　ドッコイダーはおかまいなしにシンデレラを近くの木に縛しばりつけた。

「ちょっと、どうして縛るの！　アタシそ～～ゆ～～趣味はないってば」

「怒おこるな。お前のためだ。分かれ」

「分からないよぉぉぉ」

「お前の苦悩は分かる。私もかつて遊園地で同じ苦しみを味わった。だがここは耐えてくれ。もう少しの辛しん抱ぼうだ！」

「ちょっとぉぉぉぉ」

「協力感謝する！」

　ドッコイダーはシュタッって片手を挙げて感謝の意を告げると、風のように走り出した。

「鬼オニぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃ！」

　ドッコイダーの背中に、シンデレラは罵ば声せいを浴びせた。




　間に合うかドッコイダー。

　夢の世界を救えるのか？

　そして一人の少女の危機を救えるのか！

　走れ！　ドッコイダー！




　宇宙バク男は首にナプキンを巻いた。

　右手にはナイフ、左手にはフォークが握にぎられている。

　宇宙バク男は、おいしそうな世界に舌した嘗なめずりをした。

　夢の世界はいい加か減げんに熟じゆくしたようだ。これまで我が慢まんして来た甲か斐いがあったというものだ。

　宇宙バク男は器き用ようにナイフとフォークで夢の世界を切り取った。

　一口サイズに切り取られた夢の世界は、究きゆう極きよくと至し高こうの香かおりがした。

　いただきます。

　宇宙バク男が大口を開けて夢のかけらを頰ほお張ばろうとした時だった。

　ドカァァァァァァン！

　扉ドアが蹴け破やぶられ、ブルーの男が入ってきた。

「まさかお前が宇宙バクだったとはな！」

　宇宙バク男は慌あわてて夢のかけらを口に押し込もうとしたが、怒いかりのドッコイダーは素す早ばやかった。

「ドッコイダー！　ミラクルハイパーエキセレントダイナマイツパァァァァァァァァンチ！」

　ドッカァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァン！

　それが宇宙バク男の最さい期ごだった。

「灯とう台だいもと暗くらしって奴やつだな。完かん璧ぺきな変装だった」

　ドッコイダーはいらなくなった画用紙の絵を床ゆかに投げ捨てた。

　絵は………ポチそのままだった。

　気がつかない奴やつも、ある意味馬ば鹿かは馬鹿だった。




　　　　　４




「はぁ、はぁ、はぁ、はぁ」

　長い長い追いかけっこから帰ってきたお子様ヒヤシンスは、体育館で破れそうな心臓をなだめた。

「な、なんとかマロンフラワーのメカをまいてきたわ」

　個人戦闘能力の乏とぼしい彼女がここまでたどり着くのは、そりゃあもう大変だったのだ。

　一言じゃ言えないほどに。

「もう一生分走ったって感じだわ」

　ヒヤシンスは、もはや感覚のない足を引きずって眠りこけるネルロイドガールへと近寄った。

「それではさっさと顔を拝おがませてもらうとしますか」

　ヒヤシンスはにひひひひと笑いながら電子ナイフのスイッチを入れた。

　肉体には無害だけど無生物はなんだって切り裂さいちゃうというおなじみの武器だ。

「御ご開かい帳ちよう～～～～～」

　ヒヤシンスが電子ナイフを振り上げた時だった。

　それまで何もいなかった空間にそいつは現れた。

　現れたそいつは、ニュートン先生の法則に従ってヒヤシンスの頭へと落下した。

　ゴッチィィィィン！

「痛いじゃない！　って、あんた…………」

　空から降ってきたのは、両目をグルグル渦うず巻まきにして倒れる怪かい人じんバク男だった。

「夢の世界から追い出された………ってことは、夢の世界で倒されたってことだわ」

　ヒヤシンスは感心したように何度も頷うなずいた。

「ドッコイダー。なかなかやるじゃない」

　ヒヤシンスは未いまだ眠りこけるお子様サイズドッコイダーに向けてそう呟つぶやいた。

「さ、心配ごともなくなったところで気を取り直して御開帳と………」

　気を取り直してナイフを持ち直すが、そこでヒヤシンスは硬こう直ちよくした。

　目の前ではネルロイドガールが……お目覚めだった。

　二人の視線が絡からみ合った。

「おはよ」

　ヒヤシンスは思いっきり情熱的なウインクで誤ご魔ま化かそうとしたが、ドッコイダー相手には通じる技わざもネルロイドガールには通用しなかった。

「あばよ」

　ドッカン！　ドッカァァァァァァァァァァァァァン！

　宇宙バク男とヒヤシンスはネルロイドガールの必ひつ殺さつアッパーの餌え食じきになった。

　天てん井じようの穴をまた擦すり抜けて飛び出して行く。

　キラリン。

　二人はお空のお星様になった。

「ど～～してこ～～～なるのぉぉぉぉ！！！！！」

　ヒヤシンスの絶ぜつ叫きようにも似た悲ひ鳴めいの尻尾しつぽだけが体育館に残された。

「くそ、頭がボーっとするぜ。何か妙みような夢を見たような気がする」

　ネルロイドガールはこめかみを押さえて数度頭を振った。

　マットの上で幸せの吐と息いきをたてていたドッコイダーもお目覚めになった。

「おぉ、皆無事のようだな。私の働きだ」

「何言ってるんだよ。お前はただ眠ってただけじゃね～～か」

「いや、皆は知らないだろうが、私は宇宙バク男を倒し」

「違うよ！　怪かい人じんを倒したのはネルロイドガールの方だよ！」

　クソガキ………もといお子様の証言が飛び込んだ。

「ヒヤシンスと怪人はネルロイドガールにぶっ飛ばされて飛んでったよ」

「うん、僕も見た。達たつ人じん級クラスのアッパーカットだった」

「やっぱりネルロイドガールだね」

　生徒、教師達からネルロイドガールに惜おしみない拍はく手しゆが送られた。

　ドッコイダーは体育館の隅すみを指でつっついた。

[image: ]

「正義の味方とは……時に世間に認められないものなのだな」

　次々とお目覚めしてく中、一人の少女もパッチリとお目覚めになった。

　少女は目覚めるや否いなや立ち上がると、鬼オニのように走り出した。

　進路にいたネルロイドガールをも突き飛ばし、少女は体育館を飛び出して行った。

「あいつ、どうしたんだ？」

　不思議そうにネルロイドガールは首を傾かしげた。

「どうやら水風船は漏ろう水すいしなくてすんだようだな」

　一人うんうんと頷うなずくドッコイダーだが、彼が何を言っているかは誰だれにも理解できなかったのだった。













　第六章　約束は約束







「鈴すず雄おいるか？」

　その日の夜、朝あさ香かはいつものように鈴雄宅を襲しゆう撃げきした。

「あ、お兄ちゃんなら、何か買うもんがあるって出ていっちゃったよ。すぐ帰ってくると思うけど」

「なんだそうかよ。それじゃ上がらせて待たせてもらうぜ」

　勝かつ手て知ったるなんとやら。隣となりの家は俺おれの家。朝香は勝手に上がると勝手に冷蔵庫を開けた。

「俺がこの間持って来たビールがそのままじゃね～～か。ちったぁ飲んで肝かん臓ぞうを鍛きたえろっつ～～～の」

　鈴雄宅に何な故ぜかある朝香印のビールをごくりごくり飲みながら、朝香は畳たたみにどっかりと座った。

「しかしまぁ、今日はいろいろと大変だったな」

「本当。怪かい人じんは出てくるし皆で眠っちゃうし。アタシ達の発表の終わった後でよかったな」

「なかなかだったぜ。シンデレラ役。ま、いじわるな姉１役の、女の子もなかなかだったけどな」

「あぁ、助すけっ人とで来てくれた朝あさ子こちゃんのことね。いじわるな姉１役だった淳あつ彦ひこ君の三軒隣となりに住んでるんだって。……でも……おかしいんだよ」

　タンポポは声を潜ひそめて言った。

「あの後さ、ギブスして淳彦君が来たんだけど……………淳彦君の三軒隣って十年前から廃はい屋おくなんだって」

「……………廃屋……か」

「保健室の智とも美みちゃんも幼なじみの栗くり子こちゃんなんて知らないって言うし、倉そう庫このロッカーから発見された奈な津つ子こちゃんも腹違いのお姉さんなんかいないって言うし、もう謎なぞが謎を呼んで頭がこんがらかっちゃう状況なの」

「幼なじみや腹違いの妹の方はよく知らねえが、淳彦ってのは交通事故だろ。頭でも打って記き憶おくが混乱してんじゃね～か。うんきっとそうだ。間違いない」

　朝あさ香かは不自然なくらい断定的に言った。

「もしかしたら四軒隣かもしれんし、深く考えるな。いいな、深く考えるなよ」

　逆さからうと風ふ呂ろ桶おけに頭から突っ込まされそうだったから、タンポポは言われた通り深く考えるのを止めた。

「ただいまぁぁぁぁ」

　とぼけた声と一いつ緒しよにドアの開く音が聞こえる。

　スーパーのビニール袋をぶら下げた鈴すず雄おの帰宅だった。

「朝香。来てたのか」

「あー、面白いテレビもやってねーからな。酒でも飲もうと思って」

「他ひ人とん家ちで飲まなくたって……まぁいいよ。言ったって無む駄だだもんな」

　鈴雄はビニール袋をタンポポに突き出した。

「ほら、大枚はたいて買って来たぞ」

「何？」

　タンポポはビニール袋を受け取ると中を覗のぞき込んだ。

　タンポポの瞳ひとみがまん丸になって、口も大文字のＯオーの形に開いた。

「メロン！」

「けっこう高かったんだぞ」

「お兄ちゃん。ど～～してアタシがメロン食べたいって知ってたの？」

「約束は約束だからな」

　鈴雄はそれだけ言うとちゃぶ台脇わきに腰を下ろした。

「約束？」

　タンポポは首を傾かしげた。なんか覚えがあるようでないような。そんな複雑な気分だ。

　でも手の中のメロン。これは本物だ。まがいもんじゃない。

　タンポポは不ふ可か解かいなことは一いつ切さい忘れてメロン抱かかえて台所へと飛び跳ねていった。

「今小こ鈴すずと今日の芝しば居いについて話してたんだよ」

「ああ、王子様役の男の子の演えん技ぎなんかなかなかだったよな？」

　そこで鈴すず雄おは何かを思い出し、台所へ向かったタンポポに声を飛ばした。

「小鈴。校舎裏で着替えた時に腕時計を忘れて来ちゃったよ～～なんだ。悪いけど明日もってきてよ」

「着替え？　お前なんで校舎裏で着替える必要があったんだよ？」

　朝あさ香かがいぶかしげに尋たずねる。

「まぁ、いいじゃないか細こまかいことは」

　鈴雄はぎこちなく笑って誤ご魔ま化かした。

「ドジな奴やつだな。脱いだ服は俺おれのようにひとまとめにしてロッカーに入れとかないからそういうことになるんだ」

「朝香、学校で服脱いだのか？」

「どうだっていいだろ。そんなことは。人の話の腰を折るな」

　朝香は不自然に大声を上げた。

「とにかく、普ふ段だんからポーっとしてるから忘れるんだよ。俺みたいに日々きっちりと生きてれば忘れ物なんて………………」

　朝香の言葉が停止した。

　いっこうに動き出す気け配はいを見せない朝香に、切ったメロンを皿さらに乗っけて戻もどって来たタンポポが心配そうに尋ねた。

「どうしたの？　朝香お姉ちゃん」

「いや、俺も何か忘れて来たよ～な気がするんだ」

「人のこと言えないじゃないか」

「うるせえ。お前とは頻ひん度どが全ぜん然ぜん違うだろ」

　鈴雄を一発どなりつけてから、朝香は眉まゆ毛げと眉毛の間にタテジワを作った。

「何を忘れて来たんだ？　俺は」

　朝香はう～～むとしばし唸うなったが、どうやら何も出てこなかったのだろう。

「ま、いいか、思い出せないんだ。ど～～せ大したもんじゃないんだろ」

　軽く笑い飛ばした。

「よし、それじゃ飲むとするか。メロンじゃツマミにならんなぁ。スルメかなんかあったら持ってこい。鈴雄。今日こそはビール一缶カン空あけれるようになってもらうからな」




　翌日、掃除をしようとウサギ小屋へと向かった瑠る璃りは、不良ウサギのいじめに合うハナ一ハジメを発見した。

　ハナ一は、瑠璃の迅じん速そくな行動によって無事救出され朝あさ香か邸ていへ送そう還かんされた。

　彼のウサギ恐きよう怖ふ症しようは治なおる気け配はいを見せない。

　おまけに桜さくら咲ざき鈴すず雄おの二日ふつか酔よいも治る気配を見せていない。













　エピローグ　重役会議







「どうやら今回も駄だ目めだったようですね」

　関係者各位、頭を抱かかえ込んだ。

「やはり、モニターを変えるべきではないだろうか？」

「いや、犯罪者をそう入れ替えというのは」

「いっそパワードスーツの審しん査さからやり直す」

　がやがやと騒さわがしくなる会議室。

　無言で頭を抱えていたモグモッグルは、ゆっくりと立ち上がった。

　彼の突とつ然ぜんの行動に、一同静まり返って注目する。

　モグモッグルは口を開くと、押し殺した声を吐はき出した。

「彼を派は遣けんしましょう」

「彼？」

「ええ、特Ａ級犯罪人の彼をね」

　審査委員会に戦せん慄りつが走った。

　ガラスにヒビが入るような緊きん張ちようの中、モグモッグルは確信を込めて言った。

「奴やつならば、このぬるま湯のような状況にメスを入れてくれるでしょう」




　牢ろう獄ごく惑わく星せいアバシリー、最下層特殊独どく房ぼう。

　幾いく重えにも施ほどこされたガードが外はずされ、その個室が姿を現した。

　空気の逃げ路みちすらないその独房に、男はいた。

「囚しゆう人じん番号０００５！」

　看かん守しゆの呼びかけで、男はむっくりと頭を上げた。

「やぁ、看守さん。今日も小鳥が集まってきてるみたいですね。さえずりが聞こえますよ」

　特殊独房に音はない。あるのは自分の吐と息いきと心臓の音だけだ。

　しかし、男の穏おだやかな口調は、あたかもはるか数百メートル頭上の地上を散歩してきた後のようなものだった。

　看守は、内心の恐きよう怖ふを悟さとられないようにしつつ、太い声を出した。

「出ろ。所長よりお話があるそうだ」

「ＵＯＳの公式採用のパワードスーツのことですね」

「お前、どうしてそれを」

「小鳥が教えてくれたんです」

　目を剝むいて驚く看守に、男は穏やかにそう言うと立ち上がった。

「さ、行きましょうか？」

　突き出された男の手に、看守は震ふるえる手で電子手て錠じようをロックした。

「いつ私のところに話が来るかずっと待ってたんです。あんな出で来き損そこないのパワードスーツ、三日で片をつけてあげますよ」

　男は、そう呟つぶやくと、さもおかしそうにクックと押し殺した笑いを響かせた。

　看守は、上層部の決断がとんでもない間違いであるような念ねんを、押さえられずにはいられなかった。













　　　あとがき







　学芸会のお話です。

　舞ぶ台たい。

　懐なつかしい響きです。

　思い起こせば高校時代。魂たましいの全すべてを注ぎ込んでた。

　ド下へ手ただったけど、骨の髄ずいから好きだった。

　一番の思い出は高三の最後に自分で台本作った奴やつ。

　幽ゆう霊れいに頼まれて金のかからない葬そう式しきをあげるっていう内容。

　僕がやったのはお金がないからお坊ぼうさんを呼べず、結局自分で代理する男の役。

　そう、言うまでもなく髪かみの毛が邪じや魔まだった。

　当時は魂を売るくらいそれにのめりこんでたから、前日躊ちゆう躇ちよせずスキンヘッドにした。風呂場でＴ字カミソリで血だらけになって剃そった。

　馬バ鹿カって言われた。（家族から）

　アホって言われた。（友達から）

　帽子かぶってくれないと一いつ緒しよに歩けないって言われた。（………涙）

　でもまぁ、魂まで入れこんでるからそんな誹ひ謗ぼう中ちゆう傷しようになんかめげるわけがない。

　むしろ、つらかったのはそんとき冬だったから頭が目メ茶チヤ苦ク茶チヤ寒かったってことだ。

　おまけに発表会の直後に卒業アルバム用の全体写真とったから、一人だけツルで載のってしまった。

　たった一回のためにそこまでやるか？　って呆あきれられたけど。

　たった一回だからこそここまでやるんだ！　って僕は言った。

　皆さんのたった一回はなんですか？

　それが何であれ、とことんやってみましょう。


阿智太郎
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阿あ智ち太た郎ろう

１９７８年10月３日、長野県の秘境にて誕生。１９９７年『僕の血を吸わないで』で第４回電撃ゲーム小説大賞《銀賞》を受賞。『電撃ｈｐ』にエッセイ「阿智太郎の今日もお昼はフィッシュ＆チップス」を連載中。高校卒業と同時にアメリカに渡り、現在はイギリスに在住。
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イラスト／矢や上がみ 裕ゆう

１９６９年兵庫県尼崎市生まれ。大阪産業大学を優秀な成績で中退した後、漫画家を目指し単身上京。『日替わり矢上ランド』で初連載を果たし、現在『エルフを狩るモノたち』（電撃コミックガオ！）が大ブレイク中。
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住すめば都みやこのコスモス荘そう③




灰はいかぶり姫ひめがドッコイ








阿あ智ち太た郎ろう
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